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〈保護者のみなさんへ〉


本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　　１　ミッションは大だい成せい功こう！




「ぶじ到とう着ちゃくっと」

　わたしは、壁かべをよじのぼって、屋おく上じょうに降おりたつ。

　ここは、とあるお金かね持もちのお屋や敷しき。

　お屋や敷しきといっても、ただのお屋や敷しきじゃない。

　知しらない人ひとが見みたら、美び術じゅつ館かんにでもまちがえそうなぐらいな、立りっ派ぱな３階がい建だて。

　門もんも両りょう開びらきの大おおきな扉とびらだし、その両りょうサイドには、こまかく装そう飾しょくされた門もん柱ちゅうが立たっている。

　ケイの話はなしだと、これって、ロココ調ちょうのデザインなんだって。

　わたしには、ロココと言いわれても、おいしそうなお菓か子ししか、思おもいうかばないんだけどね。

　しかも、わたしの立たつ屋おく上じょうは、バルコニーがあって、まるで女じょ王おう陛へい下かが民みん衆しゅうを見みおろす場ば所しょみたい！

　庭にわのライトが、ガーデニングの花はな々ばなを、色いろあざやかにてらしてる。

　なんでわたしが、そんなところに、きているかといえば……。

　もちろん！　怪かい盗とうレッドの仕し事ごとのため！

　ユニフォームに身みをつつんで、ばっちり仕し事ごとモードに入はいってる。

「こんな豪ごう華かな屋や敷しきも庭にわも、悪わるいことして集あつめたお金かねで、つくったってわけね」

『そうなるな。正せい規きのルートで取とり引ひきできない、盗とう品ひんの絵かい画がを、裏うらで取とり引ひきしてることはまちがいない。やっかいなのは、正せい規きの絵かい画が取とり引ひきも多おおくしているから、盗とう品ひんの絵かい画がが、見みつけにくいことだった……』

　だけど！

　今日きょう、この屋や敷しきに盗とう品ひんの絵かい画ががあることを、ケイはばっちりつかんだんだよね！

　だから、こうして作さく戦せんをたてて、わたしたちは動うごいてるんだ。

　わたしは、わきに抱かかえた、布ぬのでつつんだ物ものをちらりと見みる。

　これも準じゅん備びしてきたし。

　ただ、問もん題だいもあるんだよね……。

『警けい戒かいはおこたるなよ。ここには、あいつがいるんだ』

　……そう、あいつ。

　ケイがいつになく警けい戒かいするのは、あいつ──中ちゅう学がく生せい探たん偵てい・白しら里さと響ひびきがここの警けい備びにあたってるから。

　白しら里さと響ひびきは、かずかずの難なん事じ件けんを、警けい察さつに協きょう力りょくして解かい決けつしてきた、現げん代だいの名めい探たん偵ていの１人ひとり。

　警けい察さつが迷めい宮きゅう入いりとお手て上あげだった、絵かい画がの盗とう難なん事じ件けんや、誘ゆう拐かい事じ件けんを、その推すい理り力りょくで、あざやかに解ときあかし、犯はん人にんを逮たい捕ほしてきた。

　その響ひびきが、ここしばらくのあいだ、屋や敷しきの警けい備びの指し揮きをとってる。

　響ひびきのことだから、裏うら取とり引ひきのことはつかんでるはず。

　それでも警けい備びをしてるってことは、調しらべるために、わざと警けい備びをひきうけたんだと思おもう。

　だけど、それを待まってたら、おそすぎる！

　いま、この瞬しゅん間かんだって、こまってる人ひとがいるんだもん！

『油ゆ断だんして、見みつかるなよ』

　わかってるって！

　わたしは、屋おく上じょうのドアを針はり金がねで開あけて、そっと室しつ内ないに入はいる。

　廊ろう下かはうす暗ぐらい。

　警けい備び員いんは……いないみたい。

　響ひびきが警けい備びしてるってわりには、無ぶ用よう心じんじゃない？

『美び術じゅつ品ひんが保ほ管かんされてるのは、下したの階かいだ。屋おく上じょう付ふ近きんは定てい期き的てきな見みまわりしかしていない。その見みまわりも、さっき行いったところで、つぎの見みまわりまで時じ間かんがある』

　なるほど。

　それで、いつもとちがって、屋おく上じょうから侵しん入にゅうなんてことになったんだ。

『……昨日きのう、説せつ明めいしたはずだが？』

　え……そうだっけ？

　ケイが、通つう信しん機きのむこうでため息いきをつくのが、聞きこえる。

　はははっ……ごめんって。

　ケイの説せつ明めい、聞きいてると眠ねむくなるんだもん。

『まあいい。ここからが本ほん番ばんだ。気きを抜ぬくなよ』

「りょうかい！」

　わたしは足あし音おとを消けして、下したの階かいにむかって歩あるく。

　床ゆかは、ふっかふかな臙えん脂じ色いろのカーペットで、ところどころに、きれいな花か瓶びんや、あざやかな色いろづかいの絵かい画がが、かざってある。

　いかにも、高たかそう。

『まちがっても、絵かい画がや花か瓶びんにはふれるな。すべてに、警けい報ほう装そう置ちがついている。地じ震しん以い外がいで動うごいたりすれば、すぐ屋や敷しき中じゅうに、警けい報ほうが鳴なりひびくことになる』

　げげっ！

　これぜんぶに、そんな仕し掛かけがしてあるわけ!?

『見みた目めどおりの、ただの金かね持もちの屋や敷しきじゃない。警けい備びシステムは、なみの美び術じゅつ館かんより、はるかに優すぐれている』

　ケイがそう言いうなら、気き合あいを入いれていかないとね！

　そんなことを思おもっていると、声こえが聞きこえてくる。

「お父とうさん……いったい、なにを考かんがえてるのかな……」

　女おんなの子こ!?

　しかも、近ちかづいてくる！

『かくれろ！』

　わたしはとっさに、曲まがり角かどの壁かべに身みをかくす。

　じっと、息いきをひそめる。

　タッ、タッ、タッ、タッ、タッ……

「美び術じゅつ品ひんのためだからって、知しらない人ひとたちを、家いえに入いれたりして……」

　高こう校こう生せいぐらいの女おんなの子こが、ひとりごとを言いいながら、通とおりすぎていく。

　こっちには、気きがつかなかったみたい。

　あ、あぶなかったぁ……。

　こんなところで、見みつかったら、ケイのたてた作さく戦せんがだいなしだもんね。

　いまのって、ここの家いえの娘こかな？

　すっごく不ふ安あんそうな顔かおしてた。

　いくら豪ごう華かな生せい活かつしてたって、悪わるいことして、娘むすめがあんな顔かおしてたら、いいわけないっ！

　絶ぜっ対たい、作さく戦せんを成せい功こうさせて、悪あく事じをやめさせなきゃ。

『そのあたりから、天てん井じょう裏うらにいけるはずだ』

　ケイの声こえに、わたしは周しゅう囲いをみまわしてから、天てん井じょうを確かく認にんする。

　うん！　あれならいける。

　ワイヤーをひっかけて、通つう風ふう口こうから天てん井じょう裏うらにあがる。

　とうぜん、天てん井じょう裏うらは真まっ暗くら。

　サングラスの暗あん視し機き能のうをつけて、まわりを確かく認にんする。

　うん、だいじょうぶ。

　ケイのナビをうけながら、天てん井じょう裏うらを音おとをたてないように、進すすむ。

『その下しただ。警けい備び員いんは見みえるか？』

　通つう風ふう口こうのすきまから、中なかを見みる。

　広ひろい部へ屋やに、色いろあざやかな絵かい画がが、壁かべ一いち面めんにかざられてる。

　す、すごい数かず!?

　これがぜんぶ盗とう品ひんなわけ？

『すべてというわけじゃない。一いち部ぶがまぎれているから、やっかいなんだ。本ほん物ものの取とり引ひきの中なかに、盗とう品ひんの取とり引ひきがある。白しら里さと響ひびきがかんたんに手てが出だせないのも、それが理り由ゆうだろうな』

　なるほどね……っていっても、よくわかんないんだけどさ。

　それより、問もん題だいは部へ屋やに立たっている、２人ふたりの警けい備び員いん。

　下したにおりて、１人ひとりを眠ねむらせても、その瞬しゅん間かんにもう１人ひとりに警けい報ほう機きを鳴ならされちゃう。

　となれば、方ほう法ほうは１つ。

『そこから、指し弾だんでねらえるか？』

「うん、いけそう。でも、監かん視しカメラがあるよ」

『監かん視しカメラの画が像ぞうなら、すでに差さし替かえてある。交こう代たいの時じ間かんまでは気きづかれないはずだ』

　さすがケイ！

　わたしは、天てん井じょう裏うらから指し弾だんのねらいをつける。

　はずしたら、あっという間まに連れん絡らくされて、ピンチだもんね。

　慎しん重ちょうに……。

　パンッ　パンッ

　つづけてはじいた催さい眠みんガス入いりの玉たまが、警けい備び員いんのひたいで割われる。

「なっ……」

「くぅ……」

　バタバタッ、と警けい備び員いんが倒たおれる。

　よし！　成せい功こう！

　いまの音おとも、部へ屋やの外そとには気きづかれなかったみたい。

『今こん回かい、警けい備び員いんたちは班はんを組くんで、巡じゅん回かいしている。広こう大だいな屋や敷しきに、人にん数ずうをこまかく配はい置ちしていたら、いざというとき、動うごきづらいからな。だが、こっちからすれば都つ合ごうがいい。近ちかくを巡じゅん回かいしていないタイミングなら、音おとに気きづかれることもない』

　だけど、あの響ひびきなら、そのことに気きづいてるんじゃない？

『……だろうな』

　だろうなって、そんなんでいいわけ!?

『心しん配ぱいするな。それよりつぎだ』

　ま、ケイが言いうなら、心しん配ぱいいらないんだろうけどさ。

『これから、屋や敷しきを停てい電でんさせる。そのあいだは、警けい報ほう機きは作さ動どうしない。電でん源げんが復ふっ帰きするまで１分ぷんだ。いけるな？』

　うん！

　わたしは、天てん井じょう裏うらで身みがまえる。

『３、２、１……』

　バチン！

　部へ屋やの電でん気きが、いっせいに消きえる。

　それと同どう時じに、わたしは、室しつ内ないのカーペットの上うえに着ちゃく地ちした。

　すぐに、目もく的てきの絵かい画がの位い置ちを確かく認にんする。

　どの絵かい画がかは、何なん度どもケイに確かく認にんさせられたから、しっかりと頭あたまに焼やきついてるんだよね。

　20代だいぐらいの女おんなの人ひとが、微笑ほほえんでいる肖しょう像ぞう画が。

　しかも、髪かみが長ながくて、すっごいきれいな人ひとなんだよね。

　わたしは、わきに持もっていた布ぬののつつみを、とりはらう。

　そこには、目めの前まえの絵かい画がとそっくりな絵かい画が。

　ケイが今こん回かいのために、用よう意いしたフェイク。

『のこり50秒びょう』

　やばっ！

　いそがなきゃ！

　１分ぷん以い内ないに、もどらなきゃいけないんだし。

　絵かい画がに手てをかけ、そっとはずして、床ゆかにおく。

　持もってきたフェイクの絵かい画がと見みくらべても、わたしじゃ、ちがいがぜんぜんわからない。

『あと30秒びょうだ』

　フェイクの絵かい画がを、本ほん物ものの絵かい画ががかかっていた場ば所しょに、慎しん重ちょうにかける。

　むきを水すい平へいにして……よし！　これでオッケー!!

『10、９、８……』

　時じ間かんがない！

　わたしは、降おりてきた通つう風ふう口こうにワイヤーを引ひっかける。

　本ほん物ものの絵かい画がを持もって、一いっ気きに天てん井じょう裏うらに上あがる。

　わたしが、天てん井じょう裏うらについた瞬しゅん間かん、室しつ内ないの明あかりがともった。

　ギリギリセーフ！

　あぶなかったぁ……。

　すぐにドアが開ひらいて、警けい備び員いんが入はいってくる。

「停てい電でんがあったが、そっちはだい──どうした!?」

　眠ねむっている警けい備び員いんに、かけよると、無む線せん機きで連れん絡らくをしてる。

　わたしは、天てん井じょう裏うらで息いきをひそめたまま。

　まだ、動うごくわけにはいかない。

　２、３分ぷんして、警けい備び員いんといっしょに、あいつが──白しら里さと響ひびきがすがたを見みせた。

　白しろいジャケットすがただから、一ひと目めでわかる。

「状じょう況きょうは？」

　先さきにいた警けい備び員いんに、響ひびきが声こえをかける。

「警けい備び員いんが２人ふたり眠ねむらされていましたが、絵かい画がは１つもなくなっていません。盗ぬすもうとして失しっ敗ぱいしたとしか……」

「なるほど……」

　響ひびきは、ゆっくりと、部へ屋やの絵かい画がを見みてまわる。

　一いっ周しゅうぐるりと見みてまわってから、納なっ得とくしたように小ちいさくうなずいた。

「出で入いり口ぐちはかためてあるので、犯はん人にんはまだ屋や敷しきの中なかにいるはずです。Ａ班はんは屋おく上じょうを、Ｂ班はんとＣ班はんは、１階かいの出で入いり口ぐちを捜そう索さくしてください」

　響ひびきの言こと葉ばに、警けい備び員いんたちが、大おおきくうなずく。

「いくぞ！　Ａ班はん！」

「Ｂ班はんとＣ班はんは、こっちだ！」

　響ひびきの指し示じに、警けい備び員いんたちがつぎつぎと部へ屋やを出でていく。

　ここの警けい備びは、完かん全ぜんに響ひびきがしきってるみたい。

　大人おとな相あい手てなのに、堂どう々どうとしてるのはあいかわらず。

　最さい後ごに、響ひびきが部へ屋やを出でた。

　部へ屋やが静しずまりかえる。

　ここまでは、予よ定ていどおり。

『動うごくぞ』

　オーケー！

　わたしは、天てん井じょう裏うらを移い動どうする。

　目もく的てき地ちは、おなじ２階かいにある物もの置おき。

　響ひびきが警けい備びをしている以い上じょう、侵しん入にゅう者しゃを逃にがすような甘あまい警けい備びをするわけがない。

　だったら、その裏うらをかこうってわけ。

　わざわざ、警けい備び員いんがいる中なかに、飛とびこんでいく必ひつ要ようはないもんね。

　わたしは、物もの置おきに降おりたつ。

　あまり使つかわれていないのか、片かたづいているけれど、少すこしほこりっぽい。

　窓まども小ちいさいから、ここから脱だっ出しゅつっていうのも、ムリみたい。

　いまごろ、響ひびきや警けい備び員いんたちは、１階かいや屋おく上じょうを、必ひっ死しにわたしをさがしまわってることだろう。

　……ま、のんびり待まってよう。

　こっちはこっちで、やることがあるしね。

　数すう分ふんたってから、ケイが言いった。

『……そろそろいいだろう。いくぞ』

　物もの置おきにかくれてから、だいたい５分ふんくらい。

　みんな、響ひびきの指し示じで移い動どうして、２階かいに人ひとはいないはず。

　ドアの近ちかくで、聞きき耳みみをたてるが、しんとして、音おとはしない。

　そっとドアを開ひらく。

　通つう路ろに出でて、ドアを閉しめる。

　その瞬しゅん間かん──

「そろそろ、出でてくるところだと思おもったよ。それが今こん回かいの獲え物ものか。怪かい盗とうレッド」

　この声こえは……!?

　わたしは、あわてて、うしろをふりかえる。

　そこには、白しろいジャケットすがたの白しら里さと響ひびきが、笑えみをたたえて、立たっていた。

　……ばれてたって、わけね。

「やっぱり、かんたんにはだまされてくれない、か」

「あたりまえだ！　警けい備び員いんもすぐに来くる。今こん度どこそ、つかまってもらうぞ、レッド！」

　響ひびきが身みがまえる。

　だけど、わたしはニコッとほほえんでみせる。

「それはどうかしら？」

「なんだと!?」

　響ひびきの持もった無む線せん機きから、通つう信しんが聞きこえてくる。

『こちらＡ班はん。白しら里さと探たん偵ていの指し示じどおり、屋おく上じょうに来きたが、だれもいない。本ほん当とうにここでまちがいないのか？』

『Ｂ班はんも屋おく上じょうに到とう着ちゃくした。つぎの指し示じをたのむ』

『Ｃ班はん～』

　響ひびきの顔かお色いろが変かわる。

「どういうことだ……!?」

「こっちも、ただ、かくれてただけじゃないってこと。白しら里さと響ひびきの声こえをテレビからサンプルをとって、合ごう成せいしたの。屋おく上じょうに行いくようにって。少すこし違い和わ感かんがあっても、無む線せん機き越ごしじゃ、気きがつかないわ」

　……ま、やったのはケイなんだけどね。

　わたしが物もの置おきにかくれてるあいだに、ケイが警けい備び員いんたちに、「犯はん人にんは屋おく上じょうにいる」っていう、ウソの情じょう報ほうを教おしえたってわけ。

　響ひびきなら、わたしがここにかくれているのに気きづくだろうって、ケイはわかってたみたい。

「くっ、ならもう一いち度ど指し示じを──」

　響ひびきが無む線せん機きを取とりだす。

「そうはさせないわ」

　パア──ン！

　指し弾だんで飛とばしたパチンコ玉たまが、響ひびきの無む線せん機きをはじきとばす。

「くっ！　なら、ぼくが、おまえをつかまえる！」

　距きょ離りを詰つめ、響ひびきがつかみかかってくる。

　するどい動うごき。

　だけど──

　わたしは、響ひびきの肩かたに足あしをついて、くるりと回かい転てんして、飛とびこえる。

　目もく標ひょうを失うしなった響ひびきは、体たい勢せいをくずしながら、こちらを見みた。

「レッド！」
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「これは、わたしの手てで、もとの持もち主ぬしに返かえしておくわ。名めい探たん偵ていにまかせておいたら、いつになるかわからないもの」

　わたしは、最さい後ごに小ちいさく笑えみをうかべて、１階かいにむけて走はしった。

　ちらりと後うしろをふり返かえると、響ひびきがぼうぜんと立たちつくしていた。

　追おってくる気きはないみたい。

　警けい備び員いんは、ほとんど屋おく上じょうにいるから、楽らくに屋や敷しきの外そとに出でられる。

　近ちかくの路ろ地じ裏うらで、ユニフォームを着きがえたら、もう見みつかる心しん配ぱいもない。

　やったぁ！

　あの響ひびきを、うまく出だしぬいちゃったっ！

『……上じょう出で来きだ』

　ケイも、満まん足ぞくそう。

　やっぱり、やられっぱなしじゃ、くやしいもんね！







　　　　２　おどろきの提てい案あん




「やっと放ほう課か後ごだぁ」

　わたしは、鼻はな歌うたまじりに、つくえの上うえのノートを片かたづける。

「アスカ、今日きょうはずいぶん機き嫌げんがいいけど、なんかいいことあった？」

　実み咲さきが首くびをかしげて、きいてくる。

　いいことあったよ！

　あの響ひびきを、だしぬいたんだもん！

　レッドは、勝かち負まけにこだわらないって言いっても、響ひびきは特とく別べつ。

　年としも変かわらないのに、負まけてられないし！

　……でも、それを実み咲さきに言いうわけには、いかないんだよね。

　実み咲さきが、だまってるわたしを、けげんそうに見みてる。

　う～。

　わたしごまかすの、苦にが手てなんだよぉ。

「……氷ひ室むろさん、気きにしなくていいよ。今日きょうの夕ゆうごはんが、アスカが好すきなものなだけだから」

　ケイが、さらっと助たすけ舟ぶねを出だしてくれる。

　……っていうか、わたしの機き嫌げんって、夕ゆうごはんのメニューで決きまっちゃうわけっ!?

　ジロッ、とケイをにらんだけど、こっちを見みもしないで、帰かえりじたくをしてる。

「そっか～。アスカらしいかも」

　実み咲さきも、納なっ得とくしてるし！

　でも、うまくごまかせたみたいだし、いっか。

「どうしたの、アスカちゃん」

　優ゆ月づきがカバンを持もって、こっちに来くる。

　これから、家か庭てい科か部ぶの部ぶ活かつなんだっけ。

「そうだ！　わたしも、行いかなきゃ」

　カバンを持もって、立たちあがる。

「あれ？　また、どこかの部ぶ活かつの助すけっ人と？」

　実み咲さきの言こと葉ばに、わたしは首くびを横よこにふる。

「ううん。幸ゆき村むら先せん輩ぱいに呼よばれてるの。なんか、わたしに話はなしがあるんだって」

「たしか、演えん劇げき部ぶの部ぶ長ちょうさんだよね？」

　そうそう。

　なんの話はなしかは、知しらないんだけど。

「学がく園えん祭さいのときみたいに、また劇げきに出でてほしい、とか？」

　ないない！

　あのときだって、たいへんだったんだから！

　それに、ケガした先せん輩ぱいだって、治なおってるはずだし。

　ま、行いってみればわかるよね。







　実み咲さきたちと別わかれて、わたしは待まちあわせ場ば所しょの、体たい育いく館かんにむかう。

　体たい育いく館かんの近ちかくで、幸ゆき村むら先せん輩ぱいのうしろすがたが見みえた。

「幸ゆき村むら先せん輩ぱい！」

　声こえをかけて、小こ走ばしりでかけよる。

「アスカ。わすれずに、ちゃんと来きてくれたんだ」

　そりゃあ、幸ゆき村むら先せん輩ぱいの呼よびだしだもん。

　わすれないって。

　それより、１つ気きになることがあるんだけど……。

「……なんで詩し織おり会かい長ちょうがいっしょに？」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいのとなりに、なぜか詩し織おり会かい長ちょうが立たっていた。

「いたら、いけないかしら？」

　ジロリ、と詩し織おり会かい長ちょうに見みられる。

　そ、そんなことないです！

　折おり原はら詩し織おりさんは、うちの中ちゅう学がくの生せい徒と会かい長ちょう。

　口く調ちょうのきびしさと、ばつぐんの統とう率そつ力りょくとカリスマ性せいから、アイスクイーンなんて別べつ名めいまである。

　ま、ほんとは、すごくやさしいんだけどね。

「ちょっと、演えん劇げき部ぶに用よう事じがあるの」

　詩し織おり会かい長ちょうが、幸ゆき村むら先せん輩ぱいをちらりと見みる。

「ま、くわしくは中なかで話はなすから」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいに背せ中なかを押おされて、体たい育いく館かんの中なかに入はいる。

　広ひろい体たい育いく館かんは、中ちゅう央おうでネットが張はられて、半はん分ぶんをバスケ部ぶが使つかっていた。

　のこりの半はん分ぶんのスペースに、演えん劇げき部ぶの人ひとたちがいた。

　30人にんぐらいが、発はっ声せい練れん習しゅうをしている。

　15人にんずつに、対たい面めんでならんで立たって、声こえを出だしあってる。

　たしか、役やく者しゃの人ひとは17～18人にんぐらいで、のこりは大おお道どう具ぐ、音おん響きょう、照しょう明めい、脚きゃく本ほんとかの裏うら方かたの人ひとだったかな。

　基き礎そトレーニングは、みんないっしょにやるんだよね。

　みんな集しゅう中ちゅうしてて、わたしたちには気きづいてないみたい。

　……ん？

　ただ、なんか引ひっかかった。

　前まえの学がく園えん祭さいのときは、もっとこう、熱あつく燃もえて、いきおいがあったような気きがするんだけど……。

　気きのせい……じゃないよね？

「気きづいた？　じつはうちの部ぶ、ちょっといま、問もん題だいをかかえてるんだよね」

　問もん題だい？

「そう。演えん劇げき部ぶって、発はっ表ぴょうの場ばがいるでしょ。学がく園えん祭さいもその１つなんだけど、年ねん１回かいじゃ、やっぱり物もの足たりないじゃない。だから、学がっ校こうの外そとのホールを借かりて、劇げきを上じょう演えんしてるの」

　へえ～。

　学がっ校こうの外そとってことは、生せい徒と以い外がいの人ひとがお客きゃくさんってことだよね。

　それって、すごいかも！

「代だい々だいうちの部ぶで使つかっている、古ふるい小ちいさなホールがあったんだけど、そこが２ヵか月げつくらい前まえに、風かぜと大おお雨あめで、天てん井じょうの機き材ざいが落おちたり、天てん井じょうの一いち部ぶがはがれたりしちゃってね。大おおきな事じ故こにはならなかったけど、そのまま、閉へい鎖さされることになったの」

　閉へい鎖さって、それじゃあ劇げきの上じょう演えんは？

「公こう演えん予よ定ていはぜんぶ白はく紙し。みんなで、必ひっ死しにほかをさがしたんだけど、どこも部ぶ費ひだけで、借かりられるようなところはなかったの。このままだと、伝でん統とうのある定てい期き公こう演えんは今こ年としはなし……」

　そんなぁ……。

　学がく園えん祭さいのときだって、あんなにすごい劇げきをやったのに、発はっ表ぴょうできないなんて……。

　演えん劇げき部ぶの人ひとたちが、気き落おちしちゃうのもわかる。

　一いっ生しょう懸けん命めい練れん習しゅうしても、演えんじる場ば所しょがないんだもん。

「どうにか、ならないんですか？」

　わたしが聞きくと、幸ゆき村むら先せん輩ぱいが満まん面めんの笑えみになって、宣せん言げんした。

「それが、救すくいの神かみがあらわれたのよ！」

　す、救すくいの神かみ!?

「みんな、集あつまって！」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいが声こえをかけると、演えん劇げき部ぶの人ひとたちが、練れん習しゅうをやめて集しゅう合ごうしてきた。

「グッドニュースよ！」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいは、演えん劇げき部ぶの人ひとたちが、集あつまっている正しょう面めんに立たって、両りょう手てをひろげた。

「いったい、どうしたんですか？」

　２年ねん生せいの先せん輩ぱいが、とまどったような顔かおできく。

「みんな、今こん度ど、近ちかくに立りっ派ぱなホールができるっていうのは、知しってるわよね？」

「駅えき近ちかくのところよね。大おおきな劇げき団だんの公こう演えんも呼よべる、大だい劇げき場じょうになるって話はなしだけど……あそこがどうしたの？」

　３年ねん生せいの先せん輩ぱいが、聞ききかえす。

　そういえば、商しょう店てん街がいに行いったときに、駅えきのほうで大おおきな建けん築ちく中ちゅうの建たて物ものが見みえたっけ。

　すると、幸ゆき村むら先せん輩ぱいが、いたずらっぽく目めを輝かがやかせた。

「……あんなところで私わたしたちの公こう演えんができたら、すごいと思おもわない？」

「そ、それはすごいけど、あんな立りっ派ぱなところ、うちの部ぶ活かつで借かりるのなんて、とても……」

　ほかの部ぶ員いんの人ひとたちも、うなずいてる。

　だけど、そんな中なかでも、幸ゆき村むら先せん輩ぱいは笑えみをうかべたまま。

「ふふふっ……じつは、その新あたらしくできるホールで、うちの部ぶも劇げきができることになったの！」

「「ええええええっ！」」

　演えん劇げき部ぶの人ひとたちが、声こえをそろえて、驚おどろく。

「部ぶ長ちょう、どういうことなんですか？」

「それは、しお……じゃなくて、生せい徒と会かい長ちょうから話はなしてもらうわ」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいが一歩ぽ下さがると、代かわって、うしろにひかえていた詩し織おり会かい長ちょうがみんなの前まえに進すすみでた。

「じつは、その新あたらしくできるホールの、運うん営えいをしている会かい社しゃから、学がっ校こうに連れん絡らくがありました。演えん劇げき部ぶや吹すい奏そう楽がく部ぶへの、公こう演えんの誘さそいです。しかも、無む料りょうで使つかわせてもらえるそうよ」

「「おおおおおっ！」」

　耳みみが痛いたくなるぐらいの、大だい歓かん声せい。

　さすがみんな、ふだんから発はっ声せい練れん習しゅうしているだけあって、体たい育いく館かん中じゅうに声こえが響ひびいてる。

　わたしには、イマイチ、なにがすごいのか、わからないけど……。

「さっそくだけど、このさい、新しん作さくの芝しば居いをやろうと思おもうんだけど、みんな、どう!?　本ほん番ばんは１ヵか月げつ半はん後ごの６月がつの最さい初しょの日にち曜よう日び！」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいは、満まん面めんの笑えみをうかべてる。

　もうやる気き満まん々まんって感かんじ。

「きゅ、急きゅうすぎじゃないですか、部ぶ長ちょう！　しかも、新しん作さくなんて」

「昼ひる休やすみとか放ほう課か後ごの時じ間かんしか、準じゅん備びできないし……まにあうかな？」

　部ぶ員いんたちが、不ふ安あんそうにどよめく。

　だけど、そんな部ぶ員いんたちを見みて、幸ゆき村むら先せん輩ぱいは、ニヤリと笑えみをうかべた。

「みんな。なーんで私わたしが、生せい徒と会かい長ちょうを呼よんでると思おもうわけ？」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいの言こと葉ばに、みんなキョトンとして、詩し織おり会かい長ちょうを見みる。

「生せい徒と会かいで検けん討とうして、特とく別べつに、ゴールデンウィーク期き間かん中ちゅうの学がっ校こうへの泊とまり込こみを許きょ可かすることにしました。学がっ校こう側がわの許きょ可かは、もちろんとってあります。うちの学がっ校こうにとっても、悪わるいことではないし、吹すい奏そう楽がく部ぶにも、おなじ許きょ可かを出だしてあるわ。あとは、参さん加かするかどうかは、あなたたち次し第だいよ」

　詩し織おり会かい長ちょうが、部ぶ員いんたちを見みまわす。

　みんな顔かおを見みあわせて、うなずきあう。

「「やります！」」

　声こえがそろう。

「さすが、うちの部ぶ。そう返へん事じすると思おもってた。じつはシナリオもできてるの！　果か歩ほ」

　そう言いうと、幸ゆき村むら先せん輩ぱいが目めくばせする。

　果か歩ほと呼よばれた、２年ねん生せいの先せん輩ぱいが立たちあがった。

　手てには、ホチキスで留とめられた、紙かみの束たばを持もってる。

　あれが、シナリオみたい。

「じつは以い前ぜんから、部ぶ長ちょうと相そう談だんして、新しん作さくの劇げきを書かきすすめていたの……」

「そう！　しかも、今こん回かいのシナリオは、役やく者しゃのあて書がきで書かいてもらったのよ」

　あて書がき？

「あ、知しらない１年ねん生せいもいるわよね。あて書がきっていうのは、役やく者しゃの性せい格かくを活いかした役やくで、シナリオを書かくことよ。だから、今こん回かいの役やく者しゃの選せん考こうはなし！　すぐに練れん習しゅうに入はいれるわ！　勝かっ手てで悪わるいけど、脚きゃく本ほんの出で来きは保ほ証しょうするわ」

　そう言いいながら幸ゆき村むら先せん輩ぱいが、数すう冊さつのシナリオを、部ぶ員いんたちにわたす。

　演えん劇げき部ぶの人ひとたちが、シナリオをパラパラとしながら、まわし読よみをはじめる。

「果か歩ほのシナリオなら、心しん配ぱいしてないけど……あっ、わたしの役やく、おもしろそう！」

「おれ、女じょ装そうの役やくかよー！」

「おまえには、ぴったりじゃん」

　部ぶ員いんの中なかで、笑わらいがおこる。

　果か歩ほさんって、シナリオを書かいた人ひと、すごく信しん用ようがあるみたい。

「気きに入いってもらえたみたいで、よかった。……それでね」

　そのときとつぜん、幸ゆき村むら先せん輩ぱいがくるっとわたしのほうをふりむいた。

「その芝しば居いのことで、アスカにもきてもらったの」

　へ？　わたし？
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　急きゅうに呼よばれて、わたしはとまどいながら、幸ゆき村むら先せん輩ぱいのとなりに行いく。

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいが、わたしの肩かたに、ぽんっと手てをおいた。

「じつは、今こん回かいのあて書がきのシナリオには、アスカも入はいってるの。果か歩ほが学がく園えん祭さいの舞ぶ台たいを見みて、イメージがわいたみたい。端は役やくで、登とう場じょうシーンも少すくないけど、重じゅう要ような役やくなの。私わたしも読よんでみて、アスカにぴったりの役やくだと思おもった。どうかな？」

　は……い？

　って、えええええええっ！

　ウ、ウソでしょ!?

「だ、だって、わたしなんて、演えん劇げき部ぶの部ぶ員いんなわけでもないし……演えん劇げきのこと、なんにもわかんないし……」

　学がく園えん祭さいのときは、セリフもない、アクションシーンだけの役やくだったから、なんとかできたのは、わたしが一いち番ばんわかってる。

　セリフもあって、さらに演えん技ぎだなんて……。

「……なるほどね。たしかに、アスカっぽいね、この役やく」

「ほんとだ。元げん気きで飛とびまわるところなんて、合あってるよ」

　シナリオを読よんでいる演えん劇げき部ぶの人ひとたちが、納なっ得とくしたみたいにうなずいてる。

「家いえの事じ情じょうで入にゅう部ぶはできないっていうのは、知しってる。だから、正せい式しきな部ぶ員いんかどうかは気きにしないでいいわ。わからないことは、先せん輩ぱいが教おしえる。だから、アスカはやりたいか、やりたくないか、っていう気き持もちだけ答こたえて」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいが、じっとわたしを見みる。

　演えん劇げき部ぶの人ひとたちの視し線せんが、わたしに集あつまってるのがわかる。

　うーん……。

　レッドのほうは、一ひと仕し事ごと終おわったばかりだし、しばらく動うごく予よ定ていがないのは、ケイから聞きいてる。

　だけど……。

「アスカ、あのとき、楽たのしくなかった？」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいが、そう言いって、私わたしをじっと見みる。

　あのとき……学がく園えん祭さいのとき……。

　アクションシーンだけだったけど、すごいおもしろかったし、レッドのときとはちがう、体からだの中なかから熱あつくなるみたいな、充じゅう実じつ感かんがあった。

　あの感かんじを、また体たい験けんできる……体たい験けんしたい！

　わたしは顔かおをあげていた。

「やりたいです！」

　その瞬しゅん間かん、幸ゆき村むら先せん輩ぱいが、両りょう手てをぱちん！　と　鳴ならして、笑え顔がおになった。

「よし、決きまり！　みんな、あくまでも中ちゅう心しんは、私わたしたち演えん劇げき部ぶだからね！　役やくがもらえなかった人ひとも、１人ひとり１人ひとりが劇げきをつくってるんだってことをわすれないように。気き合あいいれていくよっ！」

「「はいっ！」」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいの言こと葉ばに、部ぶ員いんたちが大おおきくうなずく。

「アスカ！　また、よろしくね！」

「今こん度どは、助すけっ人とじゃないんだから、ビシビシいくよ」

　演えん劇げき部ぶの人ひとたちも、笑わらって声こえをかけてくれる。

　歓かん迎げいしてくれてるみたい。

　……ん？

　演えん劇げき部ぶの人ひとたちの中なかから、刺ささるような視し線せんを感かんじる。

　それとなく、視し線せんの相あい手てをさがすと、少すこしひっこんだ位い置ちに、わたしとおなじ１年ねん生せいらしい女おんなの子こがいた。

　肩かたに届とどくぐらいの黒くろ髪かみに、ぱっちりとした、意い志しの強つよそうな目めが、こっちをにらんでる。

　な、なんでわたし、にらまれてるわけ!?

「最さい初しょは、わからないことばかりだと思おもうから、アスカに指し導どう係がかりをつけるわ。……水み夏なつ、やってくれる？」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいが、呼よびかける。

　すっくと、さっきの女おんなの子こが立たちあがった。

　えっ……。

　立たちあがったのは、わたしをにらんでた女おんなの子こ。

　いまは、すました顔かおをしてる。

　しかも、水み夏なつって呼よばれた女おんなの子こは、通とおる声こえで答こたえた。

「はい！　わかりました、部ぶ長ちょう」

　いったい、どういうこと？

　さっきまでの表ひょう情じょうだと、指し導どう係がかりなんて、絶ぜっ対たいやりたくないって言いいそうだったのに……。

　にらんでるように見みえたのは、気きのせい、とか？

　でも、見みまちがいとは、思おもえないんだけどな。

「よろしく、紅こう月づきさん」

　水み夏なつが、近ちかづいてくる。

「う、うん、よろしく。なんにもわからないから、迷めい惑わくかけるかもしれないけど」

　わたしはそう言いいながら、手てを差さしだした。

　握あく手しゅのつもりだったんだけど、水み夏なつはわたしの手てが目めに入はいらなかったみたいに、そのまま通とおりすぎて歩あるいていってしまう。

　……だ、だいじょうぶかな、これから。

　すっごく不ふ安あんなんだけど。

　ううん！

　そんな弱よわ気きじゃだめだよね。

　やるからには、楽たのしまなくっちゃ！







「ケイ、いる！」

　わたしは、部へ屋やにかけこみながら、つくえのほうを見みた。

　いつもどおり、ケイがパソコンにむかってる。

　わたしの言こと葉ばに無む反はん応のうなのも、いつもどおり。

　どうせ聞きいてるのはわかってるから、このまま話はなしをつづけちゃおう。

「じつはわたし、演えん劇げき部ぶの劇げきに出でることになったんだ！」

「…………そう」

　かなりおくれての返へん事じ。

　しかも、まるっきり興きょう味みがなさそう。

　まあ、返へん事じがあっただけ、マシだけど。

「それで、ゴールデンウィークに、学がっ校こうに泊とまりこみで、練れん習しゅうすることになるんだけど……だいじょうぶ？」

　わたしは、ケイをじっと見みつめる。

　レッドの仕し事ごとがあったら、ゴールデンウィークの泊とまりこみなんて、絶ぜっ対たいムリだし、幸ゆき村むら先せん輩ぱいや演えん劇げき部ぶの人ひとに、迷めい惑わくかけちゃう。

　体たい育いく館かんでは、おもわず「やります！」って言いっちゃったけど、レッドの仕し事ごとをほうっておいてまで、できないもん。

「……べつにかまわない。しばらく、動うごく予よ定ていはないから」

「そっか！　じゃあ、演えん劇げきにかかりっきりでも、いいってことだよね！」

　よ～し！

　これで安あん心しんして、明日あしたから演えん劇げきに全ぜん力りょくでむかえる。

　なんか、すっごいワクワクしてきたぁ！

　……あれ？

　でも、ゴールデンウィーク中ちゅうずっと、わたしがいなくても、だいじょうぶなのかな？

　お父とうさんは、ゴールデンウィーク中ちゅうは、レストランがおおいそがしだし、おじさんとケイが２人ふたりっきりって、すごく不ふ安あんなんだけど……。

「アスカがいないほうが、静しずかでいい」

　ひ、ひどっ！

　ケイをにらむけど、涼すずしい顔かお。

　もう！

　……たしかに、わたしがいても、料りょう理りとかできないけどさ。

　もうちょっと、さびしさを感かんじてくれたってよくない？　相あい棒ぼうなんだからさ。

　でも、レッドをはじめてから、ケイといっしょにいる時じ間かんが長ながかったもんね。

　合がっ宿しゅく場ば所しょは学がっ校こうだからすぐ近ちかくだけど、何なん日にちも別べつ行こう動どうなんて、ひさしぶりだし、たまにはいいかも。

「舞ぶ台たい、観みにきてよ！」

「……気きがむいたらな」

　そっけない返へん事じ。

　ふ～んだ！

　ケイも観みにきたくなるぐらいの、すっごい劇げきになるんだから。

　あとで、後こう悔かいしたって、知しらないんだからね！







　　　　３　どんな役やく？




「でも、アスカちゃんが、演えん劇げきに出でるなんて、びっくりだよ」

「ちゃんとした、役やくだもんね。すごいよ！」

　実み咲さきと優ゆ月づきが、目めをまるくしてる。

　放ほう課か後ごの教きょう室しつ。

　ＨホームＲルームが終おわったばかりで、まだ教きょう室しつはざわついてる。

　おどろくのも、ムリないよね。

　わたしだって、アクションシーンの代だい役やくでもないのに、演えん劇げきに出でるなんて、考かんがえたことなかったもん。

　今こん度どは、しっかり演えん技ぎを、しなきゃいけないわけだし。

「ちゃんと、セリフ覚おぼえられそう？」

　実み咲さきが、心しん配ぱいそうな顔かおをしてる。

「だいじょうぶだって！　セリフっていっても、少すくないらしいし」

「……数すう学がくの公こう式しきだって、たった１行ぎょうだけどな」

　ケイが、ぼそりと言いう。

　うっ……。

　こないだ、ケイに数すう学がくを教おしえてもらったのに、テストでひどい点てん数すうをとったのを、まだ根ねに持もってるみたい。

　数すう字じと記き号ごうは、べつなの！

　日に本ほん語ごじゃないもん、あれ。

「そうだ！　アスカちゃん」

　優ゆ月づきが、あかるい笑え顔がおを、わたしにむける。

「衣い装しょうは、家か庭てい科か部ぶもてつだうことになったんだよ」

　え、ほんと!?

　優ゆ月づきがつくる衣い装しょう、すっごい楽たのしみ！

「ところで、練れん習しゅうって今日きょうから？」

　実み咲さきの言こと葉ばに、教きょう室しつの時と計けいを見みる。

　あっ！

　もうこんな時じ間かんじゃん！

　練れん習しゅう行いかなきゃ！

　立たちあがりかけたとき、声こえがした。

「紅こう月づきさん、行いくよ！」

　よく通とおる、ちょっと低ひくい女おんなの子この声こえ。

　ふりかえると、教きょう室しつのドアのところに、水み夏なつが立たってる。
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「わたし、行いくね！」

　あわてて立たちあがって、実み咲さきと優ゆ月づきと別わかれて、水み夏なつのところに行いく。

　近ちかづくと、水み夏なつはだまったまま、ぷいっと歩あるきだした。

　……もしかして、怒おこってる？

　昨日きのうも、ほとんどしゃべれなかったし。

「あの～、水み夏なつって呼よんでいいかな？　わたしのことはアスカでいいよ！」

　おそるおそる声こえをかけたけど、水み夏なつは顔かおをむけないまま、ジロリとこちらを見みただけだった。

「遅おくれるよ、紅こう月づきさん」

　うぐっ。

　なんでかわからないけど、水み夏なつって、わたしにトゲトゲしいんだよね……。

　指し導どう係がかりだから、昨日きのうもいろいろ教おしえてもらったんだけど、言こと葉ばにいつも、チクリとトゲが出でてる感かんじ。

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいとわたしが話はなしてるときも、ジローっとにらまれてる気きがしたし。

　なんか、嫌きらわれるようなこと、わたし、したかなぁ……。

　水み夏なつも、わたしとおなじ小ちいさな役やくをもらってるし、なかよくしたいのに。

　さすがに、ちょっと落おちこみそう。







　体たい育いく館かんにつくと、先せん輩ぱいたちはもう集あつまってる。

「おそいよ、２人ふたりとも！」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいの声こえに、わたしと水み夏なつは、そろって走はしる。

「……紅こう月づきさんのせい」

　ぼそりとした水み夏なつの声こえ。

　うっ……。

　でも、本ほん当とうだから、しょうがない。

「みんな集あつまったかな。昨日きのうはまだ全ぜん員いんにはわたせなかったけど、準じゅん備びができたから、台だい本ほんをくばります。とりにきて」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいのうしろで、先せん輩ぱいたちが束たばになった紙かみを持もっている。

　あれって、台だい本ほんなんだ！

　けっこう、分ぶ厚あつい。

　ストーリー自じ体たいは、昨日きのうのうちに、幸ゆき村むら先せん輩ぱいから説せつ明めいがあったんだよね。

　舞ぶ台たいは中ちゅう世せいヨーロッパ。

　貴き族ぞくとかが、まだいた時じ代だいの話はなしなんだって。

　ストーリーは、幸ゆき村むら先せん輩ぱいが演えんじる主しゅ役やくの男おとこが、ヒロインの貴き族ぞくの娘むすめと恋こいをする。

　だけど、身み分ぶん違ちがいで絶ぜっ対たいにかなわない。そこで、男おとこが貴き族ぞくの娘むすめを誘ゆう拐かいして、２人ふたりで逃にげる中なかで、いろいろな人ひとたちと出で会あっていく……っていう、ラブストーリー！

　先せん輩ぱいたちの話はなしだと、ラブストーリーを、いまのメンバーでやるのは、はじめてみたい。

　いままでは、アクションシーンがメインの話はなしが、多おおかったんだって。

　主しゅ役やくは幸ゆき村むら先せん輩ぱいで、ヒロインは２年ねん生せいの先せん輩ぱい。

　今こん回かいも、幸ゆき村むら先せん輩ぱいは男だん装そうで、主しゅ役やくをやる。

　演えん劇げき部ぶに男だん子し部ぶ員いんが少すくないから、そうするしか、なかったみたい。

「はい、これがアスカのぶん。期き待たいしてるからね」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいから、直ちょく接せつ台だい本ほんを受うけとる。

　紙かみの重おもさなんて、たいしたことないはずなのに、ずっしりと重おもく感かんじる。

「台だい本ほんをチェックして、自じ分ぶんの関かん係けいあるところはもちろんだけど、それ以い外がいの全ぜん体たいの流ながれも頭あたまにいれること！」

　わたしは、台だい本ほんを開ひらいてみる。

　登とう場じょう人じん物ぶつの一いち覧らん表ひょうと、その配はい役やく。

　つぎに裏うら方かたの人ひとの名な前まえがある。

　目めで配はい役やくの一いち覧らん表ひょうを見みていく。

　あっ……。

　一いち覧らん表ひょうの最さい後ごのほうに「２人ふたりをかくまって助たすける女おんなの子こ役やく……紅こう月づき飛鳥あすか」って名な前まえが書かいてあった。

　２人ふたりを助たすける役やく……。

　自し然ぜんと笑えみがこぼれる。

　じわじわと、うれしさがこみあげてきた。

　また、学がく園えん祭さいのときみたいな、あんな気き持もちを味あじわえるんだ……。

「チェックしたら、さっそく基き礎そトレと、発はっ声せい練れん習しゅうからね！　役やくがある子こは、とくに気き合あいをいれること。１年ねん生せいには、３年ねん生せいが指し導どうするから。時じ間かんがないから、きびしくいくよ」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいが、テキパキと指し示じを出だす。

　学がく園えん祭さいのとき少すこしは見みてたけど、幸ゆき村むら先せん輩ぱいって、演えん劇げき部ぶのときは、いつもとふんいきがちがう。

　自じ分ぶんだって主しゅ役やくを演えんじるのに、部ぶ長ちょうとして、みんなに指し示じも出ださなきゃいけないんだもん。

　ふつうなら、できないよ。

「うちの部ぶの顧こ問もんは、演えん劇げき経けい験けんがあるわけじゃないから、幸ゆき村むら先せん輩ぱいが全ぜん体たいの指し揮きをとってるの」

　そのとき、となりに立たっていた水み夏なつが、視し線せんを幸ゆき村むら先せん輩ぱいにむけたまま言いった。

　ってことは、生せい徒とでぜんぶ考かんがえないといけないってこと？

「そう。３年ねん生せいで役やく割わり分ぶん担たんはしてるけど、幸ゆき村むら先せん輩ぱいがリーダーシップをとってるから、うちの部ぶはまとまってるの。もちろん、役やく者しゃとしてもすごいんだから！」

　それはよく知しってる！

　だって、舞ぶ台たいの上うえで、むかいあったもん。

　あのときの幸ゆき村むら先せん輩ぱいの迫はく力りょくは、引ひきこまれるみたいだった。

「水み夏なつって、幸ゆき村むら先せん輩ぱいのこと、よく知しってるね」

　水み夏なつが自じ分ぶんから話はなしかけてきてくれるなんて、はじめてでうれしい！

　すると、水み夏なつはちょっとあわてたみたいに、そっぽをむいた。

「そ、そんなこと……！　ほら！　基き礎そトレやるわよ。遅おくれないで！」

　ん？

　水み夏なつってば、なんで赤あかい顔かおしてるんだろ？

　ま、いいや。

　とにかくいまは、練れん習しゅうに集しゅう中ちゅうしなきゃね！







　　　　４　合がっ宿しゅくスタート！




「やっぱ、朝あさは気き持もちいい！」

　わたしは、街まち中なかを走はしってる。

　朝あさの澄すんだ風かぜが、流ながれていくのが心ここ地ちいい。

　いつもの早そう朝ちょうトレーニング……じゃないんだよね。

　今日きょうはゴールデンウィーク１日にち目め。

　つまり、演えん劇げき部ぶ合がっ宿しゅくの１日にち目めなんだ！

「さすがアスカは、これぐらいじゃ、ぜんぜん息いきがあがらないわね」

　となりを走はしってる、幸ゆき村むら先せん輩ぱいが言いった。

　そういう幸ゆき村むら先せん輩ぱいも、わたしのペースについてきてる。

「基き礎そトレで、私わたしについてこられるのって、アスカがはじめてだよ」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいは、うれしそう。

　基き礎そトレっていうのは、基き礎そトレーニングの略りゃく。

　演えん劇げきって、文ぶん化か系けいのイメージもあるけど、じつはけっこう体たい力りょく勝しょう負ぶなんだって。

「舞ぶ台たいの上うえで息いき切ぎれしてたら、話はなしにならないもの。練れん習しゅうや準じゅん備びでも、かなり体たい力りょく使つかうしね」

　というのが、幸ゆき村むら先せん輩ぱいの説せつ明めい。

　いつもはグラウンドを走はしるんだけど、合がっ宿しゅく中ちゅうは学がっ校こうのまわりの街まち中なかをまわるコースで、だいたい３キロぐらい。

　わたしは、いつも10キロは走はしってるから、ちょっと物もの足たりないんだけどね。

　それにしたって、幸ゆき村むら先せん輩ぱいの体たい力りょくは、ほかの部ぶ員いんにくらべても、すごいみたい。

　だって、うしろをふりかえると……。

「……部ぶ長ちょう……アスカ…ハアハア……はや…すぎ………ハアハア」

　わたしたちのあとからきた、３年ねん生せいの先せん輩ぱいが、息いきを切きらしながら走はしってくる。

　わたしと幸ゆき村むら先せん輩ぱいは、ランニングを終おえて、グラウンドで柔じゅう軟なん体たい操そうを始はじめたところ。

「だらしないぞ！　終おわったら、柔じゅう軟なんして体たい育いく館かんで腹ふっ筋きんね」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいが、おくれて到とう着ちゃくする部ぶ員いんに指し示じを出だす。

　ほかの人ひとが息いき切ぎれしてるのに、幸ゆき村むら先せん輩ぱいは、そのまましゃべりつづけてる。

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいだって、息いきが切きれてなかったわけじゃないのに。

「舞ぶ台たいでは、どんなに飛とびまわったあとでも、ぜいぜい言いっていられないでしょ？　どんなに苦くるしくても、ふつうにしゃべりつづけられるように、訓くん練れんするの」

　へえ！

　たしかに、息いき切ぎれしてたら、お客きゃくさんが聞ききとれないもんね。

　あっ。

　もどってくる人ひとの中なかに、水み夏なつがいる。

　かなりフラフラ。

「だいじょうぶ？」

　わたしは、かけよって、水み夏なつにタオルをさしだす。

　水み夏なつは、一いっ瞬しゅん、くやしそうにわたしを見みて、それからタオルを受うけとった。

「…………だい……ハアハア……じょうぶ」

　とても、そうは見みえないけど。

　でも、タオルで汗あせをぬぐうと、水み夏なつは柔じゅう軟なんを始はじめる。

「柔じゅう軟なんしながら、息いきをととのえて。きついとは思おもうけど、舞ぶ台たいの上うえでは、休きゅう憩けいできないから。ただし、体たい調ちょうが悪わるかったら、すぐに言いうこと。とくに１年ねん生せいはね」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいの言こと葉ばに、みんな息いきをととのえながら、うなずいてる。

　全ぜん員いんの柔じゅう軟なんが終おわってから、体たい育いく館かんで今こん度どは腹ふっ筋きん。

　発はっ声せいのために、必ひつ要ようなんだって。

　50回かいを２セット。

　これも、わたしと幸ゆき村むら先せん輩ぱいが、先さきに終おえる。

　みんなが終おわったところで、幸ゆき村むら先せん輩ぱいが声こえをかける。

「基き礎そトレ終しゅう了りょう。じゃあ、みんなそれぞれの、練れん習しゅうや準じゅん備びをはじめて」

　あちこちに、部ぶ員いんが散ちらばる。

　主しゅ役やくやメインの役やく者しゃは、立たち稽げい古こでセリフと動うごきの練れん習しゅう。大おお道どう具ぐ係がかりはセットをつくっていて、衣い装しょう係がかりはべつの教きょう室しつで、家か庭てい科か部ぶと合ごう同どうで進すすめてるみたい。

　ほかにも、音おん響きょう、照しょう明めいとか、いろいろな役やく割わりの人ひとがいる。

　前まえは気きづかなかったけど、こうやってみると、お芝しば居いって本ほん当とうにたくさんの人ひとが関かかわってるんだよね。

「第だい２幕まくの３場ばからやるよ！」

　わたしも、おなじ場ば面めんの人ひとと、動うごきも入いれた立たち稽げい古こ。

　やっとセリフを、覚おぼえたばっかりなんだけど、こんなんで、稽けい古こなんてできるのかなぁ。

『ここならだいじょうぶ……だれもこないから』

　わたしがセリフを言いい終おえると、すぐに３年ねん生せいの先せん輩ぱいが稽けい古こを止とめる。

「アスカ、棒ぼう読よみになってる。もっと、役やくのキャラクターを意い識しきして。もう１回かい」

　わたしは、先せん輩ぱいに、ダメだしされてばっかり。

　セリフは覚おぼえてても、演えんじるって、思おもった以い上じょうにむずかしいんだよね……。

『じゃあ、街まちに行いってみましょうよ！　きっと楽たのしいわ』

　水み夏なつが、よく通とおる声こえで、セリフを言いった。

　役やくのふんいきに、ぴったり！

　いっしょに練れん習しゅうするようになってわかったけど、水み夏なつって、１年ねん生せいの中なかでも、すごく演えん技ぎがうまい。

　セリフも一いち番ばん早はやく覚おぼえたし、自し然ぜんな感かんじなんだよね。

「いいよ、水み夏なつ！　その感かんじで本ほん番ばんもお願ねがいね」

　先せん輩ぱいも、注ちゅう意いするところがないみたい。

「みんな、どんな調ちょう子し？」

　あ、幸ゆき村むら先せん輩ぱい。

　休きゅう憩けいの合あい間まに、見みにきてくれたんだ。

　みんながパッと笑え顔がおになる。

「順じゅん調ちょう……とは、まだ言いえませんけどね。なんとか本ほん番ばんには間まにあうんじゃないかな」

「みんな、気き合あいがちがいますもん！」

「そう、よかった。がんばろうね！」

「「おうっ！」」

　みんな、盛もりあがってる。

　いつも愛あい想そのない水み夏なつも、幸ゆき村むら部ぶ長ちょうの前まえになると、ほんとにうれしそうにニコニコするんだよね。

　うーん、わたしだけ、みんなの足あしをひっぱっちゃってる感かんじ。

　本ほん番ばんまでに、できるようになるのかな。

　ちょっと不ふ安あんになっちゃうなあ。

　そのとき、幸ゆき村むら先せん輩ぱいが、わたしのほうをむいた。

「どう、アスカ。うまくやれそう？」

「え～と、まだまだです……。なんとかセリフは、覚おぼえたんですけど」

「そう……ちょっとアスカ、声こえを出だしてみて。発はっ声せい練れん習しゅうのときみたいに」

　そう言いって、幸ゆき村むら先せん輩ぱいが、わたしから少すこし距きょ離りをとる。

　なんだろう？

　よくわからないけど、やってみるしかない。

「おもいっきりね」

　わたしは、大おおきく息いきを吸すいこむ。

『あ・え・い・う・え・お・あ・お……』

　わたしは、いつもやってる発はっ声せい練れん習しゅうのとおりに、声こえを出だす。

　この「あ・え・い・う・え・お・あ・お」っていうのは、発はっ声せい練れん習しゅう用ように考かんがえられた、有ゆう名めいな練れん習しゅう文ぶんなんだって。

　口くちの開ひらき方かたとかを、確かく認にんしながらするのに、いいみたい。

「ストップ。やっぱりなぁ。練れん習しゅうのときも、気きになってたんだ」

　ん？

　なにが、やっぱりなんだろう。

「アスカ、まだ完かん全ぜんには、腹ふく式しきで発はっ声せいができてない。その調ちょう子しだと、すぐにのどを痛いためちゃうし、声せい量りょうが安あん定ていしないよ。身体からだの動うごきをつけると、声こえの大おおきさとか、高たかさが変かわったりするでしょ」

「は、はい。声こえがうまく出でなかったりすることが、あったりしますけど……」

「だったら、腹ふく式しきでの発はっ声せいを、きっちり覚おぼえないと」

「え、でも声こえは大おおきいほうだと、思おもってたんですけど」

　ケイには、うるさいって、言いわれるぐらいだし。
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「声こえの大おおきさと、腹ふく式しきで発はっ声せいするのとはちがうわ。……と、口くちで説せつ明めいしてもわかりづらいだろうから、実じっ際さいにやってみせるから、聞きいてて」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいは、体たい育いく館かんのうしろ、出で入いり口ぐちの近ちかくまで、はなれていく。

　練れん習しゅうや準じゅん備びをしていた、ほかの部ぶ員いんの人ひとたちも、手てを止とめて、幸ゆき村むら先せん輩ぱいを見みてる。

『あ・え・い・う・え・お・あ・お・か・け・き・く・け・こ・か・こ・さ・せ・し・す・せ・そ・さ・そ……』

　よどみなく、幸ゆき村むら先せん輩ぱいの声こえが、体たい育いく館かん中じゅうにひびきわたる。

　す、すごい……。

　大おおきな声こえっていうだけじゃなくて、「あ」とか「か」とか、１音おんずつが、はっきりと聞ききとれる。

　こんなに、はなれてるのに！

「やっぱり、部ぶ長ちょうはすごい……」

　水み夏なつが、熱ねっ心しんな顔かおつきで、幸ゆき村むら先せん輩ぱいを見みつめてる。

「どう、わかった？」

　こっちにもどってきた幸ゆき村むら先せん輩ぱいが、わたしを見みる。

　わかった、と言いいたいところだけど、なにをどうすれば、あんなふうに声こえを出だせるのかが、わからない。

「あせらなくていいよ。腹ふく式しき呼こ吸きゅうが基き本ほんだから、まずはお腹なかに手てをあてて、お腹なかから声こえを出だすことを意い識しきする。それだけで、だいぶちがうわ」

　お腹なかに手てを当あてて息いきを吸すう……あ、ほんとだ。動うごく！

「自し然ぜんに腹ふく式しき呼こ吸きゅうで発はっ声せいができたら、もっと楽らくに大おおきな声こえが出だせるし、セリフも聞ききとりやすくなるから。この役やくは、アスカにしかできないんだから、がんばって練れん習しゅうしよう！」

　がんばりますっ！

　腹ふく式しき呼こ吸きゅうかぁ。

　なんとか、この合がっ宿しゅく中ちゅうに身みにつけなきゃ。

「みんなも、アスカは初しょ心しん者しゃなんだから、基き礎そからきちんと教おしえてあげて。時じ間かんがないからって、こっちにつきあわせていそがせても、うまくいかないからね。わかった？」

「はいっ！」

　先せん輩ぱいたちが、うなずく。

　やっぱり、わたし、すっごい迷めい惑わくかけてるよね……。

　いつも練れん習しゅうしてる、演えん劇げき部ぶの人ひとたちからしたら、圧あっ倒とう的てきにヘタクソだし。

「部ぶ長ちょう。そろそろ、お昼ひるの準じゅん備びに、行いかないといけないんですけど」

　水み夏なつの言こと葉ばに、幸ゆき村むら先せん輩ぱいが時と計けいを見みる。

「もうそんな時じ間かん？　それじゃあ、よろしくね、１年ねん生せい」







　合がっ宿しゅく中ちゅうは、とうぜんだけど、食しょく事じを、自じ分ぶんたちで用よう意いしなきゃいけない。

　いちいち、買かってきてたらたいへんだから、詩し織おり会かい長ちょうにたのんで、家か庭てい科か室しつの使し用ようを認みとめてもらってあるんだ。

　そこで、みんなのぶんの食しょく事じをまとめて、つくっちゃおうってわけ。

　今日きょうのお昼ひるの当とう番ばんは、１年ねん生せい。

　１年ねん生せいは、わたしと水み夏なつをいれて、10人にんぐらいいる。

　だけどつくるのは、演えん劇げき部ぶ員いんと、てつだってくれてる家か庭てい科か部ぶを入いれて、50人にんぶん近ちかく。

　できるのか、どう考かんがえても不ふ安あん。

　とくに、わたしは料りょう理りがヘタだし。

　わたし以い外がいの１年ねん生せいも、不ふ安あんそうな顔かおをしてる。

　ぜんぜん平へい気きな顔かおをしてるのは、水み夏なつぐらい。

　よっぽど、料りょう理りに自じ信しんがあるのかな。

　家か庭てい科か室しつに入はいると、みんなエプロンをつけて、材ざい料りょうを確かく認にんする。

　今日きょうのお昼ひるは、定てい番ばんのカレー。

　この人にん数ずうだと、大おおきな鍋なべに、３つぐらいは必ひつ要ようだと思おもうけど。

「時じ間かんがないから、手て分わけしよっか。まず、アスカは、野や菜さいの皮かわむきをお願ねがい」

　１年ねん生せいの１人ひとりが、しきってくれる。

「う、うん……」

　か、皮かわむき。

　わたしと水み夏なつ、ほかの３人にんで、山やまのようにあるジャガイモを洗あらう。

　包ほう丁ちょうで、おそるおそる、ジャガイモの皮かわをむこうとするけど……。

　ざくり。

　あっ……。

　おもいっきり、身みの部ぶ分ぶんがけずれてる。

　もう一いち度ど、包ほう丁ちょうを皮かわに押おしあてて、むこうとしたけど、ちっともうすくむけなくて、身みの部ぶ分ぶんがどんどんけずれていく。

　１個こをむき終おわったときには、はじめの半はん分ぶんぐらいの大おおきさになっていた。

　しかも、すっごい時じ間かんが、かかってる。

「……アスカ、もしかして料りょう理りまったくダメなの？」

　わたしのジャガイモを見みて、いっしょにジャガイモの皮かわをむいていた１人ひとりが、あきれた顔かおをしてる。
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　答こたえるまでもない、って感かんじ。

「小しょう学がっ校こうの家か庭てい科かの料りょう理りとか、どうしてたの？」

　味あじ見み担たん当とう！

　……と言いいたいところだけど、本ほん当とうに、最さい後ごに調ちょう味み料りょうを入いれて、味あじをととのえるのは得とく意いなんだよ。

「へえ！　じゃあ、このカレーもアスカに、最さい後ごに味あじをととのえるの、まかせよっか」

　それなら、だいじょうぶかも！

　唯ゆい一いつ、料りょう理りで自じ信しんがあることだし。

「味あじつけができるところまで作つくれなかったら、しょうがないでしょ。紅こう月づきさん、皮かわむきはわたしがやるから、洗あらいものにまわって。ここにいても、邪じゃ魔ま」

　もくもくと、ジャガイモの皮かわを、むいていた水み夏なつが顔かおもあげずに言いう。

　うっ、きつい。

　たしかに、そのほうがよさそう。

　水み夏なつの皮かわむきのスピードは、ほかの子こたちにくらべても２倍ばい以い上じょうなんだもん。

「う、うん。じゃあ、みんな、ごめんね」

　わたしが持もち場ばをはなれようとすると、ほかの子こたちが、同どう情じょうするみたいに目めくばせしてきた。

　洗あらい場ばでは、様よう子すを見みていたらしい子こが、小こ声ごえで話はなしかけてくる。

「水み夏なつ、ひどいよね。演えん技ぎができると思おもって、調ちょう子しに乗のってるんだよ。いつも、きついことばっか言いってさ」

「そうそう。１年ねん生せいで自じ分ぶんだけが役やくがもらえてたけど、今こん回かいはアスカちゃんも役やくについたから、ライバル心しん燃もやしてるんだよ。いやな感かんじ」

　どうも、水み夏なつって、あんまりよく思おもわれてないみたい。

　わたしにばっかり、トゲトゲしいってわけじゃないんだ。

　そういえば、水み夏なつが、ほかの１年ねん生せいとなかよくしてるとこって、あんまり見みてないかも。

　ここにきたときも、だまって１人ひとりで皮かわむきをはじめてたし。

　水み夏なつを見みると、こっちのことは気きにした様よう子すもなく、皮かわむきをしている。

　スルスルスル……。

　あっという間まに、ジャガイモの皮かわが、うすくむけていく。

　一いち度ども切きれることなく、１つのジャガイモの皮かわが、１本ぽんのひもみたいになってる。

「す、すごい！」

　お父とうさんが、おなじようなことしてるのを、見みたことはあるけど、あっちはプロだもん。

　水み夏なつは、わたしと同おない年どしなんだよ。

　気きづいたら、ほかのみんなも、水み夏なつの手てぎわの良よさに、見みとれてる。

「水み夏なつって、なんで、そんなにうまいの？」

　おもわずわたしが声こえをかけると、水み夏なつがちらりと、目めだけこちらにむけた。

「……料りょう理りは昔むかしから得とく意いなの。うち、お母かあさんが働はたらいてるから、自じ分ぶんと妹いもうとのぶん、よくつくってるし。紅こう月づきさんは、できなさすぎ」

　うっ。

　それは、そうかも。

　でも、いくらやっても、覚おぼえないんだよね……。

　お父とうさんが、イタリアンシェフだなんて、とても言いえない。

　やっぱり、わたしは、食たべるの専せん門もんかなぁ。

「手てが止とまってる。動うごいて！」

　は、はい！

　あわてて、使つかい終おわったおさらや調ちょう理り器き具ぐを、洗あらい場ばに持もっていって、洗あらっていく。

　これなら、わたしもいつもやってるし、なれてるからだいじょうぶそう。

　１時じ間かん近ちかくかかって、なんとか、完かん成せい。

　ほとんど、水み夏なつがつくったようなものだけどね。

　途と中ちゅうから、しきってたのは水み夏なつだもん。

　ごはんが炊たきあがったとき、わたしも、洗あらいものが、ちょうど終おわった。

「水み夏なつ、おつかれさま！」

　わたしが声こえをかけると、水み夏なつが驚おどろいた顔かおで洗あらい場ばを見みてる。

「……洗あらい物もの、ぜんぶ終おわったの？」

「そうだけど？」

　なんか、わすれてるのあったっけ？

「……洗あらい物もののほうは、手てぎわがいいんだ」

　そう？

　お父とうさんが料りょう理りしてるとき、となりで洗あらい物ものはてつだってるからかなぁ。

　もう使つかわない道どう具ぐは、つぎつぎに洗あらっていったほうが、シンクの中なかがゴチャゴチャにならないから、作つくってる人ひともやりやすいし、気き持もちがいいんだって。

　お父とうさんにいつも言いわれてるのが、役やくだったなあ。

　まあ、わたしはおてつだいよりも、味あじ見みがめあてなんだけど。

「アスカたち！　料りょう理りを運はこぶよ！」

「いまいく！」

　みんなで、できたカレーとごはんを、体たい育いく館かんに運はこびこむ。

「おっ、おいしそうなにおい！」

　体たい育いく館かんにつくなり、人ひとが集あつまってくる。

　みんな、よっぽど、おなかがすいてたみたい。

　わたしも、すっごいすいている。

　家か庭てい科か部ぶの人ひとも呼よんできて、50人にん近ちかくで食しょく事じ。

　すごい光こう景けいかも。

「おいしい！」

「１年ねん生せいだけにまかせて、心しん配ぱいだったけど、わたしたちがつくるより、よかったかも」

　あちこちで、満まん足ぞくげな声こえが聞きこえる。

　となりの水み夏なつが、ほっとしたように息いきをついた。

「すごいじゃん、水み夏なつ。すっごくおいしいよ、これ」

　わたしが言いうと、水み夏なつはジロリとわたしを見みてから、ため息いきをつく。

「わたしだけが、つくったわけじゃないよ」

　わたしは、洗あらい物ものだけだけどね。

「それでもてつだったでしょ。……正しょう直じきなところ、もうちょっと、料りょう理りができると助たすかるけど」

　はははっ……努ど力りょくします。

　合がっ宿しゅくがおわるころには、ジャガイモの皮かわぐらいは、むけるようになってるかな？

「そうじゃないと、こまる」

　水み夏なつがそう言いって、肩かたをすくめる。

「あと、もちろん劇げきのほうもね」

　うん！

　さ～て、午ご後ごの練れん習しゅうもがんばらなきゃ！







　　　　５　「役やくを生いきる」って……？




　廊ろう下かの窓まどから見みえる空そらは、もう真まっ暗くらになってる。

「くしゅん！　う～、けっこう、さむいかも……」

　わたしは、体からだをふるわせる。

　暖あたたかくなってきたけど、まだ夜よるは冷ひえるみたい。

　練れん習しゅうが終おわり、高こう等とう部ぶのシャワー室しつを借かりて、さっぱりしてきたところ。

　時と計けいを見みると、９時じをまわってる。

　こんな時じ間かんに学がっ校こうにいると思おもうと、ちょっとドキドキするかも。

「紅こう月づきさん、風邪かぜひかないでよ」

　水み夏なつが、じとーっとした目めでこちらを見みる。

　だいじょうぶだって！

　風邪かぜなんて、幼よう稚ち園えん以い来らい、ひいたことないもん。

「……なんとかは、風邪かぜをひかない、ね」

　ん。

　いま、なんか言いった？

「さあ」

　水み夏なつは首くびをかしげる。

　むぅ……。

　料りょう理りのあとは、少すこしなかよくなれたかと思おもったのになぁ。

　すぐに、壁かべをつくられちゃう感かんじ。

　いまだに、「紅こう月づきさん」だし。

「あそこね」

　水み夏なつが、廊ろう下かの先さきを視し線せんで示しめす。

　つきあたりの教きょう室しつの、明あかりがついていた。

「うわぁ！　すごい、いつの間まに！」

　教きょう室しつのドアを開あけると、一いち面めんに、布ふ団とんがずらりと敷しいてあった。

　ふっかふかで、いますぐにでも、飛とびこみたいぐらい。

「もしかして、先せん輩ぱいたちが敷しいてくれたんですか？」

　１年ねん生せいは、いままでシャワーを浴あびてたんだから、布ふ団とんを敷しくなんてムリ。

　ということは、先せん輩ぱいたちが敷しいてくれたってことになる。

「そうよ。今日きょうは、お昼ひるもつくってもらったしね。なんでも、１年ねん生せいまかせっていうのも、悪わるいじゃない。あっ、もちろん、男だん子したちは下したの階かいね」

　奥おくにいた幸ゆき村むら先せん輩ぱいが、にっこりと笑わらう。

「１年ねん生せいも、寝ねる場ば所しょを決きめたら、早はやめに休やすむこと。明日あしたも朝あさ早はやいからね」

「は～い！」

　返へん事じをして、みんなで場ば所しょ決ぎめをする。

　うらみっこなしのジャンケンで決きめたら、わたしは廊ろう下か側がわになっちゃった。

「電でん気き消けすよ」

　先せん輩ぱいの１人ひとりが、教きょう室しつの電でん気きを消けす。

　布ふ団とんにもぐる。

　ドアは閉しめたけど、廊ろう下か側がわだから、ちょっと寒さむいかも。

「水み夏なつ、そっち寄よっていい？」

　となりに寝ねてる、水み夏なつのところに、寄よっていく。

「……どうして？」

　水み夏なつが、眠ねむそうな小こ声ごえで、聞ききかえしてくる。

　１日にち中じゅう練れん習しゅうだったし、けっこうつかれてるみたい。

「寒さむいから」

　わたしは、水み夏なつの返へん事じを待またずに、水み夏なつの背せ中なかに身みを寄よせる。

　やっぱり、こうするとあったかい。

　また、つっけんどんにされるかと思おもったけど、水み夏なつから反はん応のうがない。

　あれ？

　ふしぎに思おもっていると、スースーっていう、寝ね息いきが聞きこえてくる。

　水み夏なつ、もう寝ねてる。

　耳みみをすますと、あちこちから寝ね息いきが聞きこえる。

　みんな、つかれてるんだ。ハードな練れん習しゅうだったもんね。

　わたしも、慣なれないことばっかで、ちょっとつかれたかも。

　目めを閉とじる。

　わたしにも、眠ねむ気けがすぐにやってきた。







　ん……。

　なにか音おとが聞きこえた気きがして、うすく目めを開あける。

　教きょう室しつが、うすあかるい。

　首くびを伸のばして時と計けいを見みると、まだ夜よ中なかの２時じ。

　ということは、これは月つき明あかりかな。

　それにしても、目めがさめちゃった……。

　ちょっと、散さん歩ぽでもしてこようかな。

　わたしは、となりの水み夏なつをおこさないように、静しずかに布ふ団とんから抜ぬけだす。

　上うえに、ジャージをはおって、廊ろう下かに出でる。

　廊ろう下かも、月つき明あかりであかるい。

　真ま夜よ中なかの学がっ校こうって、やっぱりいつもとふんいきが、ぜんぜんちがう。

　しん、としてて、空くう気きまで澄すんでるみたい。

　聞きこえるのは、自じ分ぶんの靴くつ音おとだけ。

　夜よるの学がっ校こうなんていったら、本ほん当とうは怖こわいのかもしれないけど、そんなことはぜんぜん感かんじなかった。

　いつも、レッドで暗くらい中なかに忍しのびこんでるからってことも、あるかもしれないけどね。

「………………なの……」

　え？

　どこかから、かすかに声こえが聞きこえた。

　こんな時じ間かんに、だれだろ？

　まさか、本ほん当とうに幽ゆう霊れいでもいたりして……。

　声こえのほうにむかって、歩あるいていく。

　少すこしずつ、声こえが大おおきくなる。

　体たい育いく館かんのほう？

　校こう舎しゃを出でて、体たい育いく館かんへつながってる、通つう路ろを進すすむ。

　声こえは聞きこえない。

　方ほう向こうをまちがえたかな？

　でも、たしかにこっちのほうだと、思おもったんだけど。

　体たい育いく館かんの扉とびらが、わずかに開ひらいている。

　だれかいる？

　扉とびらのすきまから、中なかをのぞく。

　あっ…………。

『どうして、あなたの声こえが聞きこえないの！　すぐそばにいるって、わかってるのに！　どうして……』

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいが、髪かみをふりみだして、さけんでる。

　これって、劇げきのワンシーンだ。

　しかも、ヒロインのセリフ。

　月つき明あかりが、スポットライトのように、幸ゆき村むら先せん輩ぱいを照てらしてる。

　迫はく力りょくも、しぐさも、いつもの幸ゆき村むら先せん輩ぱいとちがう。

　おもわず、その場ばで立たったまま、見みとれちゃった。

「あれ、アスカじゃない」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいが、おどろいた顔かおで、こっちをふりかえる。

「どうしたの、こんな時じ間かんに？」

「ちょっと目めが覚さめちゃって。幸ゆき村むら先せん輩ぱいこそ、こんな時じ間かんに練れん習しゅうですか？」

「眠ねむれなくって。ちょっと練れん習しゅうでもしたら、眠ねむれるかなと思おもったんだけど、やってたら、だんだん、本ほん気きになっちゃったんだよね」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいは、苦にが笑わらいする。

「ちょっと話はなしする？」

　手てまねきされたので、わたしは、幸ゆき村むら先せん輩ぱいのそばにいった。

　見みあげると、天てん井じょう近ちかくの窓まどから、きれいな満まん月げつが見みえる。

「さっきのセリフって、たしか幸ゆき村むら先せん輩ぱいの役やくのセリフじゃないですよね」

「気きづいた？　ヒロインの役やくのセリフよ」

　なんで、幸ゆき村むら先せん輩ぱいがヒロインのセリフをやってるんだろう？

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいの役やくは、ヒロインじゃなくて、主しゅ役やくを男だん装そうしてやるのに。

　疑ぎ問もんが顔かおに出でてたのか、幸ゆき村むら先せん輩ぱいが答こたえてくれた。

「うちは、男だん子し部ぶ員いんが少すくないから、私わたしは男おとこの役やくをやることが多おおいんだけど、たまには、気き分ぶんを変かえてみたくて。脚きゃく本ほんはぜんぶ、頭あたまに入はいってるしね」

　えっ、ぜんぶって、全ぜん員いんのセリフを!?

「そうよ。主しゅ役やくだからね。なにかおきたときに、アドリブで対たい応おうしなきゃいけないときも、あるかもしれないじゃない。そのためには、ぜんぶ覚おぼえておくのが、一いち番ばんいいの」

　とうぜんみたいな顔かおで、幸ゆき村むら先せん輩ぱいが言いう。

　だからって、あの分ぶ厚あつい脚きゃく本ほんをぜんぶ、おぼえちゃうなんて……。

　しかも、さっきは、セリフだけじゃなくて、ヒロインの演えん技ぎもしてた。

　つまり、ぜんぶのシーンが頭あたまに入はいってるって、ことだよね。

　わたしなんて、自じ分ぶんのシーンがせいいっぱいなのに……。

「最さい初しょはそんなものよ。セリフを早はやく覚おぼえるのも、発はっ声せいも身みぶりも、何なん度ども練れん習しゅうして身みにつけた技ぎ術じゅつなの。アスカもスポーツをやるからわかると思おもうけど、バスケでいえば、ドリブルとか、３ポイントシュートとかとおなじ。練れん習しゅうをすれば、できるようになるわ。でも、役やく者しゃとしての問もん題だいはその先さき。……どうやったら、その役やくを生いきられるかってこと」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいの顔かおが、ふいに真しん剣けんになった。

　役やくを生いきる？

「そう。劇げきの中なかに出でてくる登とう場じょう人じん物ぶつはみんな、生いきている１人ひとりの人にん間げんなの。１人ひとり１人ひとりに、劇げきの中なかで描えがかれること以い外がいに、毎まい日にちがあるはず。それを想そう像ぞうするの。勉べん強きょうしたり、買かい物ものしたり、友ともだちと遊あそびに行いったり、きっとしてるはずなの。その積つみ重かさねを想そう像ぞうして、その人ひとの性せい格かくや、クセを自じ分ぶんのもののように感かんじていく。その上うえで、演えん技ぎをするのよ。それを、役やくを生いきるって呼よんでるの。……私わたしも、人ひとの受うけ売うりだけどね」

　へえ～。

　いままで、演えん劇げき部ぶに参さん加かしてきたけど、そんなこと、考かんがえたこともなかったし、ほかのだれも教おしえてくれなかった。

　でも、そのとおりだよね。

　おしばいだけど、人にん間げんが描えがかれているんだから、劇げきに出でてこないところでも、生いきていて、生せい活かつしてる。

　わたしの役やくだって、セリフは少すくないけど、きっとそうなんだね。

　わたしがおもわずうなずいていると、幸ゆき村むら先せん輩ぱいがクスっと笑わらった。

「アスカは、まだそこまで考かんがえなくてもいいけどね。まずは、発はっ声せいをきちんとできるようになること。でしょ？」

　そうでした……。

　まだ気きを抜ぬくと、腹ふく式しきじゃなくて声こえを出だしちゃうんだよね。

　月つきが雲くもでかくれて、体たい育いく館かんが暗くらくなる。

　かなり暗くらくなったけど、わたしも、たぶん幸ゆき村むら先せん輩ぱいも怖こわくなかった。

　沈ちん黙もくも、怖こわくない。

　なんだか、ゆっくり時じ間かんが流ながれてるみたい。

「１つ、きいていいですか？」

　ふと思おもいついて、わたしは言いった。

「なに？」

「幸ゆき村むら先せん輩ぱいは、どうして演えん劇げきはじめたんですか？　すっごく運うん動どう神しん経けいいいのに。運うん動どう部ぶに入はいろうとか、思おもわなかったんですか？」
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　基き礎そトレのときに、ふしぎに思おもったんだよね。

　わたしとおなじくらい走はしれる体たい力りょくがあるし、舞ぶ台たいの上うえの動うごきからも、運うん動どう神しん経けい抜ばつ群ぐん。

　だったら、運うん動どう部ぶにどうして入はいらなかったのかな？　って。

　入はいってたら、どんな種しゅ目もくでも、すごい選せん手しゅになれそうなのに。

「ふつう、そう思おもうよね」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいが、クスリと笑わらう。

「この学がっ校こうに入はいってすぐは、運うん動どう部ぶに入はいろうと思おもってたんだけどね。あるとき、友ともだちにさそわれて、お芝しば居いを観みにいったの。たしか、友ともだちのお兄にいさんが、大だい学がくでやってたのだったけど、圧あっ倒とうされちゃって。もう、これをやるしかない！　って感かんじで、つぎの日ひには演えん劇げき部ぶに入にゅう部ぶしてたんだよね」

　す、すごい行こう動どう力りょく……。

「最さい初しょはもちろん、ぜんぜんダメ。演えん技ぎなんてしたことなかったしね。おなじ学がく年ねんの部ぶ員いんの中なかでも、一いち番ばんヘタクソだったんだ。声こえの出だし方かたも、セリフの暗あん記きもできなくて……私わたしには才さい能のうがないんだって、詩し織おりによく愚ぐ痴ちってたんだよ」

　えええええっ！

　いまの幸ゆき村むら先せん輩ぱいからは、まったく想そう像ぞうできないんだけど。

「でもね、ずっとスポーツばっかりしてきたから、努ど力りょくするのは、けっこう得とく意いなのよ。できないなら、できるまで練れん習しゅうすればいい、知しらないことがあれば、勉べん強きょうすればいい、ってね。そうしてたら、いつのまにか部ぶ長ちょうになっちゃってさ。部ぶ長ちょうなんて、柄がらじゃないのはわかってるけど、これだけはたしか。私わたしは演えん劇げきが大だい好すきだし、いまの部ぶ員いんのみんなのことも、とても大たい切せつなの。もちろん、アスカもね」

　そう言いって、幸ゆき村むら先せん輩ぱいが、わたしに笑え顔がおをむける。

　最さい初しょは、幸ゆき村むら先せん輩ぱいも、うまくいかなかったんだ。

　だったら、わたしでも、いつか、できるようになるのかな？

「もちろん！」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいが、大おおきくうなずく。

　雲くもが晴はれて、月つき明あかりが、また体たい育いく館かんを照てらした。

「さ、そろそろ寝ねましょう。明日あしたも朝あさから練れん習しゅうなんだから」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいにうながされて、わたしたちは、体たい育いく館かんを出でた。

　ちょうど、眠ねむ気けでまぶたが、重おもくなってきたところ。

　これなら、眠ねむれそう。

　静しずかに教きょう室しつにもどって、布ふ団とんに入はいる。

　暗くら闇やみの中なかで、幸ゆき村むら先せん輩ぱいがだまったまま手てをふってくれた。

　おやすみなさ～い。







　　　　６　意い外がいなお客きゃくさん




　トンカントンカン……

　金かなづちの音おとが、体たい育いく館かんに響ひびいてる。

　大おお道どう具ぐの舞ぶ台たいも、だいぶできあがってきたみたい。

　わたしたちも、その音おとに負まけないぐらいの大おおきな声こえで、演えん技ぎの練れん習しゅうをしてる。

　午ご後ごには、はじめての通とおし稽げい古こをやることになってるから、よけいに気き合あいが入はいってるんだ。

「じゃあ、ちょっと休きゅう憩けい！」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいの声こえがかかって、みんなほっと息いきをつく。

　それぞれ、自じ分ぶんの荷に物もつの場ば所しょに行いって、飲のみものを飲のんでる。

　アクションシーンがあるわけじゃなくても、熱ねつを入いれて練れん習しゅうしてると、けっこう汗あせだくになるんだよね。

　わたしは、用よう意いしておいたスポーツドリンクを飲のんでいると、視し界かいのすみに人ひと影かげが見みえた気きがした。

　……ん？

「練れん習しゅうは順じゅん調ちょうみたいね」

　体たい育いく館かんの２階かいから声こえが降ふってくる。

　見みあげると、そこに詩し織おり会かい長ちょうが立たっていた。

　あれっ、そのとなりにいる、きれいな女おんなの人ひとって、琴こと音ねさん!?

　さらに……そのうしろにいる、白しろいジャケットすがた……。

　げげっ、あれは、白しら里さと響ひびき!?

　ど、どうしてこんなところに!?

　ほかの演えん劇げき部ぶの部ぶ員いんも、おどろいた顔かおで詩し織おり会かい長ちょうたちを見みている。

「詩し織おり。朝あさから、どうしたの？」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいが、１階かいにおりてきた、詩し織おり会かい長ちょうにきく。

「今日きょうは、お客きゃくさまをお連つれしたの」

「お客きゃくさまって……そのうしろの方かたたち？」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいの視し線せんが、ちらりとうしろの琴こと音ねさんと、響ひびきにむけられる。

「ええ。こちらは、花はな里さと琴こと音ねさん。新あたらしいホールを建けん設せつしている、花はな里さとグループの方かたで、ホールを学がく生せいに無む料りょうで貸かしだすことを、提てい案あんしてくださった方かたなのよ」

　みんなに、ざわめきがおきる。

　そんなにえらい人ひととは、思おもわなかったみたい。

　そうだよね、琴こと音ねさんって、ただの大だい学がく生せいくらいの美び人じんにしか見みえないもん。

　琴こと音ねさんはにこやかに笑わらって、一歩ぽ進すすみでた。

「こんにちは、みなさん。今日きょうは、出しゅつ演えんしてくださる、学がく生せいさんたちを激げき励れいして回まわっているんです。地じ元もとに愛あいされるホールであってほしいので、今こん回かいだけでなく、これからも無む料りょうでの貸かしだしを、つづけていければと思おもっています」

　琴こと音ねさんが、にこやかに、みんなを見みわたしながら話はなす。

「みなさんのお芝しば居いも、楽たのしみにしています。がんばってくださいね！　こちらは差さし入いれなので、よかったらどうぞ」

　さすが琴こと音ねさん、気き前まえいいっ！

　おおっ、と部ぶ員いんたちから歓かん声せいがあがる中なか、幸ゆき村むら先せん輩ぱいが一歩ぽ前まえに出でた。

「部ぶ長ちょうの幸ゆき村むらです。このたびは、出しゅつ演えんの機き会かいをいただいて、ありがとうございます。せいいっぱいがんばります」

　琴こと音ねさんに気きおくれせずに、どうどうと握あく手しゅをかわすなんて、さすが幸ゆき村むら先せん輩ぱいだよね。

「……ねえ、あの人ひとのとなりにいるのって……」

「中ちゅう学がく生せい探たん偵ていの、白しら里さと響ひびきさんじゃない？」

「テレビで見みるより、かっこいい」

「サインもらえないのかな？」

　部ぶ員いんのみんなが、ささやきあってるのが、聞きこえてくる。

　響ひびきは、琴こと音ねさんたちから一歩ぽさがって、ひかえるように立たっている。

　トレードマークの白しろいジャケットの前まえで、腕うで組ぐみをしているすがたは、いつもどおりに見みえる。

　いつもの、くやしいくらい冷れい静せいな、賢かしこそうな顔かお。

　……だけど……あれ？　どうしたんだろう？

　気き持もちをどこかにおきわすれているっていうか、いつもの鋭するどさが感かんじられない。

　調ちょう子しが悪わるい？　それとも体たい調ちょうでもくずしてるのかな？

　そもそも、なんで、響ひびきが琴こと音ねさんといっしょに、ここにきたんだろう？

　まさか、わたしの正しょう体たいがレッドだって、ばれたわけじゃないよね……？

　本ほん当とうなら、琴こと音ねさんに声こえをかけて、あいさつしたいところだけど、響ひびきがいる前まえでめだつのは、できればさけたい。

　どうしよう？

「あら？」

「きみは……」

　そのとき、琴こと音ねさんと響ひびきが、同どう時じにわたしのことに気きづいた。

　おもわず、首くびをすくめると、

「響ひびきくん、アスカちゃんのこと、知しってるの？」

「琴こと音ねさんこそ」

　響ひびきが、おどろいた顔かおをして、わたしを見みる。

「きみ、この学がっ校こうの生せい徒とだったんだ」

　や、やばっ！

　そういえば、響ひびきは学がく園えん祭さいのときのことで、うちの学がっ校こうのこと、知しってるんだったっけ。
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　琴こと音ねさんと響ひびきが、そろって近ちかづいてきた。

「ひさしぶりね、アスカちゃん」

　いっしょにいる詩し織おり会かい長ちょうが、わたしにむかって、どういうこと？　と目めできいてくる。

　うーっ、それは話はなすと長ながくなるんだってば、詩し織おり会かい長ちょう。

「お、おひさしぶりです、琴こと音ねさん。そのせつは、お世せ話わになりました」

　うしろから、演えん劇げき部ぶのみんなの視し線せんを感かんじつつ、笑え顔がおで返へん事じをする。

「こちらこそ。……ところで、響ひびきくんは、どこでアスカちゃんと知しりあったの？」

　琴こと音ねさんが、響ひびきをみる。

「…………」

「響ひびきくん？」

「……あ、すみません」

　響ひびきが考かんがえごとをしていたのか、あわてて返へん事じをする。

　らしくないな。それだけじゃなくて、なんだか、つかれてるみたいに見みえる。

　どうしたんだろう？

「以い前ぜん、話はなしたでしょう、スカイタワー事じ件けんのときに、人ひと質じちにされた子この友ゆう人じんだったんで、覚おぼえていたんですよ。琴こと音ねさんは？」

「年ねん末まつに事じ件けんのあった花か音おん号ごうに、彼かの女じょも乗のっていたの。船ふねの上うえで、なかよくさせてもらってたのよ」

「なるほど、あの事じ件けんの。しかし、彼かの女じょもよく、事じ件けんのおこるそばにいるみたいですね」

　ぎ、ぎくぅ。

　つかれてても、するどいところは、変かわらないみたい。

　え～と、とにかく、この話わ題だいはまずいって。

「あ、あの、２人ふたりは、どういう知しりあいなんですか？」

　やっぱり、なんかの事じ件けんがらみかな？

　でも、さっきから気きになってたんだけど、琴こと音ねさんが「響ひびきくん」って、呼よんでるんだよね。

　探たん偵ていと依い頼らい者しゃというわりには、かなり親したしそうな感かんじ。

「わたしと響ひびきくんは、幼おさななじみ。家いえが近ちかくなのよ」

　……へ？

　えええええええええええ！

「ほんとよ。いろいろと、こまったことがあれば、探たん偵ていとして相そう談だんにも乗のってもらっているけれどね」

　ケイが知しったら、おどろくだろうなぁ。

　いや、ケイのことだから、とっくに２人ふたりのつながりは、知しってるかも。

　びっくりして、口くちをぱくぱくさせてると、響ひびきが言いった。

「琴こと音ねさん、そろそろ……」

「そうね、練れん習しゅうの邪じゃ魔まをしても悪わるいから……みなさん、がんばってね」

　言いいながら、琴こと音ねさんは、響ひびきといっしょに、体たい育いく館かんの出で口ぐちにむかう。

　詩し織おり会かい長ちょうと、流ながれでわたしもいっしょに、ついていった。

「アスカちゃん、演えん劇げき部ぶだったのね」

　琴こと音ねさんが、歩あるきながらきいてくる。

「え～と、正せい式しきにはちがうんですけど、前まえに少すこし、てつだったことがあって。今こん回かいも出でられることになったんです。ほんのちょっとだけ、ですけど」

「そうなの。でも、楽たのしみが１つ増ふえたわ。がんばってね」

　琴こと音ねさんと響ひびきが、学がっ校こうの外そとの道どう路ろにとまっている、りっぱな黒くろ塗ぬりの車くるまに乗のりこむ。

「これから、ほかの学がっ校こうにも行いくんですか？」

「ええ。今日きょう中じゅうに、あと８校こうまわらないと」

　あいかわらず、いそがしそう。

「じゃあ、またねアスカちゃん。詩し織おりさんも」

　車くるまが動うごきだし、走はしり去さっていく。

　わたしと詩し織おり会かい長ちょうは、それを見みおくってから、体たい育いく館かんにもどった。

　あれっ？

　なんか、演えん劇げき部ぶのみんなのふんいきが……。

「あ～す～か～」

　な、なに!?

「どういうことなの、アスカ。あんなすごい人ひとたちと、知しりあいなんて！」

　演えん劇げき部ぶのみんなが、いっせいに詰つめよってくる。

「いや、それは……説せつ明めいすると長ながいっていうか……」

　わたしは、みんなの迫はく力りょくにあとずさる。

「まったくアスカは、予よ想そうできないことばっかりなんだから」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいが笑わらいながら、わたしの頭あたまに、ポンッと手てをおく。

「ま、そこがアスカらしいんだけど」

　うんうん、と演えん劇げき部ぶのみんながうなずいてる。

「でも、私わたしも興きょう味みがあるわ。あの花はな里さとグループの孫まご娘むすめさんと、紅こう月づきさんの関かん係けい」

　し、詩し織おり会かい長ちょうまで!?

「そうよね。演えん劇げき部ぶ部ぶ長ちょうとしても、それはぜひとも、聞きいておかないと」

　冗じょう談だんっぽく笑えみをうかべて、幸ゆき村むら先せん輩ぱいも言いう。

　でも、目めはけっこう本ほん気きっぽい。

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいと詩し織おり会かい長ちょうにはさまれたら、逃にげられそうにない。

　うしろには、演えん劇げき部ぶのみんながひかえてるし。

　あ～もう……。

　なるべくかんたんに、事じ件けんのこと話はなすしかなさそう。

　事じ件けんのことをかくしながらなんて、わたしじゃ、話はなせそうにないもん。

　はぁ……。

　でも、こんなこと、みんなに話はなしたってわかったら、またケイに怒おこられるだろうなぁ。







　　　　７　中ちゅう学がく生せい探たん偵ていのなやみ




「やっと、解かい放ほうされたぁ！」

　わたしは、街まち中なかを歩あるきながら、大おおきくのびをする。

　あれから、練れん習しゅうそっちのけで質しつ問もん攻ぜめにあって、なんとかうまくきりぬけたけど、もうヘトヘト。

　食しょく料りょうや材ざい料りょうを、買かいだしに行いく時じ間かんになって、よかったよ。

　じゃなかったら、いまでも質しつ問もん攻ぜめにあってたかも。

「でも、アスカって、ほんとにすごいよねー！　運うん動どう神しん経けいもすごいし、あんな有ゆう名めいな人ひととも知しりあいだし」

「うんうん！　中ちゅう学がく生せい探たん偵ていの白しら里さと響ひびきとまで知しりあいだなんて、びっくりしちゃったよ」

「そんなことないってば。ただの、ぐうぜんなんだって」

　いっしょに買かいだしにきた、１年ねん生せいの女おんなの子こ２人ふたりが、興きょう味みしんしんな様よう子すで話はなしかけてくる。

　まだ、テンションが高たかい。

　そのとき、

「バカバカしいおしゃべりは、いいかげんにしたら。早はやく行いかないと、怒おこられるよ」

　ずっと黙だまりこんでいた水み夏なつが、ふりかえって言いうと、ぷいっと先さきに立たって歩あるいていってしまった。

「……なによ、あれ」

　２人ふたりが、不ふ満まんそうに水み夏なつのうしろすがたをにらむ。

　ちょ、ちょっと。

　水み夏なつってば、そういう言いい方かたしたら、だめだってば。

　みんな、水み夏なつのことたよりにしてるのに……。

　わたしは、２人ふたりをなだめてから、足あしをはやめて水み夏なつのとなりに追おいついた。

「ねえねえ、水み夏なつ、今日きょうの夕ゆう飯はんはなにつくるの？」

「…………」

　水み夏なつは無む言ごんで、どんどんと先さきに行いってしまう。

　待まってってば。

　行いき先さきはいっしょなんだから。

　わたしたち、１年ねん生せいの買かいだしの担たん当とうは、食しょく料りょう品ひん。

　水み夏なつが料りょう理りをつくることが多おおいし、買かいだしもまかせたほうがいいってことみたい。

　ほんと、水み夏なつはみんなから、信しん頼らいされててすごい。

　料りょう理りもそうだけど、演えん技ぎだって、１年ねん生せいのなかでは、だんとつにうまくて、先せん輩ぱいからも、ほとんど完かん璧ぺきって言いわれてるくらいだもん。

　なのに、なんかいつも、ひと言こと多おおくて、みんなから浮ういちゃってるんだよね……。

　スーパーに着つくと、わたしたちは、それぞれカゴを持もった。

　とても１つじゃ、足たりないもんね。

　水み夏なつは、立たちどまって少すこし考かんがえたあと、わたしたちのカゴの中なかに、つぎつぎと品しな物ものをほうりこんでいく。

　キャベツ、ピーマン、トマト、レタスがごっそり。

　つづけて、豚ぶたバラ肉にくと、とりもも肉にくがつぎつぎと、カゴに入はいっていく。

　み、水み夏なつぅ……。

　わたしのだけ、重おもたいの入いれてない？

　キャベツが何なん玉たまも入はいって、わたしのカゴ、山やまのようなんだけど。

「それだけのキャベツ持もって歩あるけるの、紅こう月づきさんぐらいでしょ。学がっ校こうに運はこぶときは、手て分わけするから」

　そ、それはそうかもしれないけど。

　これなら、男だん子しの２、３人にんは、連つれてくるべきだったかも。

　ま、どれも好すきな料りょう理りだし、いっか。

「……え？　紅こう月づきさん、なにをつくるかわかるの？」

　水み夏なつが、おどろいた顔かおで、ふりかえる。

　あ、やっと、目めを見みてくれた。

　うん。えーと、この材ざい料りょうだと、今日きょうのメニューは、回ホイ鍋コー肉ローにとりの唐から揚あげだと思おもったんだけど、ちがった？

「当あたりだけど……材ざい料りょうだけで、わかったの？」

　うん！

　お父とうさんに、買かい物ものはよくたのまれるし、なにを買かったときに、どんなメニューが出でてくるかは、覚おぼえてるんだよね。

「その記き憶おく力りょくが、どうしてセリフ覚おぼえるときに、使つかえないの……？」

　はははっ……どうしてだろ？

「ほんと、変へんな人ひと」

　水み夏なつはあきれ顔がおで、肩かたをすくめてる。

　大たい量りょうの食しょく材ざいの会かい計けいをすませて、わたしたちは、外そとに出でる。

　水み夏なつは言いっていたとおり、買かい物ものぶくろには、均きん等とうに重おもさをわけてくれた。

　おかげで今こん度どは、水み夏なつたちのほうが、重おもさに顔かおが赤あかくなってる。

「やっぱり、もうちょっと、わたしにわけたほうがいいよ。きつそうだし」

「……だ、いじょうぶ！　これぐらい、なんてことないから」

　そう言いうけど、歩あるく足あしどりが、フラフラしてて、おぼつかない。

　まったく、意い地じっぱりなんだから。

　わたしたちは、学がっ校こうにむかって、歩あるきだす。

　重おもくて、きつそうな子このは、ちょっと持もってあげたりしつつ、道みちのりの半はん分ぶんぐらいまできたところで、水み夏なつが急きゅうに立たちどまった。

「どうかした？」

　腕うでが限げん界かいになったのかと思おもったけど、そうじゃないみたい。

「……ごめん。豆とう板ばん醬じゃんを買かうの、わすれてた。みんなは先さきにもどってて」

　え、もういいじゃん。

　ここまで来きちゃったし。

「ううん……入いれるか入いれないかで、味あじがちがうから……もどるわ！」

　水み夏なつは、それだけ言いうと、くるっと背せをむけて、１人ひとりで来きた道みちをもどりはじめた。

　待まってよ。わたしも行いくって。

「２人ふたりは、先さきにもどってて。お昼ひるごはんまでには、もどるから」

「うん。部ぶ長ちょうに伝つたえておくね」

　２人ふたりはうなずくと、重おもそうに荷に物もつを持もって、そのまま歩あるいていった。

　それを見みおくってから、わたしは小こ走ばしりで、水み夏なつに追おいつく。

　けっこうな距きょ離りをもどってきちゃってたから、スーパーにまた行いって学がっ校こうにもどるとなると、おそくなっちゃうかも。

　とりあえず、午ご後ごの通とおしの練れん習しゅうまでには、帰かえらなくちゃいけない。

　水み夏なつもそれはわかってるから、さっきまでより、早はや足あしで歩あるいてる。

　荷に物もつを持もつ手てが、真まっ赤かになってるけど、だいじょうぶかなぁ。

「水み夏なつ、もうちょっと荷に物もつ持もつよ」

「……よけいなお世せ話わ。あなたは先さきに帰かえってて」

「だから、つきあうってば。あれっ、どこ行いくの？」

　水み夏なつが、さっきとはちがう道みちで、曲まがる。

　道どう路ろの先さきには、住じゅう宅たく街がいが広ひろがっていた。

「……いそぐから、ちょっと近ちか道みちするの」

　へえ、こっちでいいの？

「家いえが近ちかくだから、このあたりはくわしいの」

　住じゅう宅たく街がいのすきまのような、ほそい道みちや階かい段だんを、迷まよいなく水み夏なつはどんどん進すすんでいく。

　このへんは、ぜんぜん知しらないから、水み夏なつからはぐれたら、すぐに迷まよいそう。

　おくれないよう、足あしを速はやめておいついたとき、

「……だから、歩あるいていくなんて、やめておけば……」

　ん？

　どっかで聞きいたような声こえ。

「ねえ、紅こう月づきさん。あれって……」

　水み夏なつが立たちどまり、道みちを曲まがった先さきの、空あき地ちを指ゆびさす。

　廃はい工こう場じょうらしき建たて物もののわきにある、せまい場ば所しょだ。

　そこにいるのは、琴こと音ねさんと響ひびき。

　なんで、こんなところにいるわけ？

　参さん加かする学がっ校こうを見みてまわってるんじゃ……。

「そうは言いうけど、車くるまで移い動どうばかりしてたら、ちっとも響ひびきくんの息いき抜ぬきにならないじゃない……って、あっ！」

　琴こと音ねさんが、あわてて口くちを両りょう手てでふさいでる。

　そして、気きまずそうに響ひびきの顔かおを見みた。

　響ひびきが肩かたをすくめて、ため息いきをつく。

「……やっぱり、そういうことですか。とくに事じ件けんの予よ告こくもないのに、警けい護ごをしてほしいなんて言いいだすから、おかしいとは思おもっていたんですが」

「だって、ここのところ、響ひびきくん、つかれてたみたいだから。根こんを詰つめすぎるのはよくないわよ」

　琴こと音ねさんが、心しん配ぱいそうに響ひびきを見みる。

「だからって、見み知しらぬ場ば所しょを歩あるいてまわろうとして、道みちに迷まよっていたら、しょうがないですよ。携けい帯たい電でん話わもおいてきてしまうし」

「だって、携けい帯たい電でん話わを持もっていたら、ＧジーＰピーＳエス機き能のうがついてるから、すぐに護ご衛えいがむかえに来きちゃうもの……」

　琴こと音ねさんは、しょぼんとしたように、肩かたを落おとす。

　いつもの、凛りんとした琴こと音ねさんのすがたから、想そう像ぞうできないしぐさかも。

　道みちに迷まよってるっていうわりに、楽たのしそうだし。

　でも、つかれてる響ひびきを連つれだすなんて、琴こと音ねさんって強ごう引いんなところも、あるんだ。

「琴こと音ねさん……ぼくのやり方かたは、まちがってると思おもいますか？」

　そのとき、響ひびきが、ふいに真ま顔がおになった。

「なに、とつぜん？　どうしたの響ひびきくん」

　琴こと音ねさんは、とまどった顔かおで答こたえる。

「この前まえの事じ件けんのことは、琴こと音ねさんも知しってますよね」

「怪かい盗とうレッドがあらわれたっていう、事じ件けんのこと？」

「ええ……。ぼくだって、あの屋や敷しきの主しゅ人じんが、盗とう品ひんをあつかっていると気きづいていました。なんとかして、あばいてやるつもりでした。だけど、結けっ果か的てきにレッドが盗ぬすみだしたことで、あっさりと屋や敷しきの主しゅ人じんが盗とう品ひんをあつかっていることがわかり、逮たい捕ほされ、盗とう品ひんは元もとの持もち主ぬしのところに返かえされることになった。ぼくのやり方かたでは、こんなふうに早はやくはいかなかった……」

　最さい後ごはひとり言ごとのように、響ひびきはつぶやく。

「響ひびきくん……」

　琴こと音ねさんは、ただじっと響ひびきを見みつめている。

　あの響ひびきがそんなに、なやんでたなんて……。

「……紅こう月づきさん、あの人ひとたちに声こえをかけるなら、早はやくしてほしいんだけど」

　水み夏なつが、じとっとした視し線せんを、わたしにむけてくる。

　ごめん、ごめん。

　なんか、声こえをかけづらくって。

　でも、迷まよってるのに、ほうっておくわけにもいかないよね。

　大おお通どおりまでいっしょに行いけば、道みちもわかるはずだし。

「ちょっと、声こえかけてくるから、待まってて」

　水み夏なつにそう言いって、歩あるきだそうとしたときだった。

　視し界かいのはしに、なにか見みえた気きがした。

　反はん対たい側がわの道どう路ろから、作さ業ぎょう服ふくすがたの男おとこが歩あるいてきている。

　ちょっと見みた感かんじは、ただの作さ業ぎょう員いんにしか見みえない。

　だけど……。

　なにか、変へんだ。

　あの歩あるき方かた、それに妙みょうに隙すきのないふんいき。

　なんの作さ業ぎょうをしている人ひとか知しらないけど、どこかふつうじゃない。

　響ひびきと琴こと音ねさんは、男おとこに背せをむけてるから、気きづいていないみたい。

　男おとこが、音おともなく２人ふたりに近ちかづいていく。

　男おとこの口くちもとが、かすかに笑わらった気きがした。

「琴こと音ねさん、うしろ！」

　わたしは、おもわずさけんだ。

「!?」

　琴こと音ねさんと響ひびきが、飛とびだしたわたしを見みる。

　ちがうって、うしろ！

　気きづいて！

　男おとこが、すばやく琴こと音ねさんに詰つめよる。

　手てになにか持もってる!?

「あぶないっ！」

　気きづいた響ひびきが、男おとこと琴こと音ねさんのあいだに、割わって入はいる。

　と、男おとこが突つきだしたなにかが、響ひびきの体からだにふれた。

「ぐはっ……！」

　その瞬しゅん間かん、響ひびきの体からだが飛とびあがるようにふるえて、そのまま地じ面めんにくずれおちた。

　あれって……スタンガン!?

「響ひびきくん！」

　琴こと音ねさんが、響ひびきにかけよる。

「あなたいったい……きゃっ！」

　つづいて、スタンガンで気き絶ぜつさせた琴こと音ねさんを、男おとこがすばやく抱だきかかえる。

　まさか、誘ゆう拐かいするつもり！

「このっ！」

　わたしが、男おとこのところに走はしりだそうとした、瞬しゅん間かん──

　ゾクリ

　背せすじに寒さむ気けが走はしる。

「！」

　真まうしろに、気け配はい!?

「うっ……」

　ふりかえろうとする前まえに、首くびすじに衝しょう撃げきを感かんじた。

　あっという間まに、意い識しきが遠とおのいていく。

　信しんじられない……このわたしに、気け配はいを気きづかせずに近ちかづくなんて……

　……水み夏なつ……は……

　薄うすれゆく意い識しきの中なかで、だれかの会かい話わが聞きこえてきた。

「……この２人ふたりはどうします？」

「念ねんのため、連つれていけ。子こどもなら、いざというとき人ひと質じちに使つかえる。探たん偵ていのほうはいい。どうせ、なにもできん」

　低ひくい、男おとこの声こえ。

　視し界かいが暗くらくなってくる。

　……こんなことして……絶ぜっ対たいに………ただじゃ……すませな…………。







　　　　８　琴こと音ねさんと響ひびきの過か去こ




　コツコツコツ……

　んん……。

　遠とおくで音おとが聞きこえた気きがして、わたしは目めを覚さました。

　あれ？

　……わたし、どうしたんだっけ。

　たしか、水み夏なつたちと買かいだしに行いって、途と中ちゅうでもどろうとして……そうだ！

　琴こと音ねさんが、さらわれちゃったんだ！

　わたしは、うすく目めを開あける。

「アスカちゃん、気きがついた？」

「紅こう月づきさん」

　正しょう面めんに、琴こと音ねさんと、水み夏なつの顔かおが見みえる。

「琴こと音ねさんに水み夏なつ！　ぶじだったんだ……いたっ！」

　おきあがろうとして、首くびすじに痛いたみが走はしり、わたしは顔かおをしかめる。

「ダメよ、急きゅうに動うごいたら。首くびのところが、赤あかくなって、少すこしはれてるんだから」

　たしかに、首くびすじのところが、じんわりと熱あつい。

　すがたは見みえなかったけど、あの、いきなりうしろにあらわれたやつだ。

　気け配はいを感かんじる間まもなく、１発ぱつで決きめられた。

　気きを抜ぬいてたのは事じ実じつだけど、わたしは、レッドなのに……。

　ただの女おんなの子こみたいに、あっけなくやられるなんて……。

　くやしさに、くちびるをかむ。

　琴こと音ねさんたちのことだって、そうだ。

　わたしがもう少すこし、早はやく声こえをかけてれば、ぶじに逃にげられてたかもしれない。

　それなのに……。

「痛いたむの？　アスカちゃん」

　心しん配ぱいそうに、琴こと音ねさんがわたしをのぞき込こんでくる。

「いえ……」

　わたしは、小ちいさく首くびをふった。

　……こんなの、レッド失しっ格かくだよね。

　なにやってんだろ、わたし……。

　涙なみだがあふれそうになり、わたしはギュッと、より強つよく、くちびるをかみしめる。

〈──たった一いち度どの失しっ敗ぱいで、あきらめるのか？〉

　ケイ!?

　おもわず、あたりを見みまわす。

　……って、いるわけないよね。

　通つう信しん機きもなにも、つけてない。

　ケイの声こえなんて、聞きこえるわけないんだから。

　でも、いまの言こと葉ばで、目めが覚さめた。

　ケイなら、きっとあきらめたりしない！

　ここから、みんなで脱だっ出しゅつする方ほう法ほうを、考かんがえるはずだよね！

「……よし！　反はん省せい終おわり！」

　とつぜん大おおきな声こえを出だしたわたしに、琴こと音ねさんと水み夏なつが、びっくりした顔かおをしてる。

「アスカちゃん……？」

　ゆっくりと体からだをおきあがらせてみる。

　まずは冷れい静せいに、自じ分ぶんの状じょう態たいを確かく認にんしないとね。

　首くびは……痛いたいけど、がまんできないほどじゃない。

　腕うでは、うしろ手でのまま、しばられてるみたい。力ちからを入いれても、動うごきそうもない。

　足あしは……うん、動うごく。しばられてない。

　子こどもだと思おもって、腕うでしかしばらなかったわけね。

　その油ゆ断だんを、あとできっちり後こう悔かいさせてやるんだから。

　つぎは、この場ば所しょ。

　鉄てっ骨こつがむきだしになっていて、下したもコンクリのまま。

　段だんボールが、いくつか積つみ重かさなっているところを見みると、物もの置おきかなにかかな？

　ドアは一ヵか所しょで、窓まどは上うえのほうに、小ちいさな明あかりとりがあるだけ。

　逃にげるなら、ドアからだけど、とうぜん見み張はりがいるよね。

　うん！

　だいぶ、わかった。

　ケイみたいに、脱だっ出しゅつ方ほう法ほうがパッと思おもいつくわけじゃないけど、なにも調しらべないよりは、ぜんぜんマシだよね。

　コツコツコツ

　ん？

　そういえば、さっきから気きになってたけど、琴こと音ねさんが、ペンみたいなので、コンクリートの床ゆかをコツコツたたいてる。

　リズムを刻きざんでるわけでもないし、なんだかふしぎな間かん隔かくでたたいてるんだよね。

「これ？」

　琴こと音ねさんが、わたしの視し線せんに気きづいて、うしろ手でになってる手てで、ペンをちらりと、わたしに見みせる。

「ちょっとした、おまじないよ」

　おまじない？

　琴こと音ねさんが、こんなときに、おまじないをするとは、思おもえないんだけど……。

「それより、アスカちゃん、水み夏なつさん。巻まきこんでしまって、本ほん当とうにごめんなさい」

　琴こと音ねさんが、目めをふせて、頭あたまを下さげる。

「ちょ、ちょっとやめてください。琴こと音ねさんだって、つかまってるんじゃないですか」

　わたしは、あわてて琴こと音ねさんに言いう。

「でも、あきらかにわたしをねらったものよ。まさか、白はく昼ちゅう堂どう々どう、ねらわれるとは、思おもっていなかったの。わたしのミスよ。ごめんなさい」

「……やっぱりこれって、誘ゆう拐かいなんですか？」

　水み夏なつが、おそるおそる質しつ問もんする。

　とり乱みだしたりはしてないけど、よく見みると、いまにも、泣なきだしそうな顔かおをしてた。

「ええ。わたしを誘ゆう拐かいして、おじいさまにお金かねか、またはべつのなにかを要よう求きゅうするつもりだと思おもうわ。いずれ犯はん人にんが、わたしを連つれだしにくるはずだから、２人ふたりは解かい放ほうしてもらえるように、絶ぜっ対たいに交こう渉しょうするわ。だから、安あん心しんして」

　琴こと音ねさんは、こんな状じょう態たいなのに、笑え顔がおをわたしたちにむける。

　責せき任にん感かんが強つよすぎだよ。

　こんなの、琴こと音ねさんのせいじゃないのに。

「でも、わたしたちが解かい放ほうされたとしても、琴こと音ねさんはどうするんですか？」

「わたしは大だい事じな人ひと質じちだし、危き険けんはそれほどないはずよ。……響ひびきくんもいるしね」

　響ひびき……。

　あのとき、やられちゃったけど、だいじょうぶかな？

　なんだか、調ちょう子しが悪わるそうだったし。

「響ひびきって、あの探たん偵ていですよね。でも、あっさりやられちゃってたじゃないですか」

　水み夏なつが、いらだったような声こえで、琴こと音ねさんに言いう。

　だけど、琴こと音ねさんは気きにしたふうもなく、にっこりと笑わらった。

「うん。でもだいじょうぶ。響ひびきくんは、絶ぜっ対たいにわたしを助たすけにくるわ。……昔むかしみたいに」

　昔むかし？

「もしかして、おなじようなことが、あったんですか？」

「そうね……まだ時じ間かんがありそうだから、ちょっとわたしの昔むかし話ばなしを聞きいてくれる？」







「小しょう学がく６年ねん生せいのとき、わたし、誘ゆう拐かいされたことがあるの」

　ま、前まえにもあったの!?

　水み夏なつも目めをまるくしてる。

　それって、今こん回かいみたいな？

「ええ。お金かね目もく的てきの誘ゆう拐かい。７月がつだったかしら。学がっ校こうからの帰かえり道みち、いつもは車くるまで送おくり迎むかえをしてもらうんだけど、その日ひは、おじいさまとケンカして、わざと裏うら口ぐちから、こっそり１人ひとりで帰かえろうとしたのがいけなかったの……」

　車くるまで送おくり迎むかえって……琴こと音ねさんって、小しょう学がく生せいのころから、そんな生せい活かつなんだ。

　学がっ校こうの帰かえり道みちっていったら、寄より道みちするのがおもしろいのに。

　いつも車くるまでなんて、つまんなそう。

「顔かおをかくした男おとこたちに、車くるまで倉そう庫こみたいなところに、連つれていかれたの。目めかくしされてたし、わたしも場ば所しょはわからなくて。ＧＰＳつきの携けい帯たい電でん話わは、すぐにとられてしまったし」

　それって、絶ぜっ体たい絶ぜつ命めいじゃん！

　連つれていかれた場ば所しょもわからないし、助たすけも呼よべないなんて！

　水み夏なつも食くい入いるように、琴こと音ねさんの話はなしを聞きいてる。

「わたしがいなくなったことを知しって、家いえでは大おおさわぎだったみたい。警けい察さつが集あつまってきて、さすがにいつもは怖こわいおじいさまも、仕し事ごとをぬけて、家いえにもどってきてたそうよ」

　そりゃ、孫まご娘むすめが誘ゆう拐かいされたんだもん。

　帰かえってくるのは、あたりまえでしょ？

「いいえ、うちのおじいさまは、きびしくて怖こわい人ひとなの。本ほん来らいなら、自じ分ぶんの身み内うちのことを、仕し事ごとより優ゆう先せんさせるなんて、絶ぜっ対たいにありえないわ。わたしも、最さい近きんまで、きちんと目めを見みて、話はなせなかったぐらいだもの。世せ界かいで何なん千ぜん万まんという人ひとが働はたらいている大だい組そ織しきのトップである重じゅう責せきが、そうさせるんだと、いまではわかるけれど」

　世せ界かいで何なん千ぜん万まん人にん……。

　水み夏なつと顔かおを見みあわせる。

　そんな人にん数ずう、想そう像ぞうもつかない。

　でも！

　たしかに、それはたいへんかもしれないけど、琴こと音ねさんにとっては、たった１人ひとりの家か族ぞくなんでしょ？

　そんなの、なんかさびしい。

「そうかもしれない。そのころのわたしも、なんでこの人ひとは、わたしのおじいさまなんだろう、って思おもってた。おじいさまとケンカしたって、さっきは言いったけど、ケンカっていうより、わたしが勝かっ手てに怒おこってただけ。おじいさまは、わたしのことなんて、気きにしてないと思おもってたから」

　そんなこと、絶ぜっ対たいない！

　家か族ぞくなのに、気きにしないなんてことないよ。

「そうね。いまならそう思おもう。というより、この事じ件けんのときに知しった、のかな？」

　そう言いって、琴こと音ねさんは、なつかしむように笑えみをうかべる。

「話はなしがそれたけれど、つづけるわね。わたしを誘ゆう拐かいした犯はん人にんたちは、身み代のしろ金きんを要よう求きゅうしたの。金きん額がくは10億おく円えん」

　じゅ、じゅうおくっ！

　わたしも水み夏なつも、ぽかーんと口くちを開あけてる。

「それでも、花はな里さとグループに対たいして要よう求きゅうする金きん額がくとしては、少すくないほうだと思おもうわ。ただし、すぐに用よう意いするようにっていう、条じょう件けんがあったの。なるべく、警けい察さつの捜そう査さが進すすむ前まえに、取とり引ひきをすませたかったのね」

　琴こと音ねさんは、あたりまえのことのように、冷れい静せいな口く調ちょうで説せつ明めいする。

　10億おく円えんで、少すくないほうって……。

　琴こと音ねさんの家いえって、どれだけお金かね持もちなんだろう。

「お金かねを用よう意いして、取とり引ひきに応おうじるしか、警けい察さつには方ほう法ほうがなかった。でも、それでわたしが助たすかるっていう、保ほ証しょうはない。でもね、そのとき、たった１人ひとりでわたしを、さがしてくれてた人ひとがいたの」

　それってまさか……。

　琴こと音ねさんが、にっこりと笑わらった。

「そう。響ひびきくん。あのときは、まだ小しょう学がく１年ねん生せいだったんだけどね。白しら里さと家けは、うちの近きん所じょだったから、響ひびきくんとは、たまに顔かおを合あわせることがあったの。響ひびきくんの家いえは、お祖父じいさんが元もと警けい視し総そう監かん、お父とうさんも警けい察さつの官かん僚りょうで、かなり上うえの地ち位いにいる人ひとなの。代だい々だい、警けい察さつ官かんの一いち族ぞくなんだって、前まえに響ひびきくんが言いってたわ」

　警けい察さつ官かんの一いち族ぞく……。

　ねずみ小こ僧ぞうが祖そ先せんにいるっていう、わたしの一いち族ぞくにとったら、天てん敵てきじゃん。

　もしかして、ご先せん祖ぞさまも、敵てき対たいしてたりして。

「その響ひびきくんが、警けい察さつ官かんにまぎれて、うちに忍しのびこんでいたの。どたばたしていたから、小しょう学がく１年ねん生せいの男おとこの子こが屋や敷しきを歩あるいていたって、だれも気きにしないわ。非ひ常じょう事じ態たいだもの。そこで、響ひびきくんは、こっそり情じょう報ほう収しゅう集しゅうをしてた。警けい察さつの人ひとはだれも教おしえてくれなくても、おてつだいさんとか、うわさ好ずきだものね。お茶ちゃやお弁べん当とうを、出だしたりするときに、こっそり話はなしを聞きいていたのよ」

　す、すごっ。

　そんなの、小しょう学がく１年ねん生せいのやることじゃないよ……。

　ケイもふつうじゃないと思おもってたけど、響ひびきもやっぱりふつうじゃない。

「あとから聞きいたんだけど、響ひびきくんが重じゅう視ししたのは、犯はん人にんから電でん話わがかかってきたときの、うしろから聞きこえた音おとなんだそうよ」

　音おと？

「電でん車しゃの走はしる音おとと、犯はん人にんが歩あるく靴くつ音おと、それに汽き笛てきの音おと。その３つが、犯はん人にんの電でん話わの声こえの、うしろから聞きこえたらしいの」

　なるほど。

　でも、それだけ聞きこえたら、わたしだってわかりそうだよ。

　汽き笛てきってことは、船ふねでしょ。

　港みなとの近ちかくで、電でん車しゃの音おとが聞きこえる場ば所しょなんて、限かぎられてそうだもん。

「警けい察さつも最さい初しょはそう思おもったみたい。だけど、そんな場ば所しょは近ちかくになかったの」

　えっ、なかった？

　水み夏なつも、意い外がいそうな顔かおをしてる。

「港みなとは車くるまで行いけばあったんだけれど、線せん路ろまではかなり距きょ離りがあって、電でん車しゃの音おとなんて、聞きこえるわけがない。だからといって、港みなとの倉そう庫こをしらみつぶしに、調しらべるわけにもいかないでしょ。わたしが、つかまってるんだもの」

　だけど響ひびきは、その手てがかりから、琴こと音ねさんを見みつけたんですよね？

　琴こと音ねさんは、コクンとうなずいた。

「そうよ。響ひびきくんから、あとで聞きいたんだけどね。こう考かんがえたんだって。汽き笛てきの音おとと電でん車しゃの音おとが、両りょう方ほう聞きこえるからといって、本ほん当とうに電でん車しゃや船ふねがあるわけじゃない」

　は、はい？

　わたしは、首くびをかしげる。

　言いってる意い味みがわからない……？

「だよね。わたしも、最さい初しょ聞きいたときは、さっぱりだったの。でもね、言いわれてみれば、たとえばテレビの音おととか、パソコンから効こう果か音おんを流ながすとかだって、あるでしょう？　そんなのを使つかえば、いくらだって、汽き笛てきや電でん車しゃの音おとは流ながせるの」

　じゃあ、犯はん人にんはわざと、そんな音おとを流ながしたってことですか？

「いいえ。響ひびきくんが言いうには、『犯はん人にんの行こう動どうは、行いき当あたりばったりで、そんな計けい画かく性せいはない。それは、たまたま、おじいさまとケンカした琴こと音ねさんを、誘ゆう拐かいしたことからもわかる』って。たしかに、そうなんだよね。わたしが、おじいさまとケンカをして、裏うら口ぐちからこっそり帰かえるなんてこと、だれにもわかるわけがなかったの。だから、響ひびきくんはもう１つの可か能のう性せいを考かんがえた」

　もう１つの可か能のう性せい？

　わたしも水み夏なつも、いつの間まにか、身みを乗のりだして琴こと音ねさんの話はなしを聞きいていた。

「人じん工こう的てきに作つくりだされた音おとが、ぐうぜんに電でん話わから聞きこえてきた、可か能のう性せい」

　あっ……。

「響ひびきくん、いろんな同どう級きゅう生せいに電でん話わをかけて、聞きいたらしいの。電でん車しゃと船ふねの遊ゆう具ぐがある、デパートの屋おく上じょうを知しらないかって」

　デパートの屋おく上じょう？

「わたしはあまり知しらないんだけど、デパートとかの屋おく上じょうに、ちょっとした遊ゆう園えん地ちみたいに、子こどもむけの乗のり物ものがおいてあるところがあるって」

　うんうん！　あるよ！

　わたしも小ちいさいころ、連つれていってもらったことあるし。

「ああいうのって、音おともよくできてて、汽き笛てきの音おとや、電でん車しゃが走はしる音おとも鳴なるんだって。響ひびきくんは、そういう場ば所しょを知しらないかって、同どう級きゅう生せいにきいたそうよ。そうしたら、たった１つだけ、電でん車しゃも船ふねもあるデパートが、見みつかったの」

　じゃあ、そこのデパートに？

　でも、デパートなんて、人ひとを閉とじこめておけそうな、場ば所しょなんてなさそうだけど。

「響ひびきくんは、デパートの屋おく上じょうから見みえる、となりのビルの窓まどを、しばらく観かん察さつしていたみたい。７月がつで暑あつかったからね。わたしが閉とじこめられてたのは、エアコンもない部へ屋やだったから、犯はん人にんたちも、汗あせだくだったのを覚おぼえてる。窓まども開あけたくなかっただろうけど、開あけずにはいられなかったみたい」

　もしかして、響ひびきはそこまで計けい算さんしてたんだろうか？

　まさか、ね……。

「響ひびきくんは、ビルの窓まどから、落おちつかないそぶりを見みせる、あやしい男おとこたちを見みつけたの。『証しょう拠こはない。だけど確かく信しんした』って、響ひびきくんは、あとで言いってた」

　そこまできたら、あとは警けい察さつにまかせれば、だいじょうぶだよね。

「それが、そうもいかなかったの。いまは警けい察さつの信しん用ようがあるけれど、当とう時じの響ひびきくんは、ただの小しょう学がく生せい。いくら説せつ明めいしたって、警けい察さつはきいてくれなかったそうよ」

　そっか。

　いまは中ちゅう学がく生せい探たん偵ていってチヤホヤされているけど、そのときは、いくら響ひびきだって、ただの子こどもあつかいだもんね。

「だから、響ひびきくんは、警けい察さつが犯はん人にんと取とり引ひきするために、部へ屋やを出でて行いったのを見みとどけて、わたしの捕つかまってるビルの部へ屋やまで、たった１人ひとりで助たすけにきてくれたの」
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　そのときのことを思おもいだしたのか、琴こと音ねさんは、なつかしそうな顔かおになった。

「あとは、警けい察さつに連れん絡らくして、犯はん人にんたちも逮たい捕ほされたわ。人ひと質じちをおいていくなんて、いま考かんがえれば間ま抜ぬけな犯はん人にんだけど、２人ふたり組ぐみで、そうせざるをえなかったみたいね」

　響ひびきにとっては、最さい初しょの事じ件けん解かい決けつだったのかな？

　それにしたって、小しょう学がく１年ねん生せいの推すい理りと行こう動どう力りょくじゃないよ……。

　琴こと音ねさんは話はなし終おえると、静しずかに明あかりとりの窓まどを見みあげた。

　日ひざしが、壁かべをわずかに照てらしている。

　しばらく見みつめていた琴こと音ねさんは、ゆっくりと、わたしたちのほうをむいた。

「……そんな響ひびきくんだから、今こん回かいだって、やられっぱなしのわけがないわ。絶ぜっ対たいに助たすけにきてくれるって、わたしは信しんじてる」

　琴こと音ねさんは、真しん剣けんな目めで、わたしと水み夏なつを見みつめる。

　しずかな表ひょう情じょうに、水み夏なつも、いつもみたいなにくまれ口ぐちがきけなくなったみたい。

「……わかりました。わたしも、信しんじます。花はな里さとさんと白しら里さとさんのこと」

　水み夏なつが、琴こと音ねさんを見みて、言いった。

「もちろん、わたしも！」

　あわてて、わたしも言いう。

　とはいっても、響ひびきにばっかりたよってられない！

　ケイに連れん絡らくできたら一いち番ばんだけど、合がっ宿しゅく中ちゅうのわたしになにかあったなんて、気きづくのは、まずムリだもんね。

　わたしが自じ分ぶん自じ身しんで、脱だっ出しゅつする方ほう法ほうを考かんがえなくちゃ。

　……ちょっと、不ふ安あんだけど。

「ありがとう、２人ふたりとも」

　琴こと音ねさんが、泣なき笑わらいの顔かおをうかべる。

　そんな表ひょう情じょうの琴こと音ねさんを見みるのは、はじめてかも。

　琴こと音ねさんだって、そう見みせてるだけで、余よ裕ゆうがあるわけじゃないんだ。

　なんとかして、外そとにこの場ば所しょを知しらせる方ほう法ほうがあれば、いいんだけど……。

「静しずかに」

　琴こと音ねさんが、真しん剣けんな顔かおで、ドアのほうを見みてる。

　わたしも、耳みみをすます。

　カツカツカツ……

　ドアのむこうから、靴くつ音おとが聞きこえてくる。

　犯はん人にん!?







　　　　９　２人ふたりの脱だっ出しゅつ大だい作さく戦せん！




　ドアが開ひらいた。

　作さ業ぎょう服ふくすがたの男おとこたちが、入はいってくる。

　人にん数ずうは３人にん。

　ほかの２人ふたりは、いまはじめて見みる。

「花はな里さと琴こと音ね。来きてもらおうか」

　そう言いったのは、さっき、響ひびきと琴こと音ねさんをスタンガンで気き絶ぜつさせたやつ。

　どうやら、この男おとこがリーダーみたい。

　30代だい前ぜん半はんってところかな。

　体からだつきや、歩あるき方かたからいっても、かなり鍛きたえてるのはわかる。

　それは、うしろにひかえている男おとこたちも、おなじだけど。

　琴こと音ねさんは、男おとこをまっすぐに見みながら、立たちあがった。

「あとの２人ふたりはどうするの？」

「おまえだけだ」

「だめよ！　おいてなんかいけないわっ！　わたしは連つれていけばいい。だけど、この子こたちは、解かい放ほうしなさい」

「この状じょう態たいで、交こう渉しょうをするつもりか。さすが、花はな里さと家けの人にん間げんというところか。だが、それはムリな話はなしだな。顔かおを見みられている。ことが終おわるまでは、解かい放ほうするつもりはない」

　リーダーの男おとこは、余よ裕ゆうたっぷりに言いう。

「あなたがたの目もく的てきはなに？　お金かね？」

「さあね。教おしえる必ひつ要ようはないな」

「こんなことが、うまくいくと思おもってるの？　花はな里さとグループを、甘あまくみないほうがいいわ」

「そのわりには、あっさりとつかまったじゃないか」

　リーダーの男おとこは、肩かたをすくめる。

　琴こと音ねさんが、くちびるをかむ。

　男おとこは、まともに話はなしあう気きなんてないのは、見みてるだけでもわかる。

「この子こたちに、手てを出だしたら、ゆるさない。それだけは、覚おぼえておきなさい」

　琴こと音ねさんが、男おとこをにらみつける。

「おまえが抵てい抗こうしないで、おとなしく言いうことをきいていれば、とりあえず人ひと質じちはぶじだ。これでも、うちの組そ織しきの規き律りつはきびしいんだ」

　組そ織しき？

　こいつらって、ただの誘ゆう拐かい犯はんじゃないの？

　うしろに、なにかいるってわけ。

　あの花か音おん号ごう事じ件けんのときみたいに。

「……そう。なら、早はやく連つれていきなさい」

「思おもったより、あっさりと引ひくな」

「引ひいたわけじゃないわ。……時じ間かんをかけて、説せっ得とくさせてもらうつもりよ」

　琴こと音ねさんは、まっすぐに男おとこを見みつめる。

「ふん」

　男おとこの余よ裕ゆうは変かわらない。

　ああもう！

　いますぐ、あんなやつ、倒たおしてやりたいっ！

　３人にんぐらいなら、この場ばでなんとかできるかもしれないけど……ううん、ダメ。

　ここで動うごいたら、琴こと音ねさんと水み夏なつを、危き険けんにさらしちゃうかもしれない。

　ああ、もう！　もどかしいなぁ！

　琴こと音ねさんは、男おとこたちのほうに歩あるきだしながら、わたしたちをふりかえった。

「行いってくるわ。あなたたちのことは、きっと守まもるから、安あん心しんしていてね」

　琴こと音ねさんが、安あん心しんさせるように、にっこりと笑わらう。

　男おとこたちと、琴こと音ねさんが外そとに出でて、ドアが閉しまる。

　廊ろう下かの靴くつ音おとが、遠とおのいていく。

　その音おとも聞きこえなくなると、シーンと、部へ屋やの中なかが、静しずまりかえった。

「……どうなっちゃうのかな……わたしたち……」

　水み夏なつが、がまんできないというように、つぶやく。

　そりゃ、ふつうの中ちゅう学がく生せいだもん、怖こわいよね。

「だいじょうぶだよ、水み夏なつ。琴こと音ねさんが、うまく交こう渉しょうしてくれるって」

「なによ、気き楽らくそうに！　そんなの、わかんないじゃない！」

　そのとたん、水み夏なつがキッと顔かおをあげて、わたしをにらみつけた。

　ガン！

　ドアに、拳こぶしをたたきつけるみたいな音おとがして、

「おい！　うるさいぞ」

　野の太ぶとい男おとこの声こえがした。

　ドアの外そとに、見み張はりがいるみたい。

　わたしと水み夏なつは、顔かおを見みあわせてだまる。

　小こ声ごえで、水み夏なつが言いった。

「…………ごめん。紅こう月づきさんにどなっても、しかたがないのに」

「いいって、気きにしないで」

　冷れい静せいでいられないのは、あたりまえ。

　わたしだって、レッドをやってなかったら、考かんがえなしに、さっき男おとこたちにむかっていってただろうし。

　問もん題だいは、これからどうするか、だよね……。

　あのリーダーの男おとこは、ことが終おわるまでは解かい放ほうしないって言いってたけど、終おわったあとに、ぶじに解かい放ほうされるかなんて、わからない。

　犯はん人にんの顔かおを、見みてるわけだし。

　レッドに変へん身しんして、琴こと音ねさんを助たすけにいくにも、水み夏なつといっしょにいたらムリだし……。

　こうなったら、なんとか、水み夏なつを脱だっ出しゅつさせてから、琴こと音ねさんを助たすけにいくしかない！

　響ひびきも動うごいてるかもしれないけど、たよりにしてばかりもいられないしね。

「……水み夏なつ。なんとか、ここから脱だっ出しゅつしよう」

「ムリよ、そんなの」

　水み夏なつは首くびをふる。

「危き険けんじゃない。だれかが助たすけにくるのを、待まったほうがいいわ」

　水み夏なつの言いうこともわかる。

　ただの女じょ子し中ちゅう学がく生せいなら、ここで助たすけを待まつのが、正せい解かいだよね。

　でも、わたしはそうじゃないもん。

　わたしは、小ちいさい声こえで言いった。

「だいじょうぶ。いまなら、琴こと音ねさんに、あいつらも集しゅう中ちゅうしてるはずだし、うまくいくって」

「見み張はりはどうするのよ。それに、こんなしばられたままじゃ、まともに動うごけないじゃない」

「あ、それならだいじょうぶ！」

　わたしはそう言いって、うしろ手での腕うでを、こすりあわせるように動うごかす。すると──

　スルスル、と片かた手てがロープから抜ぬける。

「ほらね」

　わたしは、抜ぬけたロープを、水み夏なつに見みせる。
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「な、なんで！　しっかり結むすんであって、抜ぬけそうもなかったのに……」

　水み夏なつがびっくりした顔かおで、自じ分ぶんの腕うでを、動うごかしてるけど、びくともしない。

　ま、これにはコツがいるもんね。

　昔むかし、お父とうさんに教おしえてもらったんだけど、さっきまで、すっかりわすれてた。

「紅こう月づきさんって、何なに者もの……？」

　けげんな顔かおで、水み夏なつがわたしを見みてる。

　や、やばっ。

　こんなところで、変へんな疑うたがいを持もたれちゃったら、あとでケイに怒おこられる。

「ほ、ほら、わたしって、アウトドアとか、けっこう行いくから。ロープの使つかい方かた、くわしいんだよね」

「ふ～ん……」

　まだ、疑うたがわしげだったけど、とりあえず納なっ得とくしてくれたみたい。

「でも、ロープがとけても、見み張はりがいるんじゃ、かんたんに出でられないのが、問もん題だいなんだよね。鍵かぎも外そとからかかってるし」

　わたしは、頭あたまを抱かかえる。

　こういうのは、ケイの担たん当とうなんだけどなぁ。

　いっそのこと、ドアを蹴けりやぶって、見み張はりをぜんぶ倒たおしちゃうのが、一いち番ばんかんたんなのに。

　見み張はりは、１人ひとりだけっぽいし。

「ねえ、紅こう月づきさん」

「あ、ごめん。いま、水み夏なつのロープもほどくね」

「ちがうの。わたし、いい作さく戦せん思おもいついたわ」

　作さく戦せん？　なんの？

「ここから、脱だっ出しゅつする作さく戦せん」

　ほんと!?

　でも、いいの？

「危き険けんかもしれない。でも、紅こう月づきさんの言いうとおり、ここで、じっと不ふ安あんに待まってるなんて、いやだから。……それに」

　それに？

「あの人ひと……花はな里さとさんは、本ほん当とうにわたしたちの身みの安あん全ぜんを、自じ分ぶんのことより心しん配ぱいしてくれた。そんな人ひとを助たすけだせるなら、少すこしぐらいの危き険けんは、かまわないわ」

「水み夏なつ……」

「うれしそうな顔かおなんて、してる場ば合あい？」

　そうだった。

　それで、作さく戦せんっていうのは？

　水み夏なつは、ドアのほうを見みる。

「ちょっと、耳みみを貸かして」

　わたしは、水み夏なつのそばによる。

「あのね……」

　水み夏なつの作さく戦せんを聞きく。

「すごいっ！　それなら、うまくいくかも」

「静しずかに」

　水み夏なつに言いわれ、わたしはあわてて、口くちをおさえる。

「かも、じゃなくて、やるなら絶ぜっ対たいにうまくいかせないと」

　うん！

　わたしたちなりの方ほう法ほうで、絶ぜっ対たい、ここから脱だっ出しゅつしてみせるっ！
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「ふざけないでよ！　ぜんぶ、紅こう月づきさんのせいでしょ！」

　水み夏なつがどなる。

「なにが、わたしのせいなわけ？　水み夏なつってば、勝かっ手てすぎ！　こんなことになるなんて、わたしにわかるわけないでしょ！　それに、勝かっ手てに近ちか道みちしたのは、水み夏なつじゃん！」

　負まけじとわたしも、どなりかえす。

「だからなによ!?　あの２人ふたりと知しりあいだったのは、紅こう月づきさんでしょ！　勝かっ手てに近ちかづいて、こんなことになって、巻まき込こまれたわたしは、いい迷めい惑わくよっ！　もう、疫やく病びょう神がみもいいところだわ！」

「なんでそんなこと言いえるわけ？　少すこしは、２人ふたりのことが心しん配ぱいにならないの！　水み夏なつは、人ひとの気き持もちがわからなすぎなのよ！」

「おい、おまえら。静しずかにしろ」

　ドアの外そとから、見み張はりの男おとこの声こえがする。

　でも、そんなの無む視し！

　わたしと水み夏なつは、顔かおを赤あかく上じょう気きさせてにらみあった。

「人ひとの気き持もちがわからない!?　わたしのどこがそうだっていうのよ！」

「たしかに水み夏なつは、だんぜん演えん技ぎがうまいよ！　でも、水み夏なつはみんなから孤こ立りつしすぎだよ！」

「そんなの、あなたに関かん係けいないでしょっ！」

「関かん係けいある！　みんなの部ぶ活かつでしょ！　いくら演えん技ぎができたって、それ以い外がいの時じ間かんは、みんなをつきはなすようなことばかり言いって、いつもひとりぼっちでいて、水み夏なつは楽たのしいの！」

「そ……そんなこと、あなたに言いわれたくないっ！」

　水み夏なつが、目めに涙なみだをうかべてさけぶ。

「紅こう月づきさんは、なんでも持もってるから余よ裕ゆうがあるんでしょ！　いつだって、特とく別べつなんだから！」

「なにが特とく別べつなのよ！　水み夏なつが勝かっ手てにそう思おもってるだけじゃない！　わたしはふつうの……」

「ふつうの中ちゅう学がく生せいは、花はな里さとさんみたいな人ひとや、中ちゅう学がく生せい探たん偵ていとなんて、知しりあいじゃない！　それに、折おり原はら会かい長ちょうだって！　幸ゆき村むら部ぶ長ちょうだって!!　いつもあなたのことばっかり、特とく別べつあつかいしてるじゃないっ！」

「そ、そんなこと……」

「そんなことある！　なんで、幸ゆき村むら部ぶ長ちょうはあなたばかりに期き待たいするの！　わたしのほうが、演えん技ぎだってできるし、演えん劇げきのことも知しってるのに、なんで！」

　つぎの瞬しゅん間かん、ドアがいきおいよく開ひらいた。

「いいかげんにしろ！　静しずかにできないなら、口くちをガムテープでふさいで──な、なんだ!?」

　入はいってきた見み張はりの男おとこが、目めを見みひらく。

　その視し線せんの先さきにいるのは、角かく材ざいをふりあげて、ドアの横よこで待まちかまえていた、わたし。

「おりゃ！」

　角かく材ざいを、男おとこの首くびすじに打うちつける。

　バタッ

　男おとこが倒たおれて、動うごかない。

「……やったの？」

　水み夏なつが、おそるおそる、男おとこをのぞきこんでる。

　わたしは、男おとこの近ちかくによってみてみる。

　うん、だいじょうぶ。

　気き絶ぜつしたみたい。

　悪わるいやつでも、大おおけがしたらこまるから、力ちからは加か減げんしたし、そのうち気きづくだろうけど。

「いまのうちに、しばっちゃおう。水み夏なつ手てつだって」

　わたしたちをしばるのに使つかわれてたロープで、今こん度どは男おとこをしばりあげる。

　これでよし！

「うまくいったわね……」

　水み夏なつが、ほっとしたように息いきをついて、目めじりの涙なみだをぬぐってる。

「さっきの演えん技ぎ、すごかったよ！　演えん技ぎで怒おこり泣なきできるなんて、やっぱり水み夏なつって、すごいね」

「…………あ、あれぐらい、あたりまえよ」

　水み夏なつは、ぷいっと顔かおをそむけてしまった。

　あれ？

　ほめたつもりなんだけどな……。

「そんなことより！　早はやくここを出でましょう。ほかのやつが来くるかもしれないし」

　わたしが水み夏なつを見みていると、顔かおをそむけたまま、スタスタと、部へ屋やの外そとに歩あるきだしてしまった。

　たしかに、ここでのんびりしてるわけにもいかないもんね。

　ドアから、そっと首くびだけだして、廊ろう下かをのぞき見みる。

　長ながい廊ろう下かが左さ右ゆうにつづいている。

　少すこしカーブしていて、先さきのほうまでは、よく見みえないけど、近ちかくに見み張はりはいないみたい。

「ふぅ……だいじょうぶそう」

　わたしが言いうと、水み夏なつがほっとしたように、息いきをつく。

「行いこう」

　水み夏なつといっしょに、部へ屋やの外そとに出でる。

　手てを伸のばして、水み夏なつの手てをにぎると、水み夏なつはびくっとしたけど、こばまなかった。

　ギュッとにぎった手てのひらが、汗あせばんでる。

「とりあえず、こっちから行いってみよう」

　わたしは、左ひだりの方ほう向こうを指ゆびさす。

　ただの勘かんだけど、いまはそれぐらいしか信しんじるものはないもんね。

　いつもの、わたしの勘かんを信しんじてみよう。

　水み夏なつが、緊きん張ちょうした顔かおでうなずく。

　靴くつ音おとをたてないように、慎しん重ちょうに進すすむ。

　廊ろう下かは、怖こわいくらいに静しずか。

　壁かべも、廊ろう下かも、よく見みると、かなり古ふるい感かんじがする。

　だからって、汚きたないわけじゃなくて、手て入いれはけっこうきちんとされてきたみたい……。

　いったい、ここってどこなんだろ？

　ドアがいくつかあるけど、ここもさっきと、おなじような部へ屋やなのかな。

「ねえ、水み夏なつ。ここって……どうかした？」

　水み夏なつの顔かおを見みると、なにかを考かんがえこむような顔かおをしていた。

「紅こう月づきさん……わたし、ここ、来きたことがあるような気きがする……」

　えっ！　ほんとに？

　思おもいだせたら、出で口ぐちに早はやくつけるかも。

「それが、なかなか思おもいだせないから、なやんで──」

「しっ！」

　わたしは、水み夏なつの言こと葉ばをさえぎるように、口くちもとに人ひとさし指ゆびを立たてる。

　水み夏なつもすぐに理り解かいして、口くちを閉とざした。

　耳みみをすます。

　カツカツカツ、と足あし音おとがする。

　だれかくる!?

　まずいっ！

　ここって１本ぽん道みちで、曲まがるところなんてないし、はちあわせしちゃう！

　わたしがアタフタしていると、ぐいっ、と腕うでをひっぱられた。

　な、なに？

　うしろをふりかえると、水み夏なつが廊ろう下かのはしにおいてある、用よう具ぐ入いれのロッカーを指ゆびさしてる。

　あそこならいけるかも！

　わたしと水み夏なつは、ロッカーまで行いき、音おとを立たてないように扉とびらを開あけた。

　中なかはガランとしてる。

　ラッキー！

　なにも入はいってない。

　わたしたちは、いそいでロッカーの中なかに入はいって、扉とびらを閉しめた。

　縦たて長ながのせまいロッカーだから、抱だきあうように、ぴったりと身体からだを寄よせないといけない。

　水み夏なつのあらい息いきが顔かおにかかった。

　おたがいの心しん臓ぞうの音おとが聞きこえちゃいそう。
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　カツカツカツカツ

　靴くつ音おとが、だんだん大おおきくなってくる。

　わたしと水み夏なつは、一いっ生しょう懸けん命めい、息いきを殺ころす。

「……なんだって、子こどもの見み張はりなんて、しなきゃならないんだか……むかつくぜ」

　男おとこの足あし音おとが、すぐ目めの前まえで立たちどまった。

　声こえが、すぐ近ちかくで聞きこえて、息いきをのむ。

　ロッカーのすきまから、作さ業ぎょう服ふくがわずかに見みえた。

　そのすがたが、すっと消きえる。しゃがみこんだらしい。

　数すう秒びょうして、靴くつのひもを結むすびなおしたらしい男おとこが、歩あるきはじめた。

　目めの前まえを通とおりすぎて、靴くつ音おとがだんだん遠とおくなっていく。

　さらに10秒びょうほどして、完かん全ぜんに足あし音おとが聞きこえなくなった。

　き、気きづかれなかった……。

　そっと、音おとをたてないようにロッカーを開ひらいて、外そとにころがり出でる。

　左さ右ゆうを確かく認にんする。

　だいじょうぶ。人ひと影かげはない。

　わたしは、ようやく安あん心しんして、大おおきく息いきを吐はいた。

　いつの間まにか、息いきを止とめてたみたい。

「助たすかったぁ……。でも水み夏なつ、ロッカーの中なかに、なにか入はいってたらどうするつもりだったの？」

「それはないと思おもってた」

　水み夏なつもほっとしたように息いきをつきながら、ロッカーから出でてきた。

　なんで？

「思おもいだしたの」

　思おもいだしたって、なにを？

「ここが、どこかってこと」

　えっ、ほんとに!?

　どこなの！

「ここ、たぶん前まえに演えん劇げき部ぶで使つかってた、ホールだよ」

　へっ!?

　わたしと水み夏なつは、あたりを見みまわす。

　言いわれてみれば、こんなに長ながい廊ろう下かが、ゆるやかにカーブしながらつづいているのも、ホールだったら納なっ得とくできるかも。

「何なん度どか、観みにきたことあるから、まちがいないよ。ここは、楽がく屋やだった部へ屋やの近ちかくのはず」

　水み夏なつが、ほっとした顔かおで言いった。

　わたしも、ぜんぜん得え体たいのしれない場ば所しょじゃなくて、安あん心しんした！

　手てがかりもなかったら、うまく脱だっ出しゅつできるかどうかも、わからなかったし。

「うちの学がっ校こうの先せん輩ぱいたちは、ずっとここで公こう演えんしてきたの……入にゅう学がく前まえに何なん度ども演えん劇げき部ぶの公こう演えんを観みに行いって、幸ゆき村むら部ぶ長ちょうを見みて、一いっ瞬しゅんで劇げきの世せ界かいに引ひっぱりこまれた。すごくあこがれたの。この楽がく屋やに、ずーっと来きたかった……まさか、こんなかたちで来くるなんて思おもってなかったけど……」

　水み夏なつはそう言いうと、もう一いち度ど、あたりをぐるりと見みまわした。

「わたしもいつか、ここで公こう演えんがしたいと思おもった。いっしょに、幸ゆき村むら部ぶ長ちょうと演えん劇げきがしたいって。だから、両りょう親しんにも、妹いもうとにもワガママを言いって、演えん劇げき部ぶに入はいることを、ゆるしてもらったの」

　そういえば、両りょう親しんは共とも働ばたらきで、妹いもうとのごはんつくってるって、言いってたっけ。

「だけど……幸ゆき村むら部ぶ長ちょうは紅こう月づきさんのことばっかりで……」

　えっ!?

　それって、さっき言いってた……本ほん音ねだったの！

「ちょ、ちょっと待まって！　幸ゆき村むら先せん輩ぱいはなにも知しらないわたしに、お芝しば居いを教おしえてくれてるだけだよ。部ぶ員いんみんなに平びょう等どうに接せっしてると思おもうし。幸ゆき村むら先せん輩ぱいが、わけへだてする人ひとじゃないのは、水み夏なつが一いち番ばんよくわかってるでしょ！」

　わたしの言こと葉ばに、水み夏なつはうつむいた。

　髪かみの毛けが顔かおにかかって、表ひょう情じょうが見みえなくなる。

　水み夏なつは、小ちいさな声こえで言いった。

「……わかってる。紅こう月づきさんは、なにも悪わるくない。わたしの勝かっ手てな嫉しっ妬とよ」

「そんなことないよ。さっき、水み夏なつは人ひとの気き持もちがわからない、なんて言いっちゃったけど、人ひとの気き持もちを想そう像ぞうできなきゃ、演えん技ぎはできないって、幸ゆき村むら先せん輩ぱいが言いってたんだよね」

「先せん輩ぱいが……？」

　水み夏なつが顔かおを上あげる。

「あんなに演えん技ぎのうまい水み夏なつが、人ひとの気き持もちが、わからないわけないのにね。ひどいこと言いっちゃった。ごめんね」

　わたしは、水み夏なつに笑え顔がおであやまる。

「……わ、わたしも、紅こう月づきさんやほかのみんなに、きつい言いい方かたばかりしちゃってた……ごめん」

　水み夏なつが、わたしの顔かおを見みないまま、言いう。

「……水み夏なつ、幸ゆき村むら先せん輩ぱいは、水み夏なつのこと、すごくたよりにしてると思おもうよ。わたしの指し導どう係がかりだって、まっさきに水み夏なつを指し名めいしたじゃない」

「うん、わかってる。……それにね。ここが、あのホールだって気きづいて、思おもいだしたの。幸ゆき村むら部ぶ長ちょうの演えん技ぎを観みて、演えん劇げき部ぶの公こう演えんを観みて、最さい初しょに思おもったのは、わたしもあそこに入はいって、めいっぱい演えん技ぎをしてみたい、ってことだったんだって」

　そう言いって、水み夏なつがやっと、顔かおを上あげた。

　いつも、ぶっちょうづらだったその顔かおに、泣なき笑わらいみたいな表ひょう情じょうがうかんでいた。

「……いままで嫌いやな態たい度どをとって、ごめん」

　水み夏なつが頭あたまを下さげる。

　そんなのいいって！

「これからは、おなじ劇げきに出でるなかまとして、いっしょにがんばろう」

　水み夏なつはそう言いって、にっこりと笑わらう。

　水み夏なつの笑え顔がおを見みたのって、これがはじめてかも！

「わたしも、あらためて、よろしくね。……まだまだ、教おしえてもらうことが、多おおそうだけど」

「それはいままでどおり、きびしく教おしえていくから」

　えええええっ！

　いま、なかまって言いったじゃん。

「それとこれとはべつ。とにかく、そういうわけだから、少すこしはここの場ば所しょがわかるわ」

　もう！

　でも、これで少すこし希き望ぼうが見みえてきたかも。







　　　　11　見みつかった……！




「こっちのほうに、裏うら口ぐちがあったはずだわ」

　水み夏なつの案あん内ないで、まわりを警けい戒かいしながら、慎しん重ちょうに廊ろう下かを進すすむ。

　廊ろう下かには、いくつもドアがあって、それがいつ開ひらかないとも、かぎらない。

　物もの音おとや人ひとの気け配はいを、聞ききもらさないように、わたしも水み夏なつも耳みみをすませながら、歩あるいていた。

「あそこ」

　水み夏なつが小こ声ごえで言いって、廊ろう下かの先さきを指ゆびさす。

　つきあたりに、ドアがあった。

「あのドアから舞ぶ台たいに出でられて、左ひだり側がわのドアから、裏うら口ぐちに出でられるはずよ」

　やったっ！

　ここから、出でられるんだ！

　水み夏なつも、ほっとした顔かおをしてる。

「じゃあ、早はやく脱だっ出しゅつし──」

　わたしが言いいかけたとき、

「おい！　人ひと質じちのガキたちが逃にげたぞ！」

　廊ろう下かの遠とおくから、どなり声ごえが聞きこえた。

　や、やばっ！

　さっきのやりすごしたやつが、気きづいてもどってきたんだ。

　わたしは水み夏なつを見みる。

　水み夏なつの顔かおにも、あせりと緊きん張ちょうがあった。

　とりあえず、かくれないと！

　こっち！

　わたしは、水み夏なつの腕うでをつかんで、廊ろう下かを走はしる。

　そのまま、近ちかくのドアを開ひらいて中なかに飛とびこんだ。

　ドアを閉しめて、耳みみをそばだてる。

　男おとこが走はしり抜ぬけていく足あし音おとが、ひびいて、遠とおくなっていく。

　どうやら、やりすごせたみたいだけど、逃にげたのがばれた以い上じょう、すぐにここを出でるのは危き険けんかも。

　それに、適てき当とうにドアを開あけて入はいったけど、ここって、どこ……？

　うす暗ぐらくて、よく見みえないけど、いろいろと機き械かいがおかれてるのが、なんとかわかる。

「どうやら、舞ぶ台たい裏うらの機き材ざい置おき場ばみたいね」

　水み夏なつが、見みまわしながら小こ声ごえで言いう。

　慎しん重ちょうに奥おくに進すすんでみると、明あかりが見みえた。

　どうやら、ここは舞ぶ台たいの袖そでみたい。

　そっと、舞ぶ台たいのほうをのぞいてみる。

　舞ぶ台たいの上うえに、作さ業ぎょう服ふくすがたの男おとこたちが、４、５人にんくらい立たっていた。

　どの男おとこも、ただの作さ業ぎょう員いんにしては目めが鋭するどすぎるし、身みのこなしが軽かるい。

　まちがいなく、やつらのなかまだ。

「わたしを誘ゆう拐かいして、なにが目もく的てきなの」

　琴こと音ねさんの声こえ!?

　もしかして、ここにいるの？

　わたしたちは、音おとをたてないように、声こえのしたほうが、見みえる場ば所しょに移い動どうする。

　あっ……。

　琴こと音ねさんは、男おとこたちにかこまれるように、立たっていた。

　ひるんだ様よう子すはなくて、いつもどおり……ううん、いつも以い上じょうに堂どう々どうとしてる。

　その琴こと音ねさんを、天てん井じょう近ちかくの窓まどから差さしこんできた光ひかりが、スポットライトのように照てらしだしていた。

　まるで、本ほん物ものの女じょ優ゆうが立たっているみたいに、そこの空くう間かんだけ空くう気きがちがうのが、ここからでもわかる。
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　男おとこたちも、気け圧おされたように、琴こと音ねさんに必ひつ要よう以い上じょうに近ちかづいていないみたい。

「花はな里さとグループの会かい長ちょうに、やめてもらおうと思おもってね」

　男おとこたちの中なかから、１人ひとりが前まえに出でてきた。

　さっきのリーダーの男おとこだ。

「おじいさまを脅きょう迫はくするつもり!?」

　琴こと音ねさんの顔かお色いろが変かわる。

「ああ。孫まご娘むすめの解かい放ほうを条じょう件けんにすれば、うまくいくだろうよ」

　なに、あいつら！

　琴こと音ねさんを使つかって、そんなこと考かんがえてたの。

　ゆるせないっ！

「……おじいさまが、言いうことをきくわけがないわ。それに、もしおじいさまが会かい長ちょうをやめたとして、あなたたちに、なんの利り益えきがあるというの？」

「さあね。それを答こたえる必ひつ要ようはないな」

　リーダーの男おとこは、肩かたをすくめる。

　あいつぅ……。

　そんな余よ裕ゆうな態たい度ども、いまのうちだけだからね！

　水み夏なつを脱だっ出しゅつさせたら、すぐにもどってきて、ぶっとばしてあげるんだから！

（どうするの？）

　小こ声ごえの水み夏なつの言こと葉ばで、わたしは我われにかえる。

　そうだった！

　いまは、わたしたちが脱だっ出しゅつしなくちゃ！

（とりあえず、もどろう）

　わたしは水み夏なつにささやいて、舞ぶ台たい袖そでからゆっくりと、移い動どうする。

　水み夏なつもうなずいて、わたしのあとをついてくる。

　──あっ。

　声こえにならない声こえが、聞きこえた気きがした。

　水み夏なつが、床ゆかにはっていたコードに足あしを引ひっかけて、倒たおれこむ。

　わたしが、あわてて水み夏なつの体からだを支ささえたけど、コードのほうまでは、手てが足たりない。

　ガランッ

　コードの先さきにあった、機き材ざいが倒たおれて、大おおきな音おとを立たてる。

「だれだ！」

　ま、まずい！

　男おとこたちが、こっちに集あつまってくる。

　わたしは、すばやく水み夏なつの前まえに立たちはだかった。

「おまえら……どうしてここにいる！　見み張はりはどうした」

　リーダーの男おとこが、どなる。

「いま、連れん絡らくがありました。見み張はりがしばられていたそうです」

　ほかの男おとこが、リーダーの男おとこに報ほう告こくする。

「ちっ、ただの子こどもと、あなどったのが悪わるかったか。今こん度どは逃にげだせないように、しっかりとつかまえておくことにしようか」

　男おとこたちが、近ちかづいてくる。

　どうする!?

　レッドのときみたいに、わたしが本ほん気きを出だして戦たたかえば、この場ばをきりぬけられるかも。

　だけど、そうしたら、わたしがただの中ちゅう学がく生せいじゃないって、ばれちゃうかもしれない。

　もしも、怪かい盗とうレッドだってばれたら、みんなといっしょにいられなくなる……。

　実み咲さきや優ゆ月づき、詩し織おり会かい長ちょうや幸ゆき村むら先せん輩ぱい……みんなの顔かおが思おもいうかぶ。

「アスカちゃんたち、どうしてこんなところに！」

　男おとこたちにつかまれながら、琴こと音ねさんがおどろいた顔かおをしてる。

　琴こと音ねさん、水み夏なつ……。

　なやんでる場ば合あいじゃないよね！

　２人ふたりを助たすけるためだもん。

　ばれたら、そのとき考かんがえる！

　わたしは、ギュッと拳こぶしをにぎりしめて、一歩ぽ前まえに出でた。

「……こ、紅こう月づきさん？」

　水み夏なつの声こえが、ふるえてる。

　わたしが、守まもる！

　心こころを決きめて、かまえをとろうとした瞬しゅん間かん──




　バンッ！




　いきおいよく、劇げき場じょうの扉とびらが開ひらいた。

　な、なに!?

「……ハアハア……やっと見みつけたよ……琴こと音ねさん」

　息いきを切きらして、汗あせみどろ。

　白しろいジャケットは、ところどころが、うす汚よごれてる。

　だけど、まちがいなかった。

　そこに立たっていたのは、中ちゅう学がく生せい探たん偵てい、白しら里さと響ひびき！







　　　　12　響ひびきの大だい奮ふん戦せん！




「貴き様さま、どうしてここがわかった？」

　リーダーの男おとこが、けわしい顔かおで、響ひびきの方ほうをむいた。

　男おとこたちのするどい視し線せんをあびながら、響ひびきはジャケットのポケットから、小ちいさな四し角かくい機き械かいをとり出だす。

「これは受じゅ信しん機きだよ。琴こと音ねさんの携けい帯たい電でん話わや、ＧＰＳ発はっ信しん装そう置ちは破は壊かいしたんだろう。だけど、ぼくがやられる前まえに、琴こと音ねさんにわたした、超ちょう小こ型がたの盗とう聴ちょう器きをしこんだペンには、気きがつかなかったようだな。あとは、琴こと音ねさんからのモールス信しん号ごうを聞きけば、居い場ば所しょはわかる」

　モールス信しん号ごうって、たしか音おとでアルファベットやカタカナを伝つたえられるやつだって、ケイが前まえに教おしえてくれたっけ。

　あっ！

　もしかして、つかまってるときに、琴こと音ねさんがペンでたたいてたのって……。

　それで、響ひびきが助たすけにくるって、琴こと音ねさんは確かく信しんしてたんだ。

　やるじゃん、響ひびき！

「なるほどな。さすが、中ちゅう学がく生せい探たん偵ていとさわがれるだけのことは、あるわけか」

　男おとこたちの意い識しきが、わたしたちから、響ひびきへとそれる。

　ひとまず、助たすかったみたい。

　あとは、響ひびきといっしょにきた警けい察さつがこいつらを……って……。

　あれ？

　いつもの響ひびきなら、突とつ入にゅうのときに、警けい察さつ官かんをうしろに連つれてきていてもおかしくない。

　なのに、なんで１人ひとりなわけ？

「──それで？　おまえ、どれだけ警けい察さつ官かんを連つれてきたんだ？」

　リーダーの男おとこが、警けい戒かいしていた表ひょう情じょうをといて、笑えみを浮うかべてる。

「こっちは20人にんはいる。まさか、おまえ１人ひとりということは、ないだろう？」

「…………」

　響ひびきは答こたえない。

　もしかして、本ほん当とうに１人ひとりで来きたの？

　どうして!?

　リーダーの男おとこは、余よ裕ゆうのある調ちょう子しで、響ひびきに話はなしかける。

「警けい察さつは、おまえを信しんじなかったんだろう？　花はな里さと琴こと音ねを目めの前まえで誘ゆう拐かいされ、その前まえには、怪かい盗とうレッドに、まんまと絵かい画がを盗ぬすまれている。警けい察さつからの信しん用ようがなくなっても、おかしくはない」

　えええええっ！

　じゃあ、まさかレッドのせいで、響ひびきの信しん用ようがなくなっちゃったの？

「おまえたちをつかまえるのに、警けい察さつの力ちからを借かりるまでもない、というだけだ」

　響ひびきは変かわらない口く調ちょうで言いうけど、こんな状じょう態たいじゃ、強つよがってるようにしか聞きこえない。

　だって、この人にん数ずうを相あい手てに、１人ひとりでなんてムリ。

　響ひびきまでつかまって、どうしようもなくなっちゃう。

　だけど、響ひびきは冷れい静せいな表ひょう情じょうのままで、言いった。

「……それに、なにも準じゅん備びをしてないとは、言いってない」

「なに？」

　リーダーの男おとこが問といかえす前まえに、響ひびきが手てもとの携けい帯たい電でん話わを操そう作さする。

　リリリリリリンッ

　とつぜん、警けい報ほう機きが鳴なりだす。

「なんだ、これは！」

　同どう時じに、舞ぶ台たい上じょうや観かん客きゃく席せきの天てん井じょうについている、スプリンクラーが作さ動どうして、放ほう水すいが始はじまる。

　天てん井じょうから四し方ほうにむかって、いきおいよく水みずがふりそそぐ。

「こ、この！」

　真ま下したにいる男おとこたちは、両りょう手てで顔かおをおおっていたけど、水すい量りょうのほうが圧あっ倒とう的てき。

　あっという間まに、男おとこたちが水みずをかぶって、全ぜん身しんずぶぬれになってる。

　わたしたちは、とっさに舞ぶ台たい袖そでに駆かけこんで、なんとかぬれずにすんだ。

「ここにくる前まえに、スプリンクラーと火か災さい報ほう知ち機きに、仕し掛かけをさせてもらった」

　入いり口ぐち近ちかくにいた響ひびきは、ぬれることなく、服ふくがずぶぬれの男おとこたちをながめている。

　準じゅん備びって、これのことなのね。

　やるじゃん！

　響ひびきがまた携けい帯たい電でん話わを操そう作さすると、スプリンクラーの水みずが止とまった。

「ちっ！　これがどうしたって、言いうんだ。おい！　あいつをつかまえろ」

　リーダーの男おとこは顔かおをぬぐいながら、男おとこたちに指し示じを出だす。

　ずぶぬれにされて、怒いかりに燃もえた男おとこたちが、響ひびきにむかう。

　響ひびきは客きゃく席せきのあいだに立たって、むかえうつ態たい勢せいになった。

　うまいっ！

　あれなら、客きゃく席せきが邪じゃ魔まして、２人ふたりぐらいずつしか、男おとこたちもしかけられない。

「ぎゃあっ！」

　響ひびきになぐりかかった男おとこが、そのまま、ばったりと床ゆかに倒たおれる。

　響ひびきはなにも攻こう撃げきした様よう子すじゃないけど……

　ど、どうなってるの？

「ぐはっ」

　響ひびきにむかっていく男おとこたちが、つぎつぎに倒たおれていく。

　あっという間まに、５人にんを倒たおしちゃった。

　響ひびきって、あんなに強つよかったわけ？

「貴き様さま、スプリンクラーを、作さ動どうさせたのは、そのためか！」

　リーダーの男おとこが、いらだったように、どなる。

　どういうこと？

　ここからだと、響ひびきがなにをしてるのか、よく見みえない。

「いまさら気きづいても、おそい。水みずにぬらせば、通つう電でん性せいが増ます。それなら、こいつを当あてるだけで、十じゅう分ぶんだ」

　あっ！

　響ひびきが手てに持もってるのって、スタンガン！

　そっか！

　響ひびきの策さくって、あれだったんだ。

「まわりこめ！　かこんでしまえば、１人ひとりじゃどうにもできない！」

　リーダーの男おとこの指し示じで、男おとこたちが左さ右ゆうに広ひろがる。

　すぐに飛とびかかるのをやめて、男おとこたちは響ひびきから距きょ離りをとる。

　客きゃく席せきをはさんで、10人にんほどで、ゆっくりと響ひびきをとりかこむ。

　まずいかも……。

　かこまれたら、１人ひとりじゃ相あい手てなんてできない。

　助たすけにいく？

　でも、響ひびきの目めの前まえで、本ほん気きを出だしたら、まちがいなく、わたしがレッドだって気きづかれる。

　なにか方ほう法ほうはないの……？

　わたしがレッドだって、ばれないで、響ひびきを助たすけられる方ほう法ほうは。

「くっ！」

　左ひだりからきた男おとこにスタンガンをあてた瞬しゅん間かんに、右みぎからも攻こう撃げきされて、響ひびきは紙かみ一ひと重えでよけてる。

　いくら、スタンガンを当あてるだけでいいっていっても、相あい手てはみんな格かく闘とう技ぎをやっているような男おとこたちばっかり。

　さすがに、響ひびき１人ひとりじゃきびしい。

　だけど、響ひびきはほおの汗あせをぬぐうと、口くちもとに笑えみを浮うかべた。
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「どうした？　そのていどか」

　挑ちょう発はつするように響ひびきが言いうと、男おとこが挑ちょう発はつに乗のって、飛とびかかってくる。

　それをスタンガンで倒たおすと、響ひびきはかこいの正しょう面めんにむかってつっこむ。

　じりじりと押おされるより、一いっ点てん突とっ破ぱをねらったんだ。

　うまくいって！

　祈いのるような気き持もちで、響ひびきを見みつめる。

「くっ！」

　響ひびきが、男おとこのパンチをすれすれでかわして、気き絶ぜつさせる。

　もう１人ひとり倒たおして、そのまま響ひびきは、つぎの男おとこにむかっていく。

「このっ！」

　響ひびきのふるった、スタンガンが空くうを切きった。

　相あい手ても慣なれてきて、かんたんにスタンガンに当あたらない。

「響ひびきくん、うしろ！」

　琴こと音ねさんがさけぶのと同どう時じに、うしろから近ちかづいていた男おとこが、響ひびきをなぐる。

「がはっ！」

　床ゆかに転ころがるように、たおれこむ。

　響ひびき！

　もうダメ。

　響ひびきもやられちゃう。

　こうなったら、もうわたしが行いくしかない！

　いまなら、響ひびきに男おとこたちも集しゅう中ちゅうしてる。

　うまくいけば、琴こと音ねさんと水み夏なつを、逃にがせるはず。

　わたしは、足あしに力ちからを入いれ、かけだそうとする。

　その瞬しゅん間かん、ひやりと冷つめたい空くう気きを感かんじた。

（こっちよ）

　え？

　とつぜん、声こえがする。

　ど、どこ!?

　つぎの瞬しゅん間かん、照しょう明めいが落おちた。







　　　　13　怪かい盗とうレッドからの指し令れい!?




（アスカ、こっち！）

　この声こえ!?

　暗くら闇やみの中なかで、声こえの方ほう向こうをさぐる。

　舞ぶ台たいの床ゆかが、ゆっくりと下したにおりていくのが見みえる。

　大おおきさからいくと、畳たたみ１畳じょう分ぶんぐらい。

　舞ぶ台たいの床ゆかに、ぽっかりと穴あなが開あく。

　考かんがえてる時じ間かんはない。

　わたしは、水み夏なつの腕うでをひっぱる。

　おどろいて目めを見みひらく水み夏なつに、うなずきかける。

「ちょっと、ごめん」

　わたしは、水み夏なつを両りょう腕うでで抱だきかかえて持もちあげる。

（下した、２メートル）

　穴あなの下したから、声こえが聞きこえてくる。

　わたしは、水み夏なつを抱かかえたまま、おもいきって舞ぶ台たいの穴あなに飛とびこんだ。

　ふわり、とした体からだが浮ういている感かん覚かく。

　そのまま、落らっ下かする。

　スタンッ

　声こえの通とおり、２メートルぐらいの位い置ちに床ゆかがあった。

　ぶじ着ちゃく地ち！

　暗くら闇やみの中なかだったけど、２メートルって指し示じがあったから、ケガをしなくてすんだ。

（こっち！）

　さっきと同おなじ、小こ声ごえが聞きこえた。

　わたしは水み夏なつをおろすと、いっしょにその声こえの方ほう向こうに走はしる。

「……な、なんなの？」

　水み夏なつが小ちいさな声こえで、わたしにきく。

「わたしもわかんないけど、たぶん……」

　先さきを走はしる人ひと影かげが、ドアを開あけて、別べっ室しつに入はいる。

　わたしたちもつづくと、ようやく人ひと影かげがふりかえった。

「よかった、２人ふたりともぶじで」

　人ひと影かげが、小ちいさなライトをつける。

　そのすがたが見みえて、わたしと水み夏なつは、目めを丸まるくする。

「幸ゆき村むら先せん輩ぱい！　それに詩し織おり会かい長ちょうまで！」
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　声こえの感かんじで、そうかもとは思おもったけど……。

　でも、なんで２人ふたりが、ここにいるの？

「……ここも長ながくはいられないから、説せつ明めいはあとでね」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいが、部へ屋やの外そとに耳みみをすまして、小こ声ごえで言いった。

　じゃあ、いきなり舞ぶ台たいに開あいた穴あなは？

「あれは、せりあがりっていう、舞ぶ台たいの仕し掛かけよ。一いっ瞬しゅんで、舞ぶ台たいの上うえから役やく者しゃが消きえたり、あらわれたりするように見みせる仕し掛かけ。ついでに、ドライアイスで、舞ぶ台たい上じょうにスモークを張はってきたから、すぐには気きづかれないはずよ」

　そういえば、さっきひんやりとした空くう気きを感かんじたっけ。

「そろそろ、行いきましょう」

　詩し織おり会かい長ちょうの声こえに、わたしたちはうなずく。

　でも、さっきの出で入いり口ぐちからは、はなれちゃったけど……。

「私わたしをだれだと思おもってるの。うちの部ぶは、ここで何なん十回かいって公こう演えんしたんだから、ふつうの人ひとが知しらない通とおりぬける通つう路ろや、裏うら口ぐちは知しりつくしてるわ」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいが、自じ信しん満まん々まんに答こたえる。

　そっか！

　こんなときでも、幸ゆき村むら先せん輩ぱいは、変かわらずにたのもしい。

　ドアをそーっと開あけて、幸ゆき村むら先せん輩ぱいが廊ろう下かの左さ右ゆうを、慎しん重ちょうに確かく認にんする。

「だいじょうぶそうよ。……ここから、明あかりはつけないわ。前まえの人ひとを見みうしなわないようにね」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいが、最さい初しょにドアから廊ろう下かに出でる。

　つぎに水み夏なつ、詩し織おり会かい長ちょう、それにわたしがつづく。

　足あし音おとたてないように、だけど、早はや足あしで廊ろう下かを進すすむ。

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいは、真まっ暗くらな中なかなのに、迷まよう様よう子すもないみたい。

　廊ろう下かを、右みぎに左ひだりにと曲まがっていく。

　暗くら闇やみなのと、いつ男おとこたちと出でくわすかわからない不ふ安あんから、体からだが重おもく感かんじる。

　気きづくと、じっとりと背せ中なかに汗あせもかいていた。

　前まえを行いく、水み夏なつと詩し織おり会かい長ちょうの息いきづかいも荒あらい。

　廊ろう下かのＴ字じ路ろにきたところで、不ふ意いに幸ゆき村むら先せん輩ぱいが止とまった。

　水み夏なつと詩し織おり会かい長ちょうが怪け訝げんそうな顔かおをむけると、幸ゆき村むら先せん輩ぱいが口くちもとで、人ひとさし指ゆびを立たてた。

　静しずかに、という意い味み。

　わたしたちは、耳みみをすます。

　カツカツカツ……

　足あし音おと!?

　むこうから、だれか来きた！

　せっかく、ここまできたのに！

　かくれようとする、詩し織おり会かい長ちょうと水み夏なつを、幸ゆき村むら先せん輩ぱいが止とめる。

（まかせて）

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいは、緊きん張ちょうした顔かおで自じ分ぶんを指ゆびさす。

　どうするつもりなんだろう、幸ゆき村むら先せん輩ぱい。

　気き絶ぜつさせるつもりとか？

　でも、いくら暗くらいからって、幸ゆき村むら先せん輩ぱいに格かく闘とう技ぎをやっている男おとこを、気き絶ぜつさせるのはむずかしい。

　カツ、カツ

　えっ……？

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいが落おちついた様よう子すで、不ふ意いに廊ろう下かに一歩ぽ出でた。

　廊ろう下かの先さきの、男おとこにむかって話はなしかける。

『こっちは異い状じょうはない。舞ぶ台たいの方ほうの応おう援えんに行いってくれ』

　低ひくい男おとこの声こえが、廊ろう下かにひびいた。

「おっ、そうか？　わかった。気きをつけろよ。ガキどもが逃にげてるらしいからな」

『ああ、わかってる』

　男おとこが廊ろう下かをもどっていく。

　足あし音おとが完かん全ぜんに聞きこえなくなってから、幸ゆき村むら先せん輩ぱいが大おおきく息いきを吐はいた。

「ふぅ……うまくいったみたいね」

　い、いまのって……。

「ちょっと男おとこの演えん技ぎをしてみたの。この暗くらさなら、距きょ離りがあれば、ばれないと思おもったし」

　す、すごいっ！

　いまの幸ゆき村むら先せん輩ぱいの声こえ、完かん全ぜんに大人おとなの男おとこの声こえになってた！

「さすがです、部ぶ長ちょう」

　水み夏なつが、キラキラした目めで、幸ゆき村むら先せん輩ぱいを見みてる。

　すっかり、水み夏なつもいつもの調ちょう子しにもどったみたい。

「なによ？」

　水み夏なつが、ジロリとわたしをにらむ。

　なんでもないってば。

　それより、早はやくここから出でないと。

「そうね。二に度どは同おなじ手ては通つうじないでしょうし」

　詩し織おり会かい長ちょうが言いって、幸ゆき村むら先せん輩ぱいがうなずく。

　廊ろう下かを慎しん重ちょうに進すすむと、窓まどからさしこむ、太たい陽ようの光ひかりが見みえた。

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいが、注ちゅう意いぶかく、ドアを開あける。

「だいじょうぶ。だれもいないわ」

　外そとを見みまわしてから、わたしたちに手てまねきする。

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいにつづいて、わたしたちも外そとに出でた。

　まぶしいぐらいの、強つよい日ひざしに、一いっ瞬しゅん目めがくらむ。

　でも、まぶしいくらい、なんてことない。

　やっと脱だっ出しゅつできたんだもん！

「まだ安あん心しんできないわ。走はしるわよ」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいが、先せん頭とうに立たって走はしりだす。

　詩し織おり会かい長ちょう、水み夏なつとつづいて、わたしが最さい後ごからついていく。

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいは、うしろをふりかえりながら、詩し織おり会かい長ちょうと水み夏なつのペースに合あわせて走はしる。

　わたしは、うしろを確かく認にんしてたけど、追おいかけてくる人ひとはいないみたい。

　響ひびきと琴こと音ねさんに、それだけ集しゅう中ちゅうしてるってことだよね……。

　わたしがもどるまで、なんとか持もたせてよ、響ひびき！

「ハアハア……ここまでくれば、だいじょうぶね」

　スーパーの駐ちゅう車しゃ場じょうまできて、幸ゆき村むら先せん輩ぱいが止とまる。

「そうね。あやしい人ひともいないようだし」

　詩し織おり会かい長ちょうが、まわりに目めをくばりながら言いった。

　小ちいさな子こどもを連つれた親おや子こや、若わかい夫ふう婦ふ、おじいちゃんやおばあちゃん。

　いつもどおりの、平へい和わな買かい物もの風ふう景けいが、目めの前まえに広ひろがってる。

　わたしは、安あん心しんして息いきをつく。

　水み夏なつを見みると、ほっとした笑え顔がおをうかべてた。

　わたしが見みてるのに気きづいたら、すぐにツンとした顔かおにもどっちゃったけど。

　……ってあれ？

　なんか見みおぼえがあると思おもったら、ここって、水み夏なつたちと来きたスーパーじゃない？

　こんなに近ちかくだったんだ……。

　水み夏なつも気きづいたらしく、意い外がいそうな顔かおをしてる。

「ここなら、少すこしは落おちついて話はなしができそうね。ききたいことが、あるんじゃない？」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいがきいてくる。

　そうそう！

　ホールの中なかじゃ、脱だっ出しゅつするのでせいいっぱいで、質しつ問もんしてるヒマがなかったけど、気きになってることがたくさんある。

　でも、まず聞ききたいのは、これ。

　どうして、２人ふたりが助たすけにきてくれたのか？

　詩し織おり会かい長ちょうの頭あたまの良よさや、幸ゆき村むら先せん輩ぱいの行こう動どう力りょくがすごいのはわかるけど、だからって、響ひびきが苦く労ろうして発はっ見けんするぐらいだったわけだし。

「そうね……すぐに信しんじてもらえるかわからないけど……」

　詩し織おり会かい長ちょうが、めずらしく歯は切ぎれわるく言いう。

「……じつは、怪かい盗とうレッドから、わたしの携けい帯たい電でん話わに連れん絡らくがあったの。２人ふたりが……いえ、花はな里さとさんもふくめて、あなたたち３人にんが誘ゆう拐かいされたって」

　……へ？

　怪かい盗とうレッドって……わたし？

　って、そんなわけないから、残のこる可か能のう性せいは１つ。

　ケイ!?

　気きづいて、動うごいててくれたんだ！

「最さい初しょは信しんじられなかったけど、あなたたちと連れん絡らくがつかなかったし、電でん話わの相あい手ては、以い前ぜんの学がく園えん祭さいのことも、みんな知しっていたの」

　そっか！

　怪かい盗とうレッドです、って名な乗のったって、すぐに信しんじるわけないけど、学がく園えん祭さいのときのことは、詩し織おり会かい長ちょうとわたしとケイ、それに響ひびきしか、知しらないはずだもんね。

「それで、私わたしも詩し織おりから話はなしを聞きいたんだけど、すぐには信しんじられなかったわ。突とっ拍ぴょう子しもないし、なんで怪かい盗とうレッドが私わたしたちに？　っていう疑ぎ問もんもあったもの。だけど、少すこしして、白しら里さと探たん偵ていが学がっ校こうに来きたの。２人ふたりは帰かえってるか？　って聞ききに。それで、レッドを信しんじることにしたの」

　どういうこと？

　詩し織おり会かい長ちょうが、わたしの疑ぎ問もんに答こたえる。

「怪かい盗とうレッドからの指し示じはこうだったの。『いずれ白しら里さと響ひびきが学がっ校こうにやってきて、紅こう月づき飛鳥あすかと瀬せ上がみ水み夏なつが帰かえってきているか確かく認にんするはずだ。そうしたら、気きづかれないように、そのあとをつけてくれ』。まさかと思おもってたけど、本ほん当とうに白しら里さと探たん偵ていが来きて、２人ふたりのことを聞きいていったから、あわてて、涼すず香かとあとをつけることにしたの」

　それで、この場ば所しょがわかったんだ。

　響ひびきも必ひっ死しだっただろうから、２人ふたりの尾び行こうに気きづかなくても、しかたがない。

　でも、響ひびきのあとをつけるだけならともかく、助たすけにまでくるなんて、危あぶなすぎだよ。

「もちろん、危き険けんは感かんじたわ。だけど、あのホールなら、私わたしがよく知しってるから。レッドに協きょう力りょくしたいって、言いったの。レッドは最さい初しょ、ことわろうとしてたみたいだけど、レッドの指し示じに従したがうってことを条じょう件けんに、オーケーしてもらったわ。だって、かわいい後こう輩はいがつかまってるって聞きいて、じっとしていられないでしょ！」

　そう言いって、幸ゆき村むら先せん輩ぱいと詩し織おり会かい長ちょうが、わたしたちにむけて微笑ほほえむ。

　ケイも、この２人ふたりに言いわれたら、ことわれなかったのかも。

　それに、ケイなら場ば所しょがわかれば、そこの設せっ計けい図ずを手てに入いれて、安あん全ぜんなルートと作さく戦せんを思おもいつくはずだもん。

　いつも、わたしにナビしてくれてるみたいに、ね。

「本ほん当とうは、私わたしがおとりになる、ぐらいに思おもってたんだけどね……。そうしたら、レッドに怒おこられちゃって。『人ひと質じちをわざわざ増ふやすつもりなら、協きょう力りょくしなくていい』って」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいが、照てれたように笑わらう。

　ケイらしい、言いい方かたかも。

「でも、やっぱりレッドって、かっこいいよね。ちょっとファンになりそうかも」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいが、冗じょう談だんとも本ほん気きとも、つかない表ひょう情じょうで言いった。

　えっ……そ、それはうれしいような、こまったような……。

「あとは、残のこった花はな里さとさんと白しら里さと探たん偵ていのことだけど……」

　不ふ安あんげな顔かおで、詩し織おり会かい長ちょうがつぶやく。

「心しん配ぱいだけど、警けい察さつにも連れん絡らくしてあるし、レッドも動うごいてるんだから、だいじょうぶよね……」

「だいじょうぶよ、詩し織おり。私わたしたちは、できることをした。たしかに、危き険けんだったけど、２人ふたりを助たすけだせたでしょ」

「そうね……あとは、まかせるしかないわね」

　自じ分ぶんを納なっ得とくさせるように、詩し織おり会かい長ちょうがうなずく。

　でも、本ほん当とうに２人ふたりがこなかったら、わたしたちも、どうなってたかわからない。

　もしかしたら、レッドだってことも、ばれるようなことに、なってたかもしれないし。

「すみません……。わたしたちのために、先せん輩ぱいたちを危き険けんな目めに、あわせてしまって」

　あらたまって、水み夏なつがあやまる。

「ちがうよ、水み夏なつ」

「えっ？」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいが、水み夏なつにむけて言いう。

「そういうときは、『ありがとう』って言いうの」

　ね？　という顔かおで、幸ゆき村むら先せん輩ぱいが水み夏なつを見みた。

　すると、ぱっ、と水み夏なつの顔かおが明あかるくなった。

「はい！　幸ゆき村むら部ぶ長ちょう」

　そうだよね！

　あやまられるより、お礼れいのほうが、うれしいもんね。

　わたしと水み夏なつは、顔かおを見みあわせる。

「ありがとうございました、先せん輩ぱい！」

「うん！　じゃあ、ひとまず学がっ校こうに帰かえろうか」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいたちが、歩あるきだす。

　でも、わたしは立たちどまったまま。

　だって、このまま学がっ校こうに帰かえるわけにはいかない。

　待まってる人ひとがいるから！

「あの、すみません！　ちょっとトイレに行いってきます」

　わたしは、先さきを歩あるく３人にんに告つげると、スーパーの店てん内ないに走はしりこむ。

「ちょ、ちょっとアスカ！」

「３人にんは、先さきに学がっ校こうに帰かえっててください！」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいの声こえが聞きこえたけど、立たちどまらずに、スーパーの中なかをぬうように進すすんでいく。

　そのまま、裏うら口ぐちに出でた。

　わたしは、ホールにむかって全ぜん力りょく疾しっ走そうする。

　さっき逃にげてきたときは、詩し織おり会かい長ちょうたちのスピードにあわせたけど、その必ひつ要ようはないもんね。

「このあたりでいいかな」

　人ひと気けのない路ろ地じに入はいって、レッドのコスチュームに着き替がえる。

　通つう信しん機きをつけると、すぐに反はん応のうがあった。

『アスカ。いま、どこにいる？』

　ぶっきらぼうな、いつもどおりのケイの声こえ。

　数すう日じつだけなのに、なんだかケイの声こえを聞きくのが、ずいぶんひさしぶりな感かんじがする。

　それに、声こえを聞きくだけで、じんわりと、心こころがあったかくなる気きがするんだよね。

「ホールの前まえまで、もどってきたところ」

　わたしは、自し然ぜんと笑えみをうかべて、答こたえる。
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『そうか。ほかの３人にんもぶじだな？』

　もちろん！

　ケイが幸ゆき村むら先せん輩ぱいと詩し織おり会かい長ちょうに、連れん絡らくをとったんでしょ？

『ああ。響ひびきがいる以い上じょう、おれが表おもてだって、動うごくわけにはいかない』

　苦にがい声こえで、ケイが言いう。

　たしかに。

　ケイは電でん話わ越ごしに、響ひびきと会かい話わしたりもしてるしね。

　２人ふたり組ぐみっていうこともばれてるのに、これ以い上じょう、情じょう報ほうを与あたえるのは危き険けんかも。

　それにしても、ふしぎだったんだけど、いつ誘ゆう拐かいされたこと知しったの？

　響ひびき以い外がいに、目もく撃げき者しゃはいないはずだし。

『花はな里さと家けに、犯はん人にんたちから脅きょう迫はくの電でん話わが入はいっている。警けい察さつもあわただしく屋や敷しきを出で入いりしていたし、白しら里さと響ひびきが警けい察さつと連れん絡らくをとっていた。すぐにわかる』

　すぐにわかるって、ずっと花はな里さと家けを監かん視しでもしてるわけ？

『なにかあれば、わかるようにはしてある、というだけだ。ファンタジスタの一いっ件けんがある。問もん題だいはアスカと瀬せ上がみさんが、誘ゆう拐かいされたことのほうだ。瀬せ上がみさんはともかく、アスカが誘ゆう拐かいされたことは、心しん配ぱいだった』

　え、わたしのこと、心しん配ぱいしてくれてたわけ!?

　ケイが？

『あたりまえだ。短たん気きをおこして、誘ゆう拐かい犯はんを相あい手てに、紅こう月づき飛鳥あすかのままで暴あばれまわったりしないか、心しん配ぱいしてとうぜんだろう』

　ケイがさらりと言いった。

　ああ……そういうことか……。

　なんか、がっくりきたんだけど。

　っていうか！

　わたしは、ほうっておくとあばれまくる、猛もう獣じゅうかなにかなわけ！

『まちがってはいないだろう』

　あ、あのね……。

　たしかに何なん度どか、紅こう月づき飛鳥あすかとして、犯はん人にんたちに立たちむかおうと思おもったけどさ。

『それで、アスカ。このあと、どうするつもりだ？』

　わたしの反はん応のうをうかがうように、ケイがきいてくる。

　どうするって、決きまってるじゃん！

　琴こと音ねさんたちを、助たすけなきゃ。

　まさか、ケイは反はん対たいなわけ？

『いや。おれたち怪かい盗とうレッドが、誘ゆう拐かい犯はんを見みのがす理り由ゆうなんてない』

　ケイが、とうぜんとばかりに、はっきりと言いいきる。

　だよね！

　そう言いうと思おもってた。

　中なかはどうなってる？

　琴こと音ねさんたちは、ぶじだよね。

『停てい電でんを利り用ようして、白しら里さと響ひびきがうまく立たちまわってるようだ。だが、相あい手てが多おおすぎる』

　じゃあ、すぐに助たすけにいかなきゃ！

　琴こと音ねさん、それに響ひびきも待まっててね！

　いま助たすけるから！







　　　　14　今日きょうかぎりのタッグ戦せん！




　ホールの中なかに入はいると、遠とおくでどなり声ごえが聞きこえた。

　舞ぶ台たいの方ほう向こうってことは、琴こと音ねさんたち！

　照しょう明めいもついていて、もとにもどってる。

　ケイはなにもしてないと言いうから、男おとこたちが直なおしたみたい。

「ケイ、いまどうなってるの？」

　わたしは、廊ろう下かを走はしりながらきく。

『こまかくはわからない。監かん視しカメラが動うごいていなかったんだ。いくつか復ふっ帰きさせたが、限かぎられた情じょう報ほうしかえられない』

　そうなんだ……。

　とり壊こわしの予よ定ていだったから、監かん視しカメラなんて動うごかしてるわけないよね。

『そのかわり、設せっ計けい図ずを手てに入いれてある。あとは、アスカの歩ほ数すうを計けい算さんして、現げん在ざい地ちの予よ測そくは立たてられるから、ナビは問もん題だいない』

　さらっと言いうけど、それって、とんでもなく頭あたまを使つかいそう。

　でも、準じゅん備び万ばん端たんってわけね。

『とうぜんだ。そこから、十歩ぽ先さきを右みぎだ』

　ケイの言いうとおり、ちょうど十歩ぽ先さきに、廊ろう下かが右みぎに曲まがるところがあった。

　しばらく、まっすぐに行いく。

『気きをつけろ。そこを左ひだりに曲まがったところに、見み張はりがいるはずだ』

　ケイの言こと葉ばに、わたしは足あしを止とめて、そっと曲まがり角かどの先さきをのぞく。

　たしかに、作さ業ぎょう服ふくすがたの男おとこが、１人ひとり立たっている。

『なるべく、見みつからないように進すすむ。眠ねむらせるぞ』

「りょーかい」

　わたしは、催さい眠みんガス入いりの玉たまを、指し弾だんではじく。

「ぐっ……」

　バタッ、と男おとこが倒たおれる。

『そのまま、まっすぐ進すすむと、天てん井じょう裏うらに出でられるところがある。そこから、舞ぶ台たいまで行いく』

　天てん井じょう裏うらから？

　そんな、ゆっくりしてていいの。

　わたしだったら、正しょう面めんからでもいけるよ！

『相あい手ての人にん数ずうが多おおい。正しょう面めんからいくのは、得とく策さくじゃない』

　響ひびきが何なん人にんか倒たおしたっていっても、この人にん数ずうが相あい手てだもんね。

　慎しん重ちょうにいったほうがいいかも。

　ケイのナビで、通つう風ふう口こうから天てん井じょう裏うらに上あがって、わたしは舞ぶ台たいにむかう。

　しばらく行いくと、少すこし先さきから明あかりが見みえた。

　むきだしの鉄てつの棒ぼうが、何なん本ぼんも伸のびていて、立たって歩あるけそうな、足あし場ばもあった。

　その足あし場ばの下したには、舞ぶ台たい用ようのライトが見みえる。

『あそこが舞ぶ台たいの上うえだ。すぐ下したにやつらがいる。音おとはたてるな』

　レベルの高たかい注ちゅう文もんを、さらっと言いうんだから。

　……ま、やってみせるけど！

　わたしは、慎しん重ちょうに片かた足あしをのばして、足あし場ばにのせる。

　片かた手てで鉄てつ棒ぼうをつかんで、音おとをたてないように、ゆっくりと足あし場ばに移い動どうする。

　ふぅ……うまくいった。

　わたしは足あし場ばに身みをかくしながら、耳みみをすます。

　下したから、声こえが聞きこえてくる。

「もう、あきらめたほうがいい。この人にん数ずうを相あい手てに、よくやったとは思おもうがな」

　見みおろすと、琴こと音ねさんと響ひびきのすがたが見みえた。

　背せ中なかには壁かべがあって、前まえは男おとこたちにかこまれて、逃にげ場ばがない。

　しかも、響ひびきは傷きずだらけだった。

　琴こと音ねさんをかばうように、立たってる。

「琴こと音ねさん。ぼくが男おとこたちを足あし止どめするから、その間かんに逃にげてください」

　響ひびきが、琴こと音ねさんにむかって言いう。

「なに言いってるの！　そんなこと、できるわけないじゃない！」

　琴こと音ねさんが、首くびをふる。

　響ひびきは、そんな琴こと音ねさんの反はん応のうはわかっていたのか、それ以い上じょうはなにも言いわなかった。

　覚かく悟ごを決きめた顔かおで、男おとこたちをにらみつける。

　早はやく助たすけにいかなきゃ！

　いますぐにでも、飛とびこまなきゃ、２人ふたりがやられちゃう。

『落おちつけ。こっちの準じゅん備びはできた。しかけるぞ』

　うん！

　わたしは、途と中ちゅうで回かい収しゅうしてきた紙かみふぶきを、思おもいっきりばらまく。

　はらはらと、紙かみふぶきが舞ぶ台たいの上うえに落おちていく。

「なんだ？」

　男おとこたちが、けげんそうな顔かおで、こっちを見みあげる。

　わたしは、足あし場ばのかげに身みを隠かくしてるから、むこうからは見みえないはず。

　それでも、紙かみふぶきが落おちてきた以い上じょう、警けい戒かいはしてくるよね。

　それが、ケイの作さく戦せんの１つ。

「うまくいってよ……」

　わたしは、２つに折おりこんだメモを、紙かみふぶきにまぎれこませる。

　紙かみふぶきといっしょに、だけど、紙かみふぶきより少すこしだけ速はやく、響ひびきにむかって落おちていく。

　このメモに響ひびきが気きづかなかったら、失しっ敗ぱいだけど……。

「…………！」

　目めをほそめた響ひびきが、一いっ瞬しゅんだけメモに目めをむけた。

　……気きづいた？
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「このっ！」

　響ひびきが近ちかくにあった角かく材ざいを、男おとこたちにむけて、投なげつける。

「うおっ！　まだあきらめないつもりか」

　男おとこたちが、角かく材ざいをさけて、飛とびのく。

　その瞬しゅん間かんに、響ひびきが姿し勢せいを低ひくくして、すばやくメモを拾ひろいあげた。

　よし！　うまくいった。

　響ひびきは、男おとこたちにわからないように、手てもとでメモを開ひらいた。

　すぐに意い味みを理り解かいして、琴こと音ねさんにおおいかぶさるようにして、しゃがみこむ。

「なんのつもりだ！」

　リーダーの男おとこが、どなる。

　あとは、仕し上あげ！

「こっちよ！」

　わたしは、上うえから大おお声ごえでさけぶ。

　男おとこたちの視し線せんが上うえをむいた。

　直ちょく後ご──

「ぎゃあ！」

「まぶしいっ！」

「目めが……くそっ！」

　舞ぶ台たいの上うえにつるされていた、20個こ近ちかい舞ぶ台たい用ようのライトが、ケイの遠えん隔かく操そう作さで、いっせいに男おとこたちにむけて照てらされる。

　こんな強つよい光ひかり、目めをつぶってなかったら、しばらくのあいだ、まぶしくて目めがくらむ。

　明あかるさがもとにもどった瞬しゅん間かん、わたしは、舞ぶ台たいの上うえに着ちゃく地ちする。

「響ひびき！」

　声こえをかけながら、目めがくらんでる男おとこたちにむかって、走はしる。

「このぉ！」

　男おとこは、やみくもに腕うでをふりまわしてくる。

　わたしは、しゃがみこみながら、男おとこの足あしをはらった。

「うおっ！」

　とりあえず、舞ぶ台たいの上うえから逃にげるのが先さき。

「おりゃああ！」

　べつの男おとこの腕うでをとって、そのままいきおいをつかって、腕うでをきめて投なげ飛とばす。

　男おとこたちのかこみがとけたっ！

「逃にがすな！」

　リーダーの男おとこがさけんだけど、まだ男おとこたちは目めがくらんでる。

　その間かんに、わたしたちは、舞ぶ台たいから客きゃく席せきのほうに降おりた。

　客きゃく席せきのうしろまできて、足あしをとめる。

　ここまでくれば、すぐにはあいつらも、しかけてこれないはず。

「助たすけてくれて、ありがとう。でも、あなたは、怪かい盗とうレッドよね？　いったい、どうしてここがわかったの？」

　琴こと音ねさんが、いぶかしげな顔かおをしてる。

　それでも、警けい戒かいしてる様よう子すはないから、信しん用ようはしてくれてるみたい。

「そうか……花はな里さと家けを監かん視ししていたのか。それで、誘ゆう拐かいの情じょう報ほうに気きづいたんだな」

　響ひびきが、目めに強つよい光ひかりをやどして、わたしを見みる。

「ええ。だから、助たすけにきたの」

　わたしは、その瞳ひとみをじっと見みかえす。

「じゃあ、さっきの停てい電でんも、やはりおまえが……」

　響ひびきが、苦にがい顔かおで言いった。

　わたしに……怪かい盗とうレッドに助たすけられたのが、納なっ得とくできないみたい。

「琴こと音ねさんを助たすけてくれたことは、礼れいを言いう。だが、なぜ助たすけにきた？」

　響ひびきが、左ひだり腕うでをおさえながら言いった。

　よく見みると、血ちが出でてる。

　気きづいた琴こと音ねさんが、ハンカチをとりだして、応おう急きゅう処しょ置ちをする。

　こんな状じょう態たいでも、わたしたちに助たすけを求もとめようとしないっていうのは、響ひびきらしい。

　だけど……。

　わたしは、一歩ぽだけ響ひびきに近ちかづいた。

「白しら里さと響ひびき。あなたが認みとめようと、認みとめまいと、わたしたちはわたしたちの信しんじる道みちをいく。いまは、花はな里さと琴こと音ねさんを助たすけたいわ。わたしたちの目もく的てきは、いっしょなんじゃない？」

　わたしは、響ひびきに問といかける。

「……しかし、ぼくは、おまえたちのやり方かたを、認みとめるわけにはいかないんだ」

　そう言いった響ひびきの顔かおに、なやみの色いろが見みえる。

　そのとき、響ひびきの傷きずの手て当あてを終おえた琴こと音ねさんが、静しずかに言いった。

「ねえ、響ひびきくん。あなたは探たん偵ていでしょ。たとえ遠とお回まわりに見みえても、自じ分ぶんのやり方かたで正せい義ぎを追つい求きゅうする。あなたのやり方かたを、変かえる必ひつ要ようなんかないわ……だって、それがわたしの好すきな名めい探たん偵てい、白しら里さと響ひびきのすがただもの」

　そうだよ！　そんな響ひびきだから、信しん頼らいだって、できるんだから。

　ちらりと、響ひびきが琴こと音ねさんをふりかえる。

　それから、わたしを見みた。

　視し線せんがぶつかりあう。

　にらみあって、数すう秒びょう。

　響ひびきがふっ、と視し線せんをゆるめた。

「琴こと音ねさんの言いうとおりですね。自じ分ぶんにとってなにが大だい事じなのか、わすれていました」

「響ひびきくん！」

「……いいだろう。たしかにいまこの場ばでは、目もく的てきは一いっ致ちしているようだな」

　ニヤリと、笑えみをうかべる。

「そういうことよ。いまだけ、共きょう同どう戦せん線せんといこうじゃない」

　わたしも笑わらう。

　よし、決きまり！

　わたしと響ひびきは、いっしょに舞ぶ台たいのほうをにらむ。

　舞ぶ台たいにいた男おとこたちも、目めが回かい復ふくしたらしく、真まっ赤かな顔かおで、こっちにむかってきてる。

「わたしが正しょう面めんからむかえうつわ。響ひびきは横よこからくるやつを、たのんだからね！」

「わかった！」

　体たい力りょくを消しょう耗もうしてる響ひびきより、わたしが相あい手てしたほうがいいもんね。

　客きゃく席せきの間あいだの通つう路ろは、２人ふたりしか通とおれない。

　これは、響ひびきがやってみせていたから、わかってる。

「このおぉ!!」

　男おとこたちが、走はしりながら拳こぶしをふりあげてくる。

　わたしは両りょう手てで、催さい眠みんガス入いりの玉たまをはじく。

　むかってきた男おとこ２人ふたりのひたいで割われると、バタリと倒たおれる。

　まだまだ、いくよぉ！

　倒たおれた男おとこたちを飛とびこえて、うしろにひかえていた男おとこたちに、体たい勢せいを低ひくくしながら、つっこむ。

「この体たい格かく差さで、正しょう面めんからとはふざけるなよ！」

　男おとこの１人ひとりが、両りょう手てをボクサーのようにかまえて、キレのあるパンチをはなってくる。

　わたしは、そのパンチを紙かみ一ひと重えでかわして、一いっ気きに間ま合あいを詰つめる。

　伸のびきった腕うでを片かた手てでつかむと、そのまま男おとこのうしろにまわりこむ。

「くっ、なにを……」

　男おとこがうめく間あいだに、わたしは首くびをおさえつけて、下したをむかせると思おもわせて、反はん対たいの腕うでで、首くびを引ひっかけて一いっ気きに倒たおす。

「どわぁ！」

　おもいっきり、床ゆかに倒たおれた男おとこは、気き絶ぜつしてる。

　体からだの大おおきさに差さがあっても、合あい気き道どうを使つかえば、十じゅう分ぶんやれるんだからね！

「おっと！」

　すぐに、つぎの男おとこが蹴けりをはなってくる。

　それをバックステップでかわして、ちらりと響ひびきのほうを見みた。

　あっちも、男おとこを相あい手てにしてる。

　それなら！

「響ひびき！」

　声こえをかけて、響ひびきと視し線せんをかわす。

　わたしは、客きゃく席せきを蹴けると、空くう中ちゅうに飛とびあがる。

「それがどうした！」

　目めの前まえの男おとこがどなったけど、ざんねん！　相あい手てがちがうんだよね。

　わたしは、空くう中ちゅうで回かい転てんすると、響ひびきが相あい手てをしていた男おとこに、まわし蹴げりをくらわせる。

　不ふ意いをついたから、防ぼう御ぎょする間まもなく、首くびすじに強きょう烈れつな蹴けりを受うけて、男おとこは倒たおれこむ。

　そのすきをついて、響ひびきがわたしが相あい手てをしていた、男おとこの腕うでをとる。

「はああああっ！」

　腕うでを巻まきこむように、投なげる。

　きれいな一いっ本ぽん背ぜ負おい。

　予よ測そくしていなかった男おとこは、受うけ身みをとる間まもなく、床ゆかにたたきつけられた。

　けっこう、やるじゃん！

　そういえば前まえに、柔じゅう道どう黒くろ帯おびって言いってたっけ。

　わたしと響ひびきは、場ば所しょを入いれかえながら、男おとこたちを倒たおしていく。

「そんなバカな……あの人にん数ずうが、やられるだと！」

　リーダーの男おとこが、あとずさりしながら、ぼうぜんとつぶやく。

　20人にんはいた男おとこたちも、残のこるはリーダーの男おとこ、ただ１人ひとり！

　響ひびきをちらりと見みる。

　目めが合あって、うなずきあう。

　そろって、リーダーの男おとこにむかって、走はしりだしかけたところで、わたしは足あしをとめた。

　……ゾクッ。

　急きゅうに背せすじに寒さむ気けが走はしる。

　射いすくめられるような、するどい気け配はい。

　この感かん覚かく!?

　気け配はいのほうに、おそるおそる視し線せんをむける。

　そこには、１人ひとりの男おとこが立たっていた。

　陽ひに焼やけたはだに、射いぬくようなするどい目め。それに、鼻はなすじの古ふる傷きずが男おとこの顔かおに、精せい悍かんさを感かんじさせる。

　身しん長ちょうは、１９０センチはあるだろうか。

　そうとうきたえているのがわかる、丸まる太たのような腕うでに、盛もりあがった大だい胸きょう筋きん。

　年としは、お父とうさんより、少すこし下したぐらいに見みえる。

　だけど、体からだの大おおきさや、筋きん肉にくのすごさなら、お父とうさん以い上じょうかも。
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　……こいつだっ！

　わたしを、うしろからおそったやつ！

　わたしは、背せすじに寒さむ気けを感かんじながら、確かく信しんする。

「なんだ、お前まえは……？」

　けげんそうに、響ひびきが足あしを止とめて、男おとこを見みる。

「ダメ！　そいつは！」

　わたしがさけぶのと同どう時じに、男おとこが動うごいた。

　体たい格かくの大おおきさからは、信しんじられないようなスピードで、響ひびきとの間ま合あいをつめる。

「なっ……がはっ！」

　一いっ瞬しゅんのうちに間ま近ぢかにせまっていた男おとこが、響ひびきに蹴けりをはなっていた。

　響ひびきは、いきおいよくうしろにふっ飛とばされ、床ゆかに叩たたきつけられた。

「響ひびきくん！」

　琴こと音ねさんが、響ひびきにかけよる。

「くっ……」

　声こえを上あげられるってことは、とりあえずはぶじみたい。

　わたしは、うしろに下さがって、琴こと音ねさんと響ひびきをかばうように立たつ。

　ここからは、わたしがなんとかしなきゃ。

「来きてくれたんだな、ファルコン」

　リーダーの男おとこが、笑えみをうかべて、声こえをかける。

　あの男おとこ、ファルコンっていうの？

　外がい国こく人じんには見みえないけど……。

『コードネームだろう。あいつだな、アスカがやられたのは』

　気きづいてたの？

　わたしは、やられたなんて、ひと言ことも言いってないのに。

『かんたんにアスカが誘ゆう拐かいされるなんて、ふしぎには思おもっていたんだ。いまのアスカを誘ゆう拐かいできる相あい手てなんて、そうそういない。だれかをかばって、やられたのかと思おもったが、あんなやつがいるなら、理り解かいできる』

　わたしもすがたを見みるのは、はじめてだけどね。

　だけど、このふんいきだけでわかる。

　まとってるふんいきが、いままで相あい手てにしていたやつらとは、まるでちがう。

　犬いぬの群むれの中なかに、虎とらが１匹ぴき、まぎれこんでるみたい。

「ずいぶんと、派は手でにやられたようだな」

　ファルコンが、リーダーの男おとこに話はなしかける。

　まるでこちらのことなんて、いないかのように、無む視ししてる。

「それはそうなんですが、あいつらが強つよくてですね……」

　リーダーの男おとこが、ていねいな口く調ちょうで答こたえる。

　あのファルコンってやつのほうが、えらいってこと？

「言いい訳わけは聞きいていない。おれはたんなる助すけっ人とだ。あいつを片かたづければ予よ定ていどおりだな？」

　そう言いって、ファルコンがわたしを見みる。

　視し線せんだけで、全ぜん身しんを貫つらぬかれたみたいな、プレッシャーを感かんじる。

「は、はい！　何なに者ものか知しりませんが、むちゃくちゃに強つよいやつで……」

　リーダーの男おとこが、こっちをにらむ。

「知しらない、だと？」

　ファルコンは、あざ笑わらうような顔かおをする。

「あれは、怪かい盗とうレッドだ」

「ええええっ！　あ、あの……」

　リーダーの男おとこが、あとずさる。

　ちょ、ちょっと！

　どういうこと？

　わたしは、名な乗のったりなんてしてない。

　なのに、なんで、ファルコンはわたしのすがたを見みただけで、怪かい盗とうレッドだってわかったの？

　そこまで有ゆう名めいになった、なんてうぬぼれたりはしてない。

「こんなところで会あえるとはな。おもしろい。ファンタジスタを退しりぞけた力ちからを、見みせてもらおうか」

　ファンタジスタ!?

　なんでこいつ、ファンタジスタのこと知しってるの。

　しかも、倒たおしたことまで……！

『ファンタジスタが言いっていた、組そ織しきの関かん係けい者しゃか。こんなところまで、関かかわってくるとはな。いけるか、アスカ』

　ケイが、きいてくる。

　もちろん！

　前まえは油ゆ断だんしてたけど、今こん度どはだいじょうぶ。

　倒たおして、警けい察さつで調しらべられたら、組そ織しきやファンタジスタのことも、少すこしはわかるかもしれないしね！

「いくぞ」

　ファルコンが短みじかく告つげて、軽かるくステップする。

　まばたきの一いっ瞬しゅんで、間ま合あいをつめて、拳こぶしがとんでくる。

　速はやいっ！

　体からだをひねって、なんとかかわす。

　ほおに風ふう圧あつを感かんじた。

　ものすごく、するどいパンチ。

　しかも、拳こぶしは石いしみたいに固かたそうで大おおきい。

　こんなの、一いっ発ぱつもらったら、立たっていられない。

　バックステップで、距きょ離りをとろうとしたけど、すぐに間ま合あいをつめてくる。

　しかも、身しん長ちょう差さがあるから、相あい手ての攻こう撃げきは届とどくのに、こっちからは遠とおい。

「どうした？　このていどか」

　ファルコンの左ひだり足あしのするどい蹴けりを、しゃがみこみながらかわす。

　髪かみの毛けが、ふわりとゆれる。

　当あたったら、首くびから上うえが、なくなっちゃいそう。

　でも、これはチャンス！

　わたしは、ファルコンの足あしをかいくぐるように、接せっ近きんする。

　ここまでくれば、届とどく。

「甘あまいな」

　わたしが拳こぶしをかためたのと同どう時じに、ファルコンが右みぎ足あしをくりだす。

　ひざ蹴げり!?

　かわせないっ！

　わたしは、両りょう腕うでを十じゅう字じにして、衝しょう撃げきにそなえる。

　重おもい一いち撃げきが、両りょう腕うでに直ちょく撃げきする。
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「くううぅぅ！」

　いきおいで、体からだが浮うきあがり、うしろにふき飛とぶ。

　空くう中ちゅうで体たい勢せいをととのえて、なんとか尻しりもちをつかずに着ちゃく地ちする。

「ほう……。よけられないとわかって、とっさにうしろにとんで、ダメージを少すくなくしたか」

　ファルコンが、わたしを見みすえる。

「いったー……」

　両りょう腕うでのしびれがひどい。

　ダメージを少すくなくしても、これだけ威い力りょくがあるなんて……。

　しかも、こっちはまだ、一いち撃げきも入いれることができてない。

　そうじゃなくても、あの大おおきな体からだに、一いち撃げきを入いれて、通つうじるかどうか。

　せめて、隙すきがあれば、発はっ勁けいをねらえるけど。

　あっ！

　ファルコンのうしろで倒たおれている響ひびきが、こちらに視し線せんを送おくってくる。

　わかった！

　そういうことなら、信しんじるからね！

　わたしは、呼こ吸きゅうをととのえる。

　響ひびきが動うごいた。

　ファルコンの足あしに、組くみつく。

「いまだ！　レッド！」

　これなら、ファルコンは逃にげられない！

　わたしは、間ま合あいをつめる。

　間ま近ぢかまで近ちかづいて、右みぎの手てのひらを、ファルコンのお腹なかにあてる。

　ファンタジスタを倒たおした発はっ勁けい！

　これならいけるはず！

「はあああああああっ！」

　右みぎ手てを押おしだしながら、一いっ気きに力ちからを解かい放ほうする。

　いくらファルコンでも、これには耐たえられないはず──

「えっ……」

　押おしだした右みぎ手てが、空くうを切きる。

　いきおいで、よろけそうになるのを、踏ふみとどまって、顔かおを上あげた。

「いい攻こう撃げきだ。当あたれば、な」

　ファルコンが、かすかに表ひょう情じょうをゆるめた。

　ウソでしょ……。

　あの状じょう態たいから、発はっ勁けいをかわすなんて。

　足あしに組くみついていた響ひびきが、腕うでをかかえて、うめいている。

『白しら里さと響ひびきを、最さい小しょう限げんのかかとの動うごきだけで引ひきはなし、アスカの発はっ勁けいが届とどく前まえにバックステップしたんだ』

　あの一いっ瞬しゅんで!?

　発はっ勁けいをかわされちゃって、これ以い上じょう、どうやって戦たたかえばいいの……。

「今こん度どはこちらからいくぞ」

　考かんがえてる時じ間かんはない。

　ファルコンの丸まる太たのような腕うでが、飛とんでくる。

　一いっ瞬しゅん反はん応のうがおくれて、腕うでで受うける。

「きゃっ！」

　今こん度どは耐たえる間まもなく、尻しりもちをつく。

　おきあがろうと顔かおを上あげると、ファルコンがわたしを見みおろしていた。

　腕うでを振ふり上あげてる。

　ダ、ダメ！

　もうよけられない！

　わたしは、両りょう腕うででガードのかまえをとる。

「終おわりだ」

　──やられるっ!!

　わたしは、ぐっと歯はを食くいしばった。

　だけど、いつまでたっても、衝しょう撃げきがこない。

　そっと、まぶたを開あけてみると──

「……タイムリミットか」

　ファルコンは、扉とびらのほうを見みながら、つぶやいていた。

　遠とおくから、サイレンの音おとが聞きこえてくる。

　警けい察さつがきたんだ！

「……ふん。運うんがよかったな、レッド。つぎに会あうときは、もう少すこし強つよくなっていて、ほしいものだな」

　ファルコンが、言いいながら、きびすをかえして歩あるいていこうとする。

「ファルコン！　どこに行いくんだ」

　いままで、戦たたかいを見みていただけだったリーダーの男おとこが、さけぶ。

「今こん回かいは失しっ敗ぱいだ。あきらめろ」

　ファルコンはそう言いいすてると、扉とびらから、どうどうと外そとに出でていく。

　このままだと、警けい察さつがくる前まえに逃にげられちゃう。

　……どうしよう。

　琴こと音ねさんと響ひびきを、ちらりと見みる。

　２人ふたりをおいて、追おいかけるわけにはいかない、か。

　わたしは、その場ばで大おおきく息いきをはく。

　力ちからがぬけて、すぐに立たちあがれなかった。

　思おもった以い上じょうに、ファルコンとの戦たたかいに、プレッシャーを感かんじていたのかもしれない。

「くそっ……」

　リーダーの男おとこが、力ちからなく床ゆかにしゃがみこむ。

　どうやら、あきらめたみたい。

　ほかの男おとこたちも、床ゆかに倒たおれたままだし、あとは警けい察さつにまかせてもだいじょうぶそう。

「響ひびきくん！　だいじょうぶ？」

　琴こと音ねさんが、響ひびきにかけよっている。

　その瞳ひとみから、大おお粒つぶの涙なみだが、ぽろぽろとこぼれ落おちていた。

　わたしは、響ひびきの近ちかくに行いく。

　かなりボロボロ。

　とくに、ファルコンにやられたケガが、ひどそう。

「あとは、警けい察さつがくるわ。花はな里さと琴こと音ねさん、ぶじでよかったわ」

「怪かい盗とうレッド……あらためて、お礼れいを言いわせていただきます。ありがとう」

　琴こと音ねさんが、あらたまって頭あたまを下さげる。

「わたしも行いくわ。つぎに会あうときは……」

「敵かたき同どう士しだ。……だが、助たすかった。ありがとう……」

　響ひびきが手てをさし出だしてくる。

　これって……

　わたしはためらいがちに、響ひびきの手てをにぎった。

　ボロボロなのに、響ひびきの手ては思おもいがけず、力ちから強づよい。

　わたしと響ひびきの視し線せんがぶつかる。

　わたしは、響ひびきから手てをパッとはなすと、その場ばから走はしりだした。







　　　　15　新あたらしい幕まく開あけ！




　ざわめきと緊きん張ちょうが、室しつ内ないをおおってる。

　ここは、新あたらしいホールのひかえ室しつ。

　いるのは、幸ゆき村むら先せん輩ぱいや水み夏なつたち、演えん劇げき部ぶのみんな！

　そう！

　今日きょうは、演えん劇げきの本ほん番ばんなんだよね。

「水み夏なつ！　１年ねん生せいのメイクまで手てが回まわらないから、手て伝つだってもらえる？」

「はい！　いま行いきます」

　先せん輩ぱいに呼よばれて、水み夏なつが自じ分ぶんのメイクボックスを持もって元げん気きにかけよる。

　あの誘ゆう拐かい事じ件けんから、わたしたちはぶじに帰かえってこられた……まではよかったんだけど、じつは、学がっ校こうにもどったら、警けい察さつが待まってたんだ。

　誘ゆう拐かい事じ件けんだから、とうぜんなんだけどね。

　わたしと水み夏なつはもちろん、幸ゆき村むら先せん輩ぱいと詩し織おり会かい長ちょうも警けい察さつで、事じ情じょうを聞きかれたりしたんだ。

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいと詩し織おり会かい長ちょうは、警けい察さつの人ひとに、けっこう怒おこられたみたい。

　それでも、詩し織おり会かい長ちょうが学がっ校こう側がわにたのみこんで、合がっ宿しゅくはつづけさせてもらえたんだけどね。

「紅こう月づきさん、ちょっとお願ねがいしていい？　幸ゆき村むら部ぶ長ちょうから、色いろガムテと、サンドイッチを、舞ぶ台たいで準じゅん備びしてる先せん輩ぱいたちに、持もっていくようにたのまれてるの」

　水み夏なつが声こえをかけてくる。

「わたしが行いっていいの？」

　前まえの水み夏なつだったら、幸ゆき村むら部ぶ長ちょうからのたのまれごとなんて、絶ぜっ対たい自じ分ぶんで行いってたと思おもう。

　だけど、あの誘ゆう拐かい事じ件けん以い来らい、少すこしは、わたしや、ほかの同どう級きゅう生せいをたよるようになったみたい。

　ま、あいかわらず、「紅こう月づきさん」だけど。

　色いろガムテとサンドイッチを受うけとって、わたしは廊ろう下かに出でる。

「って、ととっ。あれ？　ケイに詩し織おり会かい長ちょう！」

　廊ろう下かに、２人ふたりが立たっていた。

「紅こう月づきさん。中なかの準じゅん備びは順じゅん調ちょう？」

　詩し織おり会かい長ちょうが、視し線せんでひかえ室しつを示しめす。

「もちろん！　合がっ宿しゅくもつづけさせてもらえたし、準じゅん備び万ばん端たんですよ！　期き待たいしててください！」

「アスカのセリフ以い外がい、はな」

　ぼそりと、ケイが言いう。

　あのね！

　わたしも、いーっぱい練れん習しゅうしたんだからね！

　指し導どう係がかりの水み夏なつや、幸ゆき村むら先せん輩ぱいやほかの先せん輩ぱいにも、たくさん教おしえてもらったし！

　今日きょうは、びっくりするのは、ケイのほう！

「それなら、楽たのしみにしてる」

　へ？

　意い外がいに素す直なおな反はん応のうに、わたしのほうが拍ひょう子し抜ぬけ。

「……じゃあ、ぼくは席せきにもどります」

　ケイは、詩し織おり会かい長ちょうにつげる。

　あれ、もうもどっちゃうの？

「ぼくは、演えん劇げき部ぶとは関かん係けいないよ。ただ、折おり原はら会かい長ちょうが道みちに迷まよっていたから、案あん内ないしただけだ」

　あ、そうなんだ。

　ケイはそう言いうと、廊ろう下かを観かん客きゃく席せきのほうに、もどっていく。

　詩し織おり会かい長ちょうは、どうしてここに？

「それはさっき、用ようがすんだわ。事じ件けんの影えい響きょうを心しん配ぱいしてたんだけど、だいじょうぶそうだから。期き待たいしてるから、がんばってね」

「ありがとうございます！　がんばります！」

　詩し織おり会かい長ちょうも、安あん心しんした顔かおでもどっていく。

　さあて！　わたしも行いかなきゃ！







　いよいよ、衣い装しょうを着きて、最さい終しゅうチェック。

　あともう少すこししたら、舞ぶ台たいが始はじまる。

　コンコン

　ドアがノックされる。

「だれ？　こんなときに」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいが、ドアを開あける。

「ごめんなさい、こんなギリギリに。ようやく時じ間かんがとれたの」

　立たっていたのは、琴こと音ねさん。それに響ひびき。

　響ひびきは片かた手てを三さん角かく巾きんでつって、あちこちに絆ばん創そう膏こうをはってる。

　琴こと音ねさんは、わたしと水み夏なつのところにきた。

「また、たいへんなことに、まきこんでしまって、ごめんなさい」

　琴こと音ねさんが、ふかぶかと頭あたまを下さげる。

「そんな……琴こと音ねさんのほうが、たいへんだったし、白しら里さと探たん偵ていのケガもひどいじゃないですか」

「たいしたことはないよ」

　響ひびきは、そう言いって苦にが笑わらいする。

「それに、ぼくには、まだまだやることがあるからね。こんなことで、休やすんでる場ば合あいじゃない。もっと力ちからをつけなきゃ、信しんじるものをつらぬけないってことがわかったからね」
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　そう言いう響ひびきの顔かおから、自じ信しんがあふれていて、強つよい意い志しみたいなのを感かんじた。

　どうやら、完かん全ぜんにたちなおったみたい。

　今こん度ど、レッドとして会あったときは、苦く労ろうしそう。

　こまるんだけど……でも、なんか、うれしいかも。

「わざわざ、ありがとうございます。うちの演えん劇げき部ぶを招しょう待たいしていただいて、よかったと思おもえるような、劇げきをお見みせできるように、がんばります」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいが、代だい表ひょうして答こたえる。

「ええ。楽たのしみにしてるわ。みなさん、がんばってください」

　琴こと音ねさんと響ひびきが、部へ屋やを出でていく。

「さて！　みんな準じゅん備びはいい？　そろそろ時じ間かんだからね」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいが、わたしたちを見みまわす。

　男だん装そうすがたの衣い装しょうは、家か庭てい科か部ぶの自じ信しん作さく。

　すっごく、にあっててかっこいい。

　もうすぐ本ほん番ばんかぁ。

　なんか、ドキドキしてきた。

　セリフは暗あん記きしてるし、発はっ声せい練れん習しゅうもがんばったからだいじょうぶ……だよね。

「え～と、水み夏なつ。わたしの衣い装しょう、どっかおかしくない？」

　わたしの着きてるのは、緑みどりのワンピース。

　優ゆ月づきが作つくっただけあって、シンプルだけど、すっごくかわいいんだよね！

「ほら！　ちょっと見みせて」

　水み夏なつが、わたしの衣い装しょうをチェックしてくれる。

　そういう水み夏なつは、わたしと色いろちがいの、黄き色いろいワンピースを着きてる。

「ここ、結むすびめが曲まがってるじゃない」

　水み夏なつはそう言いって、ワンピースについてる、リボンの結むすびめを直なおしてくれる。

「これでよし、と」

　リボンから手てを離はなすと、水み夏なつは顔かおを上あげた。

　その目めが、ジロリとわたしを見みる。

　いままで何なん度ども見みた、にらむような視し線せんのようでいて……ちょっとちがう。

「負まけないからね……アスカ」

　そう言いうと、顔かおを赤あかくして、水み夏なつがうしろをむく。

　あっ……。

　ワンテンポおくれて、気きづいた。

　いま、名な前まえを呼よんでくれた？

「じゃあ、みんな本ほん番ばんいくよ！」

　幸ゆき村むら先せん輩ぱいの声こえがかかる。

「「おおっ！」」

　みんなの声こえがハモる。

　つぎつぎに、ひかえ室しつを出でていく。

　水み夏なつが出でていくのを見みて、わたしはその背せ中なかにむけて、言いった。

「水み夏なつ！　わたしも負まけないよ！」

　ふりむいた水み夏なつは、満まん面めんの笑えみで、わたしにうなずきかえした。







　　　あとがき




　こんにちは！　怪かい盗とうレッドの記き録ろく係がかりこと、秋あき木ぎ真しんです。

　アスカが、今こん回かい挑ちょう戦せんするのは、演えん劇げき部ぶの新しん作さく劇げき！

　しかも、学がっ校こうで泊とまりこみの合がっ宿しゅくなんて、楽たのしそうだよねぇ。

「紅こう月づきさんが問もん題だいをおこさないか、心しん配ぱいでしたけれどね」

　えっ！　長ながい黒くろ髪かみに、クールな顔かおだち。アイスクイーン、詩し織おり会かい長ちょう!?

　なんで、ここに？

「歩あるいていたら、いつの間まにか……あ、なにか落おちたわ」

　あっ！　あれは、ケイの手て紙がみの暗あん号ごうを、写うつし書がきしたメモ。

　解とこうと思おもって、わすれてたんだった。……といっても、解とけそうもないんだけど。

「やちかひにめ……？」

　詩し織おり会かい長ちょうは、首くびをかしげてる。

「それ暗あん号ごうらしいんですが、わかりますか？」

　さすがの詩し織おり会かい長ちょうでも、わからないとは思おもうけど。一いち応おうね。

「暗あん号ごう……なるほど。わかりました」

　そうですよねぇ……すぐにわかるわけ……へ？　わかった!?

「ええ。携けい帯たい電でん話わを使つかえば、かんたんです」

　携けい帯たい電でん話わ？

「ローマ字じが打うてるモードにして、『やちかひにめ』と打うつんです」

「え～と。最さい初しょが『や』だから『ｔ』。つぎに、ｈ、ａ、ｎ、ｋ、ｓ。『ｔｈａｎｋｓ』！　英えい語ごでありがとうの意い味みだ！」

「それで合あっているはずです。そろそろ行いかないと。生せい徒と会かいの会かい議ぎがあるんです。失しつ礼れいします」

　さっそうと、歩あるいていっちゃった。

　詩し織おり会かい長ちょう。これからも、怪かい盗とうレッドの２人ふたりを、助たすけてあげてくださいね。




　最さい後ごに。今こん回かいのアスカの行こう動どうには危き険けんなものもあります。マネしないようにしてくださいね。

　それでは、また２人ふたりのつぎの活かつ躍やくでお会あいしましょう！


秋あき木ぎ　真しん
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秋木 真／作


静岡県生まれ、埼玉県育ち。AB型。友人からは二重人格とよく言われる。『ゴールライン』（岩崎書店）でデビュー。怪談やノンフィクションなどの共著もある。最近は、エアレース（飛行機レース）を観るのにはまっている。






しゅー／絵


神奈川県下在住のイラストレーター。イラストを担当した作品に「超自宅警備少女ちのり」シリーズ（ＧＡ文庫）がある。児童書では、この「怪盗レッド」シリーズが初挑戦。すごく辛いカレーが好き。


















装丁　ムシカゴグラフィクス










怪かい盗とうレッド⑤




レッド、誘ゆう拐かいされる☆の巻まき








作さく　秋あき木ぎ 真しん

絵え　しゅー
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